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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時刻を確認すると、午前０時を回っていた。

「──ということで、今日の配信はここまで。見に来てくれた方、コメントをくれた方、どうもありがとうございました。良ければ高評価とチャンネル登録よろしくお願いします」

　マイクに向かっていつもの締めの挨拶をし、ゲーム画面からエンディング絵に切り替える。

　それから、今日一緒にコラボ配信をしてくれたバーチャル女子高生アイドル☆渚なぎさいのんに話を振った。

「じゃあ最後に、今回もズケズケとチャンネルに遊びに来てくれた、いのん、何か宣伝や感想があったらどうぞ」

『爽そう坂さか、なに勝手に終わろうとしてるのかしら？　夜はこれからよ？　これから耐久配信よ！』

「はい、ありがとう。それじゃあね、いのんもこう言ってることなので、配信終わりまーす。それでは皆さん、爽やかな坂でまたお会いしましょう。爽そう坂さかいづるでした」

『ちょっと待ちなさ──』

　彼女の声がそこで途切れると、画面に進捗インジケータがぐるぐる回り、配信が終了する。

　いのんもそれを確認すると、不服そうに口を尖とがらせた。

『配信終わっちゃったわよ』

「まぁ、終わらせたからな」

『…………』

「…………」

『……そっ、じゃあいのんのチャンネルで配信始めるわね』

「おいまてやめろ」

　通話の向こうで配信を始めると言い出した彼女を慌てて止める。

　そのあと、俺はＰＣの配信ソフトとスマホの表情認識アプリを閉じ、爽そう坂さかいづるの声から地声へと戻した。

「じゃあ俺もそろそろ明日の準備して寝るから、通話切るぞ」

『やーだーやーだーやーだーやーだー』

　配信上ではどこか上から目線でツンとした性格の女子高生アイドルを演じているいのんは、配信外になると、少しだけわがまま要素が加わる。

　俺はそんな彼女を幼いいのん、略して〝幼いのん〟と呼んでいた。

「幼いのん出てるぞ」

『ねえ、爽そう坂さかくん、これからゲームしましょっ？』

　ちなみにいのんは配信外でも声は変わらない。ちょっと高めのキュートボイスが地声らしい。

「もう０時だからなぁ。明日の配信用のサムネ作らないといけないし、学校もあるだろ」

『いのんはお昼寝てるから平気よ』

「おまえ、授業中ずっと寝てるのか……」

　とんでもねえやつだ。

『だからぁ、二人っきりで夜の、て・ぇ・て・ぇ♡　しよっ？』

「はい、センシティブ。この通話ＢＡＮな」

『あっ、いや、待って』

　すがるような声を出すいのんに、俺は呆あきれたように言った。

「……ゲームはまた今度な」

『ふん、いいもん。それじゃいのんはエゴサでもして独りっきりの夜を寂しく過ごすから、じゃぁ～ねぇ～』

　ピンポロン♪　とシステム音が鳴り、通話が終わる。

「……いや、寝ろよ」

　というかマジで授業中寝てるのか。単位大丈夫なのか？

　Ｖｔｕｂｅｒ活動に専念しすぎて、留年女子高生アイドル☆ダブりいのんにならなければいいが。

「さて、やるか」

　いのんの心配もほどほどに、俺は背筋を伸ばして気合を入れ、ヘッドホンで音楽を聴きながら明日の配信用のサムネを作り始めた。

　ちなみに先ほどのセンシティブな会話は──男Ｖｔｕｂｅｒである爽そう坂さかいづると、女Ｖｔｕｂｅｒである渚なぎさいのんが裏でしているため──お互いのファンが聞いたら発狂してクソマカロン（匿名で質問できるマカロンというウェブサービスにおいて、クソみたいなくだらない質問のことをこう呼ぶ）が飛んできそうな内容だが、もちろん冗談だ。配信上でもふざけてこういった会話はたまにする。

　なにより、いのんは俺が爽そう坂さかとしてＶｔｕｂｅｒを始めた頃、右も左もわからなかった俺にいろいろと教えてくれた恩人だ。リスナーもそのことをわかっているので、皆冗談で流してくれる。

　だからこそ、俺たちＶｔｕｂｅｒ側もそういったおふざけがやりやすくなり、配信上で笑いが生まれると、俺は思っている。

「……よし、出来た」

　そんなことを考えているうちに、明日の配信用のサムネが出来上がった。

　いつもは学校から直帰した17時から配信を始めているが、明日は用事があるので18時から。佳境に入ったアクションＲＰＧをクリアまで。

　サムネを作り終えると、明日の配信の待機場所を取り、歯磨きをしてベッドに入る。

　そのあと爽そう坂さかいづるのアカウントで、スマホからツイッピャーでつぶやいた。

〈今日はコラボ配信を見に来てくれてありがとう。そして明日は18時から昨日の続きをクリアまで。ラスボスよ、０時までに倒されてくれ。待機場所はこちら→toutu.be～〉

　つぶやくと、すぐにいいねやリプライが届く。

　すると、その中にひときわ目立つ長文リプライが目に入った。

〈爽そう坂さかくん、今日の配信もおつかれさまでした[image: !!!]　やっぱり爽そう坂さかくんといのんちゃんの掛け合いは鉄板だね[image: !!!]　なんだか兄と妹の兄きよう妹だい漫才を見てるみたいで面白くて癒いやされます♪　そして明日はなななんとクリアまで耐久！　学校が終わったらダッシュで帰ります！　ラスボスさん、どうか爽そう坂さかくんを０時までに眠らせてあげて～（お願いする黄色い顔の絵文字）〉

　この人は爽そう坂さかがつぶやくといつも一分以内にリプライをしてくる。しかもすべて長文で、だ。

　最初はＢＯＴか何かかと思っていたが、リプの内容がちゃんと爽そう坂さかのツイーピョ内容に沿ったものになっているので、どうやら毎回手動で書いているようだ。

　おかげで名前を覚えてしまった。〝ミトコンドリア笹ささ山やま〟さん。すげーセンスだ。

　学校というワードがあるから学生だろうか。にしてもリプライ速度が尋常じゃない。

　するとそこで、そのリプライに返信がついた。

〈いのんは爽そう坂さかの妹じゃないわよ〉

　……そこで突っかかるな、いのんよ。

　そんなことを心の中でツッコミつつ、スマホの画面を閉じ、眠りにつく。

　こうして俺は、Ｖｔｕｂｅｒの爽そう坂さかいづるから、普通の高校生、庵あい原はら玲れ仁ひとに戻った。
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　翌日の昼休み、昼食を食べ終わり机に伏せていると、不意に爽そう坂さかの声が聞こえ飛び起きた。

　どうやらクラスの女子が教室で、爽そう坂さかの動画を間違って大音量で流してしまったらしい。

「人気になったもんだなぁ、爽そう坂さかいづるくん」

　窓まど際ぎわの一番後ろの席で一人心臓をバクつかせていると、橘たちばな銀ぎん河ががトイレから戻って来ては、そんなことを言って隣に座った。

「俺としては、ちょっぴり寂しさを覚えるねぇ」

「おかえり、パパ」

　からかうような彼の言葉に、俺も負けじと返す。

「ハハッ、それはやめろ、なんか背筋がゾゾゾッと寒くなる」

　そう言うと、銀ぎん河がはその筋肉質な巨体を椅子の上でもぞもぞと仰のけ反ぞらせた。

「ところで今度爽そう坂さかが参加するＶｔｕｂｅｒの合同ライブ、その日俺は行けねぇけど、国内のどっかから成功を祈ってるから頑張れよ」

「銀ぎん河が、おまえ、また旅に出るのか」

「ったりめぇよぅ！　三連休だからなァ！　っぱ三連休は旅だろう!?」

　心底嬉うれしそうに話すこの銀ぎん河がという名前も身体からだもスケールのでかい男は、とにかく旅が好きで、休みともなればしょっちゅう日本のどこかをふらついている。夏休みの長期休暇には無一文で旅を始め、現地で描いた絵で稼いだ金だけで一か月生活するというはちゃめちゃなやつだ。

　そして俺の唯一の友人であり、爽そう坂さかいづるの生みの親（担当イラストレーター）──Ｖｔｕｂｅｒ用語で言う、いわゆるパパである。

　俺がＶｔｕｂｅｒを始めたのも彼が「（爽そう坂さかの）絵描くからやってみないか」と言ったからだ。

　彼の一言がなければ今の爽そう坂さかいづるは存在しない。ここまで大きくなることもなかった。

「で、そのライブで売る爽そう坂さかグッズの見本品、届いたからちょっと確認してくれ」

　すると、先ほどのテンションが噓うそだったかのように、ふとグッズのことを思い出した銀ぎん河がはバックパックから小さな茶封筒を取り出すと、それをこちらに寄こした。

　中にはデフォルメキャラで描かれた爽そう坂さかいづるのアクリルキーホルダーが三種類入っていた。

「いいね」

「だろぉ～？」

　教室の隅っこで、こそこそと、まるでエロ本でも持ち寄った男子生徒よろしく俺と銀ぎん河がが声を潜める。

　クラスの女子にも爽そう坂さかファンがいるため、まだ販売されていない爽そう坂さかグッズは大っぴらにはできない。こんなものを持っているところを見られれば、身バレの可能性があるからだ。

　そう、身バレ……たぶん、Ｖｔｕｂｅｒの誰しもが抱いたことのある恐怖だ。

　無論、俺も例に漏れない。

　ネットの世界では華やかなイケメン男子高校生の爽そう坂さかいづるの中の人が、リアルでは誰の目にも留まらぬような、こんな冴さえない陰キャ男子なんて知られたらファンの夢を壊してしまう。

　爽そう坂さかというキャラクターを見に来て、応援してくれているリスナーのためにも、この庵あい原はら玲れ仁ひとという中身は何が何でも隠し通さなければならない。

　ある意味で、某夢の国のマスコットたちと同じだ。……中の人などいない！　を徹底する。

「あら～、お二人で何してるんですか～？」

　そのとき、突然聞こえてきた声に俺と銀ぎん河がは驚き、顔を上げた。

　見るとそこには、京きよう島じま龍りゆ華うかさんが微ほほ笑えみながら立っていた。

「……京きよう島じま、そんなところで何してるんだ」

「ベランダに出ようとしたら、お二人がいたので」

　銀ぎん河がの問いに、龍りゆ華うかという名前とは遠くかけ離れたような、ゆる～ふわ～な雰囲気を纏まとう、ゆるふわんだふるがーるが答える。どうやら俺たちが教室の掃き出し窓の前にいたせいで、ベランダに出ようとしていた彼女の通行の邪魔をしてしまったようだ。

　俺はすぐに椅子を引いて道を開け、ついでに茶封筒を自分の鞄かばんのミニポケットに差し込み、事なきを得ると一息ついた。

　しかし彼女はベランダに出ず、やわらかく微ほほ笑えみながら言った。

「私もお話に混ぜてもらってもいいですか？」

　銀ぎん河がが意味ありげな視線で俺を見る。

「ど、どうぞ」

　彼に気け圧おされ俺がうなずくと、京きよう島じまさんはお上品にスカートを押さえ、前の席に座った。

　瞬間、ふわっと石せつ鹼けんの香りが鼻をくすぐり、不覚にも心臓がドキッと高鳴ってしまう。

　きれいな黒い長髪と長い睫まつ毛げ、物静かな佇たたずまい、可か憐れんさを保ちつつも、すべてを包み込んでくれそうな優しいゆるふわな空気感。同じ歳としなのにお姉さんのような雰囲気。

　そして制服の上からでもひときわ目立つその大きな胸と、意外と短いスカートから覗のぞく、すべすべでちょっとムチっとしている色白の太もも……。

　正直、京きよう島じまさんは俺の憧れの人だ。こんな子が彼女だったらなぁ、なんて考えてしまう。

　もし彼女と付き合えたら、クラスの男子たちが憧れているであろうその大きな胸も太ももも、ただ見るだけじゃなく触れたりして、独り占めし放題なんだよな……。

　でもわかってる。京きよう島じまさんの彼氏になる男が俺じゃないことくらい。

　そんでもって、彼女と付き合える男がこの地球上に存在しているという事実に震える。

　あーあ、京きよう島じまさんがＶｔｕｂｅｒ好きで、おまけに爽そう坂さかいづるラブだったりしねーかなー！

「いいのか？　あっちは」

　銀ぎん河がが京きよう島じまさんの友人たちに視線を向けて尋ねると、彼女は困ったように言った。

「うーん、なんかＶｔｕｂｅｒさんのお話始めたから……私あんまりそういうのわからなくて。それでベランダでお外の空気を吸おうと思ったらお二人がいたので、声をかけちゃいました」

　彼女の口から『Ｖｔｕｂｅｒ』という言葉が出てきたことに、またドキッと心臓が強く脈打つ。

　と言うか、こっちもＶｔｕｂｅｒの話をしていたんだがな！

　すると、それを見た銀ぎん河ががにやっと微かすかに口角を上げ、その話題を広げた。

「京きよう島じまはＶｔｕｂｅｒには興味ないのか？」

「Ｖｔｕｂｅｒさんですか？　うーん……」

　興味あってくれ興味あってくれ興味あってくれ興味あってくれ──。

「ないですね～」

　俺の肩に十トンの重りが落ちた。

「ハハハッ、まぁお嬢様育ちの京きよう島じまとオタクコンテンツは繫つながらないか」

　残念だったな！　と言わんばかりに、銀ぎん河がが楽しそうに俺の背中をバシバシと叩たたく。

「あら、庵あい原はらさま、なんだかお顔が蒼あおざめてるように見えるのですが、大丈夫でしょうか？」

「ちょっと心に傷を負ったんだよな、玲れ仁ひと」

　こくこくとうなずく。

「保健室にお連れしましょうか……？」

　心配そうな彼女の声に、俺は顔を上げて言った。

「い、いや、大丈夫！　マジでなんでもないから！」

「……そうですか？　何があったかわかりませんが、がんばりんこですよ、庵あい原はらさまっ！」

　京きよう島じまさんがグッと握った両手を自分の顔の前に持ってきて、励ましてくれる。

【朗報】俺の心の傷、一瞬で完治する。

「ありがとう、京きよう島じまさん」

「じゃあ興味ないってことは、京きよう島じまはＶｔｕｂｅｒの配信は一回も見たことないのか」

「はい、ありませんよ～」

「でも友達が見てたら、どんなものか一度は見てみたくなったりしないか？」

「うーん」

　ゆっくりと考え込む彼女に、完全回復した俺はこの機会にＶｔｕｂｅｒに興味を持ってもらおうと口を開く。

「見てみたら意外とハマったり──」

「Ｖｔｕｂｅｒさん見るのでしたら、私はやっぱり、読書やクラシックを聴いていたほうがマシかなとぉ……」

　マシかな……マシかな……〝マシ〟かな……──。

　脳内で木こ霊だまする、なんら悪意のない、赤裸々な言葉。

【悲報】俺の心の傷、一瞬でほじくり返される。

「しまった、藪やぶ蛇へびだったか。龍が火噴いちまった」

　銀ぎん河がが気づくも時すでに遅し。

　俺の心は龍の放った灼しやく熱ねつの炎に燃やし尽くされ、消し炭となっていた。

　そんな俺に、龍が優しく微ほほ笑えみながら尋ねる。

「庵あい原はらさまはＶｔｕｂｅｒさん見たりしますか？」

「……オレ？　ミナイヨ」

「玲れ仁ひと、すまねえ……すまねぇ……」

「ッテカ、ブイチューバーッテ、ナニ？」

　タベモノ、デスカ？







「正直、クソマカロンやアンチスレで爽そう坂さかが叩たたかれるよりも、憧京れ島のさ人んに自分のやっているＶｔｕｂｅｒについて否定的な意見を言われるほうが……効く」

「まぁそう落ち込むなって。興味がないだけで、嫌ってはいないみたいだったろ」

「でもあんまり良いい印象も持ってなさそうだったのも確かなんだよなぁ」

「ハハッ」

　ごまかすように銀ぎん河がが乾いた笑いをこぼした。

「それじゃ、また明日な。あんま考えすぎるなよ？」

「うい」

　放課後、そんな話をしながら駅まで歩くと、そこで俺は銀ぎん河がと別れる。

　その後、昼休みのショックを引きずったまま、実家へと向かった。

「はぁ……」

　現在、俺は一人暮らしをしており、ときどきこうして実家に帰っている。

　と言うか、一人暮らしを始めた当初は生活費や食料を受け取るために帰っていたのだが、Ｖｔｕｂｅｒを始めてからここ半年くらいは、Ｖｔｕｂｅｒで稼いだ収入で生活のすべてを賄えているため、特別実家に帰る必要はない。しかし、それでもやはり母は心配みたいで、顔を見せるためにこうして帰るようにしている。

　それから三十分ほど、実家に帰った俺は、顔見せという目的を果たすと、母と他愛無い会話をして、ゆっくりと席から立ち上がった。

「それじゃあ、そろそろ帰るよ」

「あんまり変なことしないでね」

「変なことじゃないって」

　母にはインターネットで稼いでいるとだけ話しているので、こう言われるのは仕方ない。

　まぁ、Ｖｔｕｂｅｒで稼いでいると話したところで会話の内容が変わるとも思えないが。

「お菓子ありがと」

「余ってるの持っていきなさい」

　ある人物の帰りを警戒して、俺がそそくさと帰ろうとすると母がお菓子をこちらに寄こす。

　俺はそれを受け取り、雑に鞄かばんにしまうと玄関へと向かった。

　しかし、一足遅かったようだ。

　靴を履き終え、ドアに手を伸ばそうとする。が、それより先に開くドア。

　瞬間、ひどく気が重くなった。

　なるべく鉢合わせないようにしたかったが、どうやら避けられないらしい。

　俺より先にドアを開けた人物はこちらを見るなり驚き、反射的に後ろに下がった。

　そして俺が外に出ると、その人物は少し離れた位置から警戒するような表情で立っていた。

　妹のひおりだ。

　私立のお嬢様学校──雛ひなヶが丘おか女学院中等部の制服に身を包んだ妹に、俺は兄として「おう」とか「久しぶりだな」とか声をかけようとするも、喉が絞られて声が出ない。

　結局、妹に伝わらないほどの微かすかな会え釈しやくをして門もん扉ぴへと向かうことしかできなかった。

　妹はそんな兄から視線を逸そらし、何のリアクションも取らないまま小走りで家へと入って行く。

　まるで俺との会話を毛嫌いしているかのように。

「……はぁ」

　うちの家族は、どこにでもある普通の一般家庭だ。

　しかし父が将来苦労しないためと言って、兄、俺、妹の兄きよう妹だい三人に幼い頃から厳しく勉強をさせてきた。その教育方針は間違ってはいなかったようで、兄は一流大学へ入学。妹も第一志望だった雛ひなヶが丘おか女学院へと入学した。二人とも、父の期待にしっかりと計画通りこたえたのだ。

　ご近所でもさぞ鼻が高いことだろう。

　けれども一つだけ、家族の中にうまくいかなかった出来損ないイレギユラーがいた。

　それが、俺だ。

　兄や妹と違い、俺だけ何の変哲もない普通の公立高校へと進んだのだ。

　ん？　なぜ俺が兄や妹のようになれなかったかって？　そんなの決まっているだろう。

　インターネッツがあったからだ！

　中学のとき、勉強用途のため初めてＰＣを買ってもらった俺は、その瞬間に勉強道具を放り捨て「ひゃっほーい！」とネットの海へ真っ先にダイブした。

　スマホなんかとは比べ物にならないくらいの出来ることの多さ、情報量、快適さ、利便性、そのすべてに優しく包まれながら、俺はずぶずぶとネットの海へと沈んでいき、そして気がついたときにはもう、浮き上がれない場所まで来ていた。

　まんまとネット中毒者になった俺は、もちろん高校受験前日もピヨピヨ動画にて『これは草』だとか、トゥーチューブにて『〇〇ちゃんの歌声を聴くために俺は生まれてきた』だとか、ゲーム実況サイトにて『ＳＥＫＩＩＮＵから逃げるな』だとかコメントを書き込んで、インターネット生活をエンジョイしまくっていた。

　俺の人生が草である。

　そして受験結果は言わずもがな。

　ただ勘違いしてほしくないのは、インターネットのせいで勉強をしなくなったのではない。

　最初から勉強が出来なかった。だからインターネットに逃げた。これが正解である。

　で、そんな出来損ないの俺を、父は高校入学を機に〝自立〟という形で実家から追い出し、ボロアパートにて一人暮らしを始めさせた。

　まぁ正直なところ、俺が父に追い出されなくても、どっちみち自分から出て行っただろう。

　当時はそれほど、あの家にいることに息苦しさを感じていた。

　最初に住んでいたボロアパートはＧ（黒いあいつ）やムカデとほぼ同居しているようなものだったが、それでも何にも縛られないという解放感から、彼らさえいじらしい愉快な仲間たちに思えた。

　それからＶｔｕｂｅｒを始め、稼げるようになってからは現在のマンションへ引っ越した。

　ＰＣと配信機材、ベッドと本棚とテレビだけの、広さ十二畳ほどの我が城だ。

　もちろんいつでも彼女連れ込みＯＫ！　フルチンで白目むき放題！

　驚くことに未いまだに誰も遊びに来たことがない！

　そんな感じで、俺はインターネットに魂を奪われ、殺され、そして今ようやく救われ始めている。家を追い出されたと言っても、こうして自立出来ているので気に病むことはまったくなく、楽しくやっている。陰キャなりの順風満帆高校生活だ。

　それでもただ一つ、ずっと心に引っかかっていることがあった。

　それが、妹のひおりについてだ。

　妹のひおりは男兄弟に続いて生まれた、初めての女の子。我が家の天使だった。

　幼い頃から活発で、でも泣き虫で、舌足らずで「れひとおにいにい！」と言って俺にすごく甘えてきてくれた。ときどき俺の名を呼ぶ言葉に力が入りすぎて「れひとおにんにん！」なんて言って両親をあたふたさせていたことも覚えている。

　俺はそんな人ひと懐なつっこくて、いつも朗らかに笑っている可か愛わいい妹が大好きだった。

　そして俺は、そんな大好きな妹の笑顔を奪い去ってしまった。

　あれは俺が中学に上がった頃、小学生まではついていけてた勉強に突然追いつけなくなり、テストの成績について父にこっぴどく𠮟られた日。

　部屋で一人で泣いていると（このときの俺はまだ真面目だった）、いつものように妹のひおりが入ってきて、そしていつものように、百点満点のテストを見せてきた。

　何もかもいつも通りだったら俺は妹のテストを褒めて、頭を撫なでてあげていただろう。

　きっとひおりも、それを期待してのことだった。

　でも俺は泣いてる顔なんて見られたくなかったから、机に突っ伏したまま、黙っていた。

　そんな俺にひおりは「玲れ仁ひと兄にいさま、ねえ～百点～見て～！」とか「ひおりちゃん百点！　えらい！　これはプリンあげたくなっちゃうな～あっ♪」と、上機嫌で可か愛わいく浮かれていた。

　しかしひおりは、俺が壁に叩たたきつけたクソザコ点数のテスト用紙を見つけると察したのか、「大丈夫だよ、玲れ仁ひと兄さま」と不器用な感じで精一杯の慰めの言葉を口にした。

　たぶん彼女も、どうしたらいいのかわからなかったんだと思う。

　それでもなお黙ったままの兄の頭を、妹は撫なでた。……自分の百点満点のテスト用紙で。

「百点満点のテストで頭なでなでしたら、玲れ仁ひと兄さまもかしこくなるよ」

　もうこいつ煽あおってんじゃねーかというくらい、ナチュラルに俺の頭を撫なでていた。

　シャカシャカと髪と紙が擦れる音が脳内で木こ霊だまする。一分くらい続いたあと、今度はそれがリズミカルなものへと変わっていくのがわかった。たぶん何のリアクションも起こさない俺の頭をただ撫なでるのに飽きたのだろう。でも今ここでやめるにやめられない。

　シャカシャカと始まった摩擦音は次第に、シャカ、シャカ、シャカシャカシャカ、シャカ、シャカ♪　というリズムを刻んでいく。しかもそのリズムでそれが〝ウッカリス〟というマスコットキャラの歌だとわかり無性に腹が立った。ウッカリスとはその名の通り、うっかり屋さんでヘマばかりするドジなリスで、いつも自分を励ます歌を歌っているようなキャラクターだ。

　だからなおさら、そんなキャラの歌を落ち込んでいる俺の頭で奏かなでるな、と思った。

　けれども今なら、そのすべてがひおりなりの精一杯の優しさだったとわかる。

　どうしたらいいかわからない彼女なりのおまじないのような慰め方。なぜならウッカリスの歌は、ひおりが元気のないとき、自分を元気づけるためによく口ずさんでいる歌だったからだ。

　しかし、気がつくと俺は怒鳴り散らしていた。そのときのひおりの顔が未いまだに忘れられない。

　驚くでもなく、恐こわがるでもなく、ただただ、知らない誰かを見るような、そんな目だった。

　そして、それ以来、妹は俺と口を利きかなくなった。

　それどころか、以前のような明るさも見せなくなり、勉強ばかりの性格になっていた。

　あんなに明るかった妹から笑顔を奪ったのは、俺。

　そのことを実家に帰るたびに思い出してしまう。

　俺はもう一生、昔みたいに妹と仲良く話すことが出来ないのだろうか……。

「……まって」

　そんなことをぼんやり考えながら歩いていると、後ろで誰かが駆けてくる音が聞こえた。

　前方に人影はない。でもここで振り返って人違いだったら恥ずかしいのでそのまま歩く。

「……ちょっと」

　足音が近づいてくる。そして息を切らしながら、その人物は声を上げた。

「ちょっと待って！」

　心臓がドキッとし、俺が足を止めると、その人物の足も止まった。

　何となく予感はしていた。だけど、なんで？　どうして？　という思いが頭を駆け巡る。

　それでも覚悟を決めた俺は、このあとに待ち受けている数年ぶりの兄きよう妹だいの会話を劇的にするため、恐る恐る振り返る。そして、そこにいる人物の名前を口にしようとした。

「……あっ、ぁっ、ぇっ」

　コミュ障、大爆発。

「待ってって、言ってるのに、どうして、スタスタと、歩いて行くんですか……」

　膝に手をついて、はぁはぁと息を切らしながら彼女はくたびれたような声を出す。

「ぇっ、ぁっ、ひおり……」

　と、ここでようやく名前を口にすることに成功する。会話にすらなっていない。

「……ふぅ。はい、これ、忘れ物です……」

　息を整えたあと、ひおりが忘れ物と言って茶封筒を渡してくる。

　彼女は制服姿のまま、学生鞄かばんもまだ背負ったままだった。

「あ、ありがとう」

　初めての出来事に、ただただお礼を言ったあと、彼女の顔を見れないまま、それを受け取る。

「でも、どうしてひおりが？」

　そして不意に頭に浮かんだことを口にしていた。

　たぶん、俺が実家に忘れ物をしたら、母が電話かメールで連絡を寄こして取りに来させる。

「そ、それは……お母さんに、届けろって言われて」

「そ、そうか。わざわざすまなかった」

「うん……」

「…………」

「…………」

「……？」

　視線を上げ、その場から俺を見たまま動かないひおりに首をかしげると、彼女は小さく声を発した。

「それより、に、兄さん、それ、なんですか……」

「えっ？」

　間抜けな声を出すと、「んっ」とひおりが俺の手元を指さした。

　視線を落とす。妹がいきなり話しかけてきたことで気が動転していたが、俺の手の中にあるこれは、今日学校で銀ぎん河がから受け取った例のアレだ。

「……中、見たか？」

　尋ねると、黙ってうなずくひおり。

　瞬間、なぜか俺の脳内に京きよう島じまさんの言葉がよぎった。

『Ｖｔｕｂｅｒさん見るのでしたら、私はやっぱり、読書やクラシックを聴いていたほうがマシかなとぉ……』

「ぐっ……」

　時間差で再びダメージを受ける。ハンパねーぜ龍の延焼ダメージ。

　すでに俺の中で完全なトラウマになってやがる。

「……？」

　眉をひそめ、不可解そうな表情でひおりが俺を見ていることに気づき、俺は慌てて続けた。

「こ、これはその、あれだ。Ｖｔｕｂｅｒの爽そう坂さかいづるってキャラクターのアクリルキーホルダーで……えー、Ｖｔｕｂｅｒってのは、バーチャルトゥーチューバーのことなんだけど……ってかＶｔｕｂｅｒって知ってる？」

「知ってます、Ｖｔｕｂｅｒくらい」

「だ、だよな、はは……まぁ、その爽そう坂さかってキャラのグッズなんだけど」

「…………」

「……男が男キャラのアクキー持ってるとかキモいよな。なんか、すまん」

　でもなんでそんなグッズを持ってるかというと、実は俺がその中の人だからだ、妹よ。

　──と、言えれば楽になるのだろうが、妹にＶｔｕｂｅｒをやってるなんて言えない。

　これ以上妹に嫌われるのは嫌だし、何よりちょっと恥ずかしい。

「そうじゃなくて、だから……」

　取り繕う俺に、どこか我慢できなくなったようにひおりがプルプル震えながら言った。

「どうして兄さんが発売前のグッズを持ってるんですか」

　京きよう島じまさんのトラウマと、妹にドン引かれている恐怖に思考が鈍っていく。

　せっかく妹と話せたと言うのに、なぜかどんどん悪い兄の印象を与えてしまっている感が否いなめない。

「も、貰もらった」

「……誰に」

「親友」

「……親友？」

　銀ぎん河がの顔が浮かぶ。しかしそこで、喉元まで出かかった彼の名を引っ込めると言った。

「爽そう坂さか……」

「……えっ」

「し、親友なんだよ。そのＶｔｕｂｅｒやってる爽そう坂さかと。それで、そいつ今度いろんなＶｔｕｂｅｒが集まるライブに参加するみたいでさ、そこで売るグッズの見本品って言うのか？　それを貰もらった」

「爽そう坂さかくんと……親友？」

「うん、爽そう坂さかと……ん？」

　爽そう坂さかくん？

　あれ……と言うかなんでひおりのやつ、このアクキーが発売前のグッズだってわかってるんだ？

　……いや、まさか。

「ひおり、爽そう坂さかのこと知ってるのか？」

　こくり、とうなずくひおり。

　噓うそだろ。いや、でも、Ｖｔｕｂｅｒを知ってるなら名前くらいは聞いたことあるか。

「そ、そうか。まぁライブ参加するくらいだしな。へー、結構有名なんだな、あいつ」

「私、今度そのライブ行きます……」

「ほ、ほぉーん。あっ、ってことはあれか、それで爽そう坂さかの名前知った感じか！」

「爽そう坂さかくんのために行く……」

「は、はぁー！　他のＶｔｕｂｅｒじゃなく、爽そう坂さかを見に行くのか、なるほどなぁ」

「爽そう坂さかくんは、私のいちばん好きな人……だから」

　上目遣いの瞳をキラキラさせ、頰を朱色に染めつつ、照れながらいきなりそんなことを口にするひおりに、不覚にもドギマギしてしまう。

　子どもだと思っていた妹が、こんなふうに男の名前を口にするとは……。

　女という生き物は、たった数年でここまで変わるものなのか。

　しかも『Ｖｔｕｂｅｒ』って言わずに『人』って言ったぞ。

「……ひ、ひおり？」

「爽そう坂さかくんは、私の王子様です……」

「そ、そうなのか……ひおりにとって爽そう坂さかは王子様なのか……」

　……なんかこの流れ、やばい気がする。

　俺の妹、ちょっとＶｔｕｂｅｒに入れ込み過ぎじゃないか？

　と言うかこれ、完全に爽そう坂さかに〝恋〟しちゃってねーか？

　つまりこの状況を整理すると──。




　兄を嫌う妹の好きな相手　→　Ｖｔｕｂｅｒの爽そう坂さかいづる　＝　兄（俺）




　……こうか？

「爽そう坂さかくんはね」

「ひおり、ちょっと待ってくれ」

「……？」

　爽そう坂さかについて語り始めようとした彼女を遮り、俺は一旦、深呼吸をした。

「ちょっと、待ってくれ……」

　ひおりが爽そう坂さかの名前を口にするたびにときめいているのが嫌でもわかる。

　だが、これ以上彼女の口から爽そう坂さかについて聞いたら、もう戻れなくなるのもわかった。

　たぶん、言うなら今しかない。

　俺は意を決して、妹のひおりに、その残酷な真実を告げようと口を開く。

「ひおり、あのな、実はな、爽そう坂さかはな……」

　ひおりがうるんっとした瞳で俺を見る。

　そんな彼女の夢見る乙女ビームに打ちのめされそうになるも、何とか堪えて言葉を続けた。

「爽そう坂さかは、実は、俺な……俺なん……俺……」

　すまん、ひおり……っ！

「……俺の、親友なんだ」

　なんか自慢したみたいになっちまった──！

「……うん、ちゃんとわかってますよ、それさっき聞きましたから」

　しまった。これじゃあ爽そう坂さかと親友であることを得意げに何度も繰り返すただの三下みたいになっちまってるじゃねーか、俺。しかも心なしか、ひおりの俺を見る目が、うんうんわかるわかる自慢したくなっちゃうよね、みたいな優しい眼まな差ざしになってる気がする。

　恥ずかちっ！

「つ、続けてくれ……爽そう坂さかについて、聞こうじゃないか」

「うん、爽そう坂さかくんはね──」

　ひおりが胸に手を当てて話し始め、俺はそれを、黙って聞くことにした。

　はっきり言ってしまえば、ここで俺は妹に、自分が爽そう坂さかの中の人だと言うことも可能だった。

　そうしたほうが、物事は単純に終わったことも確かだと思う。

　でも、爽そう坂さかに恋をしている妹のうるんだ瞳を見て、その心を、抱く夢を、成長して少し大人になった妹の新しい一面を、そして楽しそうに話すこの火ほ照てった彼女の笑顔を──。

　俺は今度こそ、絶対に、奪いたくなかった。

　それに、彼女も一人のファンであることに変わりはない。

　そもそも俺──庵あい原はら玲れ仁ひとは、爽そう坂さかいづるの中の人として、ファンの夢を壊さないよう、何が何でも中身を隠し通さなければならないのが第一である。

　そんな考えに至り、俺は先ほど、自分が爽そう坂さかの中の人であると言わなくて良かったと胸をなでおろした。
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「──だから、爽そう坂さかくんは私の王子様なんです」

　それからひおりは、爽そう坂さかについてたっぷり５分ほど、存分に語った。

　要約すると、爽そう坂さかは日々の癒いやしであり支えであり、尊き存在であり初恋の相手であるらしい。

　そのオタク特有の〝推し〟について説明する早口な限界口調っぷりから、まぁ何となく予想はついていたが、この妹、かなり爽そう坂さかに依存してしまっている。

　入れ込んでいるというレベルではなく、信仰していると言ったほうが的確かもしれない。

　いわゆるガチ恋勢であり、爽そう坂さかにお熱になっている女性ファン……通称『坂女』である。

　そしてファンからアンチに反転したらいちばん厄介な相手でもある。

　そんな存在がまさか家族の中に、しかも妹がそうだとは。

「爽そう坂さかに話しておくよ。たぶん喜ぶ」

「本当ですかっ!?　……あっ、す、すいません、私、つい話し過ぎてしまいました」

　爽そう坂さかのことを話しているときは乙女モードになって周りが見えていなかったのだろう。

　冷静になって目の前にいる相手が兄だとわかると、また他人行儀な言い方に戻った。

「いや、別に良いいって。俺も親友がこんなに褒められてるの聞けて、良かったから」

　思えばネット上ではなく、リアルで爽そう坂さかを褒められたのは初めてかもしれない。

「……本当ですか？」

「うん。それと、さ……」

「……？」

「久しぶりに、こうやって二人で話すことが出来て、嬉うれしかった……」

　ふと、妹と普通に会話出来ている事実に安あん堵どし、そんなことが自然と口からこぼれる。

「正直俺、もう一生ひおりに口利きいてもらえないんじゃないかって思ってたから」

「そ、そんなことあるはずないじゃないですか……兄さんが良ければ、私はいつでも、話せますよ……」

「そ、そうか……ありがとう、ひおり」

　すると俺の言葉に、ひおりは意外にもどこかホッとしたような表情を見せた。

「それに、私の方こそ、学校では爽そう坂さかくん好きなこと、親友以外には秘密にしているから……だからこんなふうにリアルで話すの初めてだったので、嬉うれしかったです」

　どうやらひおりも、世間からのＶｔｕｂｅｒへの評価に関しては俺と近い認識らしい。

　だからこそ、俺が爽そう坂さかについて話しても良い相手とわかるとつい止まらなくなったようだ。

　まぁ、規律正しいお嬢様学校と厳しい父のいる環境にいたら、依存するのも仕方ないかもな。

「俺で良ければ、爽そう坂さかのことまた聞くから。……あっ、でもわざわざ俺に話さなくてもネットにはそういう話出来る相手くらいいるか、その……坂女仲間？」

　俺が何の気なしに放った言葉に、ひおりがバッと勢いよく顔を上げた。

　顔を真っ赤にしながら涙目で、下唇をムッと嚙かみしめ、無言で何かを訴えかけてくるひおり。

　なんか地雷を踏んだような気がしないでもない。

「ど、どうした……」

「……ません」

「えっ？」

「[image: い濁音][image: ま濁音]ぜ[image: ん濁音]……っ！」

「い、いないって、坂女仲間がか？」

「ば[image: い濁音]……っ！」

　そんな感情込めて言わんでも。なんかゴム人間が主人公の海賊漫画みたいなノリになってるぞ。ドン！　って擬音が聞こえてきそうだぞ。

「そ、そうだったか。悪い、変なこと聞いてしまった」

「[image: い濁音][image: え濁音]……っ！」

　ドン！

「まぁ一人でも楽しめるのがＶｔｕｂｅｒの良いいところだよな。ファン同士で盛り上がるのも良いいけど、あんまり行き過ぎると馴なれ合いだとか言われかねないし……」

　俺が必死にフォローしようとするも、ひおりは顔を伏せ、ボソッとこんなことを言った。

「……私、今度のライブ、一人で行きます」

「あっ……」

　思わず察してしまった。

「で、でもライブって一人で参加する人も多いから、気にすることはないんじゃないか？」

「でもハードル高いです。初めてチケット当選したので絶対に行こうとは思うのですが……」

　ゆらりと顔を上げるひおり。

「兄さんは、一人で行けますか？　……ライブ」

「ぐっ……」

　言葉に詰まる。リアルでもネットでも、趣味の友達一人作れない人間に、大規模なライブ参加はなかなかにハードルが高いということが、俺には痛いほどわかってしまった。

　普通の人にはさっぱり理解出来ないだろう。だがこれが、コミュ障という人間の性さがだ。

　しかしこんなところで兄きよう妹だいわかりあいたくねえ……。

「そうは言っても行かなきゃ爽そう坂さかには会えないぞ？」

「そ、それは、そそ、そうなんですけど」

　爽そう坂さかの名前を出した途端、急にあたふたと照れ始めるひおり。本当に好きなんだな。

「……その、ライブの前に行こうかどうしようか迷ってる場所があって」

「ほう」

「そこで、兄さんにお願いがあるのですが」

「俺に？」

「良ければ、ついてきてほしいです」

「その場所に？」

「はい」

　突然のお誘い。話が見えない。

「良いいですか？」

　ひおりに尋ねられ、俺は少し考えたあと、とりあえずうなずいてみる。

　ライブ当日は爽そう坂さかとして出演するのでさすがに付き添うことはできないが、それ以外なら特に問題はない。ライブに初参加っぽいから、サイリウムでも買いに行くのだろうか。

　とにかく妹との仲を取り戻す機会だと俺がうなずくと、ひおりは俺と連絡先を交換し、

「ま、また連絡します」

　とだけ言って、去っていった。

「……ついてきてほしいところ、言わねーのかよ」

　その場に残された俺は一人ツッコむ。

　それから、妹が俺を呼ぶとき『玲れ仁ひと兄さま』ではなく『兄さん』となっていたことを思い返し、地味にダメージを受けると、俺は寂しく帰路に就いた。

　だけど、妹とすんなり会話出来てよかった。







『はぁ～～～……おまえさぁ……それ俺の名前出しとけば解決しなかったか？』

　その日の夜。爽そう坂さかの配信を終わらせ、今日の妹との出来事を銀ぎん河がに電話で話すと、彼は呆あきれたように大きなため息をついた。

「もちろんそれは一瞬頭をよぎったよ。真っ先に思いついた」

『じゃ言えよ』

「でもさぁ、そこで銀ぎん河がの名前出したら、パパの立場を利用して自分の知り合いにだけ爽そう坂さかの未発売グッズをタダでバラまいてる嫌なやつになって、おまえの印象悪くなるじゃん」

『…………』

「銀ぎん河がは俺が爽そう坂さかだってわかってるから渡すのは当たり前だって認識だけど、そのことを知らない人間からはただの職権濫用野郎としか思われないぜ？」

『はぁ～～～……おまえさぁ……』

　俺の言い分を聞き、銀ぎん河がはまた大きなため息をついて言った。

『……いいやつだな』

「これからもよしなに」

『ぱにゃにゃんだー』

「なんだよそれ」

『いいから続けろ』

「とまぁそういうわけで、爽そう坂さか本人から貰もらったなら、まだ角が立たないかなと……」

『で、爽そう坂さかを親友って言ったら、妹がファン──つまり、坂女だったと』

「そういうことになる」

　自分で言いながら、今さらになって冷や汗が背中を伝った。

「……どうしよう、パパ、俺、怖いよ」

　すると銀ぎん河がが電話越しにシューベルトの『魔王』を流し始めた。

　なんてチョイスだ。

　そのすぐあと、銀ぎん河がからラヒン（無料通話アプリ）のチャットで、あるまとめサイトのＵＲＬが送られてくる。

　そこには女性Ｖｔｕｂｅｒの中の人が身バレし、ツイッピャーの裏垢あか（裏アカウント）に他Ｖｔｕｂｅｒへの問題発言や彼氏バレに関することが書かれており、今現在も炎上しているという記事が載っていた。

　にしても、なんだよ、この無言の圧力は……。

「銀ぎん河が、言っとくが俺は裏垢あかなんて持ってないし、彼女もいねーぞ。ちなみに前世もない！」

『友人も俺一人だから知り合い伝づ手てでバレる可能性もない！』

「その通りだ！」

『でも気をつけろよ玲れ仁ひと。クラスにも爽そう坂さかのこと知ってる人間増え始めてるみたいだし、魔王はどこからやって来るかわからないぞ』

「だ、大丈夫だろ」

『おまえは気づいてないようだが、ときどきテンション高くなると爽そう坂さかの声になるからな？』

「えっ、マジかよ」

『ちょくちょく爽そう坂さか、はみ出てるからな？』

「き、気をつける」

　知らなかった。

「でも、俺あんまり人と話さないし、学校で気をつけさえすれば良いよな？」

　不安になって尋ねると、銀ぎん河がは少し考えたあと、うなずいた。

『まっ、それもそうだな。クラスに爽そう坂さかのファンがいるって言っても二人程度だし、そんな心配することはないだろ。それこそ、クラス30人全員が爽そう坂さかファンってなったら声も発せないだろうけどな、ハハッ』

「それはあり得ないから大丈夫だ」

『それじゃ、気をつけろよ』

「あぁ、また学校で」

　銀ぎん河がとの通話を終えたあと、Ｖｔｕｂｅｒの身バレからの炎上記事をぼんやりと眺める。

　どうやら今回も、この女性Ｖｔｕｂｅｒは前世（Ｖｔｕｂｅｒになる前に活動していた配信者ネーム）の交友関係から、ツイッピャーの裏垢あかをアンチによって掘られてしまったようだ。

　Ｖｔｕｂｅｒの身バレはだいたい前世繫つながりか身内などから特定されることが多く、Ｖｔｕｂｅｒにとっては良くも悪くも、ターニングポイントとなる。

　良くも悪くもという言い方をしたのは、身バレして、中の人の素性が明らかになり、そこから爆発的人気を博したＶｔｕｂｅｒも存在しているからだ。

　とは言っても、それは稀まれな例で、ほとんどは身バレしてマイナスになるＶｔｕｂｅｒのほうが多い。

「……まぁ、俺は大丈夫か」

　そもそも人と関わらねーもんな、と一人苦笑し、俺はサイトを閉じると、眠りについた。




　　　　　　　　　　　　　　　２




「オフ会……だと……」

　数日後、ひおりから連絡が来た。

　そして週末、駅で待ち合わせをし、二人で目的地まで辿たどり着つくと、彼女は言った。

「はい、爽そう坂さかくんのファンが集まるオフ会です」

　どうやら彼女のついてきてほしかった場所とは、爽そう坂さかファンのオフ会だったらしい。

　あぶないあぶない。もう少しでとんでもねー場所に連れて行かれるところだった。

「ひおりすまん。俺、行けねえ。悪いが一人で行ってくれ」

「えっ……」

　しかし、そんな俺の一言に、先ほどまでのウキウキ感から一転、これまたすげえ悲しそうな瞳でこちらを見てくるひおり。まるで捨てられた子猫のようなつぶらな瞳に思わずうろたえる。

「……と、言うのは冗談だ」

「も、もうっ……！　泣きそうになるから、そういう冗談はやめてください！」

　泣きそうなのはこっちだ。

「ち、ちなみにそれには何人くらい参加するんだ？」

　一応、訊きいてみる。

「前回は60人くらい集まったって見ました」

　クラス30人どころじゃねえ、60人もいやがるだと……!?

　よりにもよって大規模オフ会じゃねーか。

　しかも全員、爽そう坂さかファンと来た。

「……ひおり、やっぱり帰ろう」

　幸い、まだオフ会が開催される場所の目の前で立ち止まっている状況だった。

　俺はひおりにそう言って、踵きびすを返かえす。

　しかしそんな俺に、ひおりは言った。

「もう冗談は通用しませんからね！」

　なんてこった。

「兄さん、さっきからどうしたんですか？　なんでそんなに行きたくないんですか？」

「いや、なんでって、バレる可能性があるからに決まって──」

　やべっ。

「バレる？　何がバレるんですか？」

「そ、それは……俺が闇組織の人間だということが、だ。この大規模オフ会、奴やつらが潜んで──」

「兄さん、そういうのは中学生で卒業してください」

　お互い無言になり、真顔で対たい峙じする兄と妹。

「というか、どうして俺と参加するんだよ」

「それは兄さんが、私が爽そう坂さかくんのこと好きって知ってて、爽そう坂さかくんについて話せる相手だからです」

「それなら親友についてきてもらったらいいだろ。その親友も、ひおりが爽そう坂さか好きなこと知ってるんだろ？」

「知ってます。でも彼女は爽そう坂さかくんのファンじゃないです。爽そう坂さかくんのファンじゃないのに、こんなところ連れて来れません。無理強いはよくないです」

「俺も別にファンってわけじゃねーぞ!?」

「でも親友ですよね」

「そ、そうだが」

「なら大丈夫です」

　何がだ。

「っつーか、オフ会ってネットで知り合った者同士がリアルで会ってわちゃわちゃする行事だと思ってたんだが、違うのか？　ひおりにネット友達はいないはずだが、参加して大丈夫なのか？」

「い、いない、から……」

「えっ？」

「私、ネットに友達いないから……だから、オフ会に参加して、見つけようって……」

　正気か!?　一人ライブよりハードル高くねえかそれ!?

「でも一人じゃ怖いから……だから兄さんについてきてもらいたかったんです！」

「な、なるほど。つまり俺は爽そう坂さかファンとして、ひおりと二人でオフ会に参加するという建前になっていたわけだな」

　それならもしもひおりに友達が出来なくとも、俺がいるからぼっちは避けられる。

　しかしここで俺が帰れば、ひおりはぼっちになってしまう。

「わ、わかった。行こう、行くよ」

「本当ですか？」

「あぁ、だけどちょっとそこらへんで待っててくれないか」

「ちょっとって、どれくらいですか？」

「えーっと、そうだな、五分、五分間だけ時間をくれ」

「そこらへんってどこで待ってればいいんですか？」

「えーっと、えー、じゃあその電柱のところ！」

「わかりました。五分ですね。私、ここで待ってますからね」

　電柱の隣に立ったひおりが、腕時計でカウントをし始める。

「十秒経過しました」

「カウントはえーよ」

　俺はオフ会に参加する覚悟を決め、その場から急いで近くの大型ディスカウントストアへ向かうと、万が一の事態に備え秘密兵器を買い、背負っていたメッセンジャーバッグに詰め込んだ。

　身バレリスクを考慮するなら、恐らくオフ会では無言を貫くのが最適解だ。たとえ地声でも出さないほうがいい。どこで爽そう坂さかがはみ出てしまうかわからないからな。

　しかしそれでも声を出さざるを得ない状況が来るかもしれない。

　そのときは、この秘密兵器で凌しのぐ……！

「おまたせ。それじゃあ……行くか」

　いざ、デンジャーゾーンへ。

「兄さんが先頭に立ってください」

　ディスカウントストアから戻るなり、ひおりが俺の後ろに立ち、うんしょうんしょと背中を押してくる。

　周りを見れば、オフ会開催時間が迫っているためか、同じ場所に向かうと思われる女性たちの姿がちらほらと見られた。どうやらひおりのやつ、緊張しているらしい。

　ふふっ、ちょっと可か愛わいいじゃないか。

　でも、俺のほうがもっと緊張してるけどな!?

「いらっしゃいませ……あっ、えっと……」

　オフ会場所の案内に書かれたカフェバーの店内に足を踏み入れる。

　すると、簡易設置された受付にいたお姉さんが、俺の姿を見るなり小走りで近寄って来て苦笑いを浮かべた。

「すいません、今日は貸し切りなんです」

　そこで、俺の背後からひょっこりと顔を覗のぞかせ、ひおりが答えた。

「あ、あの、爽そう坂さかくんのオフ会に参加しに来たのですが……！」

「えーっと……」

　しかしお姉さんは困った様子を見せ、ひおりから俺に視線を戻した。

　何やら不穏な空気が流れ始める。やばい、場所間違えたか？

　そう思い、何度もスマホで案内を確認するが、店の名前は合っている。

　それどころか、店内のスピーカーからは爽そう坂さかの歌声が微かすかに流れているのもわかった。

　ちょっと恥ずかしいが、場所を間違えたわけではない。

「あの、爽そう坂さかくんのオフ会って、ここじゃないんですか？」

　ひおりが怯おびえた様子で尋ねると、お姉さんは「ここなんだけどね」とまた俺を見る。

　俺は「……？」と首を傾かしげ、妹も同じようにして首を傾かしげた。

　何が言いたいんだ、このお姉さんは。

「知り合いがいないとダメですか？　私、ネットの友達いなくて、初参加なんですが……」

　ひおり、そんな悲しいことを言うな。

　もし世の中にそんなふざけたオフ会が存在していて、今日この場でひおりを追い出そうものなら、俺は鬼となりもう二度とこの店には来ないと宣言してやる。

　今回が初めてのご来店だが！

「んーっとね、あなたは大丈夫なんだけどね、その、お兄さん？　はちょっとね」

「陰キャっぽい見た目だからですか？」

　なんだと、陰キャ差別だ！

「じゃなくて、これ、読んでもらえるかな？」

　お姉さんが店の前に設置されていた看板を持ってきて、ひおりがそれを声に出して読む。

「坂女交流会」




　坂　〝女〟　交　流　会




　頭を抱える俺。

「男の人はダメってことですか？」

　その通りだよ妹よ。

「ごめんなさいね」

「ダメだって、兄さん」

　まるで俺が来たがったような言い方やめてくれ。おまえが連れて来たんだろうが。

　気づけば周りの女性参加者たちも俺に視線を向けている。あまりにも恥ずかし過ぎる。

「あっ、でも兄さんは爽そう坂さかくんと親友なんですよ！」

　や、やめろひおり、それは言っちゃいけない！　めっちゃ恥ずかしくなるやつだから！

　案の定、苦笑するお姉さん。

　俺は居たたまれなくなり、ひおりの腕をつかんで一旦店の外に出た。

「ひおり、俺は外で待ってるから、ひおりだけ参加して来な」

「えっ……でも」

「受付のお姉さんとあれだけ喋しやべれたんだ。何も心配することはない。すぐ友達も出来るさ」

　というかあんな恥かいたところにはもう戻れねぇ……。

「……うん」

　俺の言葉に素直にうなずき、トボトボと背中を丸め、悲しそうな雰囲気で店内へと戻って行くひおり。

　そんな妹の背中に、兄心から心配になりつつも、気分を切り替える。

「さーて、どうすっかな」

　けれどもこれで身バレの心配をする必要もなくなり、晴れて自由の身になったのも事実。

　そんな俺が伸びをして、いざ都会の背景になるため歩き出そうとした、しかしその瞬間──。

　ポンポン、と肩を叩たたかれる。

　嗚呼ああ、やっぱりひおりのやつ、一人じゃダメだったか……と振り返ると、

「お兄さんも、中、どうぞ♪」

　そこには看板を抱えた受付のお姉さんが微ほほ笑えみながら立っていた。

　見れば看板の文字は修正されており、『坂女交流会』から『坂女（男の子もＯＫダョ！）交流会』へと華麗に生まれ変わっていた。

「お兄さんも、爽そう坂さかくんが好きなんだもんね？」

　そりゃもう妹に、爽そう坂さかとはマブダチ、って自慢してしまうほどには、ええ。

　もはやうなずくしかできなかった。

「それじゃあ一緒に楽しまなきゃね。妹さんも待ってるから、おいで」

　あ、ありがてぇ。ありがてぇ、けど、戻りたくねぇ……。

　……でも、爽そう坂さかファン、あったけぇなぁ。

　それから「高校生？」「爽そう坂さかくんいいよねぇ」「妹さん、お兄さんと離れてちょっと心細そうだね（笑）」「ツイッピャーか何かやってる？」「あっ、名刺渡しとくね」……などなど、年上のお姉さんの質問に首を縦か横に振りながら答え、カウンターで参加費を払いドリンクを受け取ると、俺は小鹿のようにぷるぷる震えて突っ立っている妹の隣に立った。

「に、兄さん……っ！　ダメですよ勝手に入って来ちゃ……！」

　入れてもらったんだバカチン。

「ひおり、俺、隅の方でおとなしくしてるから、頑張れよ」

　ひおりに耳打ちして、俺は目立たないよう、そそくさと隅っこの席に腰を下ろした。

　それにしてもアンティーク調な内装で、クッソお洒しや落れなカフェバーだ。

　人生初のオフ会にはあまりにもハードルが高すぎやしないか、ひおりさん。

　見渡せば参加している坂女も大学生か社会人っぽい女性ばかりで、皆大人っぽい服装をしている。首からＳＮＳで使用しているハンドルネームの書かれたネームプレートを提げていたり、名刺を交換していたり、工夫を凝らし、各おの々おのにこの空間で気の合う仲間を見つけて楽しんでいるようだった。

　そんな中ひおりを目で捜すと、案の定彼女は自分より大人の女性にうまく話しかけることが出来ず、行き場をなくして店内をうろうろしていた。大丈夫だろうか。

　そのとき、不意に俺の隣の席に誰かが腰を下ろす。

　視線をやると、そこには小柄で色白な、黒縁メガネをかけた金髪の女性……というより、女の子がいた。

　所在なさげにジュースをチューチュー飲んでいる様子から、どうやら彼女もまた独りらしい。

　すると俺の視線に気づいたのか、彼女はこちらを見るなり、びくっと体を震わせ、また正面を向いた。

　お互い存在に気づいたあとの、ちょっと気まずい沈黙。

　俺はふと、せっかく爽そう坂さかのファンになってくれてこういった交流会に来たのに、独りのまま苦い思い出になってほしくないなと思い、少し行動に出てみることにした。

　まず、彼女の視界に入るところでストローの袋を使い、水滴を垂らし芋虫を作ってみせる。

　……無反応。

　何かないかとメッセンジャーバッグを漁あさっていると、先ほどディスカウントストアで秘密兵器と一緒に買ったハシビロコウのリアルな被かぶり物ものを見つけ、さっそく被かぶり、ゆっくりと彼女の方へ向く。

　俺（ハシビロコウ）と目が合う女の子。

　彼女は一瞬、ガタっと驚くものの、ばかばかしい、と言った様子で、また正面を向き、チューチューとジュースを飲み始める。

　うーん、反応が薄い。他に何かないだろうか……と考えながらコーヒーを吸うと、

「んごふぉっ……」と盛大にむせた。

　瞬間、女の子が「ブホォッ」とジュースを吹き出す。

　すまんすまん、と身振り手振りで謝り、彼女にペーパーナプキンを渡す。

　そして、女の子がテーブルに吹いたジュースを拭き、俺がハシビロコウの被かぶり物ものを脱ぎ、メッセンジャーバッグに仕舞ったところで、ひおりが戻って来た。

「ふぅ……」

「仲間は見つかりそうか？」

　耳打ちすると、ひおりはがっくりと肩を落とした。ダメだったようだ。

　そこで俺の向こう側に座っている女の子の存在に気づき、ひおりがどこか嬉うれしそうに言った。

「兄さん、あの子も私たちと同じぼっちですね！」

　こら、声が大きいぞ。失礼だろ。

「あの、ぼっちですか？」

　初手、煽あおり……と捉えられかねない言葉でさっそく女の子に切り込むひおり。

　女の子はそんなひおりに、こくり、とうなずいた。どうも彼女は無口らしい。

　そして、ひおりがそのまま話しかけようとした直後、辺りの照明が暗くなり、店内奥の大きなスクリーンに爽そう坂さかいづるの歌ってみた動画が流れ始めた。

　全員の視線がスクリーンに注目する中、隣を見る。女の子は黒縁メガネを外し、かじりつくように夢中でスクリーンに見とれていた。

　俺はそんな、スクリーンの光に照らし出される、少し幼さを残した彼女のきれいな顔立ちに、啞あ然ぜんとした。

　爽そう坂さかって、こんな美少女にまで好かれる存在なのかよ……。

　ただ毎日ゲームして、ときどき歌ったり雑談してるだけの男だぞ？

「皆さーん、楽しんでますかー？」

　すると、動画の途中で、受付のお姉さんがマイク片手にスクリーンの前にやってきた。

　どうやらあのお姉さんこそが、このオフ会の主催者だったようだ。

　お姉さんの問いかけに、会場の坂女たちが「楽しんでまーす！」と一斉に返事をする。

　その盛り上がり具合にひおりと無口金髪美少女の隅っこ組は疎外感を覚えているようだった。

「ではでは、ここで恒例の爽そう坂さかくんグッズが貰もらえるビンゴ大会を開催したいと──」

　うおおお、隅っこ組も参加出来て会場が一丸となれる神イベントきちゃああああ！

「思ったのですが～」

　……ん？

「今回からは趣向を変えてですね、実力がモノを言う、その名も『第一回　あなたはどこまで彼の秘密を知っている!?　嬉うれし恥はずかし爽そう坂さかいづるクイズ大会』を開きたいと思いまーす！」

「イェーイ！」と盛り上がる会場。

　そんな中、俺はスクリーンに映し出される文字に目をやった。

『第一回　あなたはどこまで彼の秘密を知っている!?　嬉うれし恥はずかし爽そう坂さかいづるクイズ大会』

　彼の秘密……だと？

　なんかもう嫌な予感しかしないんだが、でもまぁ平気だよな。

　普通のクイズ大会だよな！

「我こそが真の坂女よ！　という方は知識を競い合い、最近爽そう坂さかくんを知ったという方はこのクイズでいっぱい彼のことを知って詳しくなってくださいね♪」

　お姉さんの優しい語りかけに「はーい！」とお行儀よく返事をする坂女たち。

「それではわかった方は挙手でお願いします。正解者には爽やかポイントが与えられ、その爽やかポイントがいちばん多かった方には、豪華爽そう坂さかいづるグッズが贈呈されます！」

　そして、お姉さんがルール説明を終えると、さっそくスクリーンに爽そう坂さかの配信の切り抜きが映し出された。どうやら動画クイズ形式らしい。

「それでは第一問、爽そう坂さかくんのパパの名前は？」

「はーい！」

「そこの赤いセーターが素敵なお姉さま、お答えをどうぞ！」

「りばぁしるば先生でーす♡」

　前の方にいた女性が答える。

　りばぁしるば──銀ぎん河ががイラストレーターとして活動するときの名義だ。

「正解です、１爽やかポイント獲得！」

　お手伝いらしき人が、正解者の女性の胸にシールを貼ると、次の問題が出題される。

「続いて第二問、爽そう坂さかくんが初配信で語ったいちばん好きなものは──」

「はいはいはい！　からあげ！　からあげ！」

「からあげ……ですが、ちゃんと問題は最後まで聞いてくださいね～？」

　先走った回答に、会場内で小さな笑いが起こる。良いい雰囲気だ。

「爽そう坂さかくんのいちばん好きなものはからあげですが、では三番目に好きなものは？」

　なんか急に難しくなったな。三番目……俺、なんて言ったっけ。

　初配信のことなんて覚えてねーや。

「はい、ではその隅の方にいるあなた！」

　そのとき、お姉さんが突然俺の方向を指さし、心臓が止まりかける。

　な、なんだなんだ。俺は手挙げてないぞ！

　と、一人慌てていると、隣に座っていた無口金髪美少女が立ち上がり、スケッチブックを掲げた。

　な、なんだこの子……お笑い番組の大喜利でも始めるつもりか……!?

「ペトリコール、お見事、正解です！」

　しかし大喜利など始まるわけがなく、スケッチブックに書かれた『ペトリコール』という答えをお姉さんが読み、無口金髪美少女は爽やかポイントを獲得する。

　ちなみにペトリコールとは、雨が降ったときに感じるあの独特な匂いを指す言葉のことだ。

　横目でちらりと無口金髪美少女に貼られたシールを見ると、シールには爽そう坂さかの爽やかなスマイル顔がプリントされていた。

　それにしても、この金髪美少女、無口な割にガツガツ行くな。

「兄さん、ひおりたちも負けてられませんよ！」

　隣でひおりがむっふぅと鼻を鳴らす。頑張れひおり。俺は答えないが。

　その後、ひおりは宣言通り第三問目で爽やかポイントを獲得すると、続く四、五問目と繰り出される問題で、無口金髪美少女と点数を競い合っていく。

　爽そう坂さかいづるクイズ大会……〝彼の秘密〟なんて言うからどんなものが来るかと身構えたが、少しマニアックなものの健全な問題ばかりで一安心だ。

　良かった良かった。

「それではここからはちょーっとセンシティブな問題となっていきますよ♪」

　…………。

「第十問、去年八月に行われたゲーム配信中、爽そう坂さかくんは間違ってデスクトップを映してしまいましたが、そのとき彼のデスクトップの中にあったエロゲーのタイトルは何？」

　…………。

「わかる方いませんかー？　ヒントはロリ系ですよー」

　途端、ロリという言葉に、会場の坂女たちがざわつき始める。

　……や、やめてくれ。ロリ系はほんの出来心だったんだ。決してロリコンではないんだ！

　顔から火が噴き出しそうになる。しかし回答者はいない。次の問題へ行く気配もない。

　そしてスクリーンにでかでかと晒さらされっぱなしの『爽そう坂さかくん』と『エロゲー』のワード。

　見れば、先ほどまで勢いづいていたひおりと無口金髪美少女も、俯うつむきがちで、何とも言えない雰囲気を纏まとい、心なしか小さくなっていた。

「ひおり、答えわからないのか？」

　それでも俺は、この会場の空気をどうにかしてほしくて、ひおりに小声で話しかける。

　するとひおりは、少し驚いた表情を見せてから、どこか恥ずかしそうに言った。

「に、兄さんのえっち……」

　なんだよ、この反応は。

「ちょっとセンシティブ過ぎたかな？　爽そう坂さかくんの好きなエロゲーですよー」

　そして大きな声で会場を煽あおるお姉さん。……も、もう耐えられない。

　ここは俺が答えて、さっさと問題を流しちまうしかねぇ。

　俺はメッセンジャーバッグの中から例の秘密兵器──ヘリウムガスを取り出すと、それを思いっきり吸い込み、静かに手を挙げた。

　これなら俺が声を出したところで、バレる心配はない。

「あっ、良かった。それでは、はい、そこの隅っこのお兄さん！　爽そう坂さかくんのデスクトップにあったエロゲーのタイトルをどうぞ！」

「『はにゃにゃ!?　幼おさな馴な染じみも生徒会長もみんなロリになっちゃった☆これって合法ですか!?』」

　ヘリウムガスで高くなった俺の地声は、いったい何事かと、その場の女性たちの注目を一瞬でかっさらった。

「に、兄さん……何のつもりですか。追い出されちゃいますよ……！」

「何って、そのまま喋しやべるとバレるだろ、だから──」

「……バレる？」

「あっ、いや、それはつまり……俺が転生者だってことが、だよ」

「？？？」

　妹への苦しい言い訳。自分でもよく意味がわからねえ。

「ざんねーん、外れです」

　しかも外した。

「う、噓うそだろ……そんなバカな……いや、ってことは、そうか、なるほど、わかったぞ！」

　瞬間、ピンときた俺はすぐさま手を挙げ、連続で答えた。

「おや、ではもう一度そこの隅っこのお兄さん！　爽そう坂さかくんのデスクトップにあったエロゲーのタイトルは！」

「『幼ろ女り主ず義む　どうやら俺はロリに主導権を握られたようです　～ドＭ男が遭遇したドＳ幼女たちの宴うたげ～』！」

　き、決まった……っ！

「……残念、外れでーす」

　ヘリウム声で、聞くだけで恥ずかしくなるようなエロゲータイトルを二度も口にし、そして二度も外したこの俺に、坂女たちの冷たい視線がグサグサと突き刺さる。

　し、死にてぇ……。

「もう、兄さんのばか。仕方ないなぁ………………はい！」

　するとそこで、ひおりが手を挙げた。

「はい、ではお兄さんのお隣のお嬢さん、答えをどうぞ！」

「『妹にバブみを感じたオレの息子をどうにかするために導き出した彼女の結論』です！」

「正解でーす！」

　そ、そっちだったか～！

「兄さん、自分の持ってるエロゲーのタイトル言っても正解できませんよ」

　心なしか俺から距離を取るひおり。

　……誰か、俺を殺してくれ。

「では続けて第十一問。そのエロゲーが映ってしまった配信の切り抜き動画からロリコン疑惑をかけられてしまった爽そう坂さかくんが、それを否定するため自ら語った好きな異性のタイプと性癖、してみたいプレイ内容は？」

　もう許してくれよおおおおおおおお！

「兄さん、これならわかりますよね？」

「……え？」

「はい、はーい！」

「はい、ではまたまたそこのお嬢さん！」

「いえ、私じゃなく兄さんが答えます。爽そう坂さかくんの親友なんですよ！」

　会場内、苦笑の嵐。

「ほら、兄さん、名誉挽ばん回かいのチャンスですよっ」

　ひおりが、我兄のピンチフォローせん、助太刀いたす、とばかりに答えを促す。

　なぜ男の俺が男性Ｖｔｕｂｅｒの性癖を答えねばならんのだ。

　そもそも親友だとして、なぜ親友の性癖を語らなければならないのか。

　そして性癖を答えることで挽ばん回かいできる名誉とはいったいなんなのか。

「年上のお姉さんがタイプで匂いフェチ。優しくリードされながらお姉さんの香水と汗の混ざった匂いを嗅ぎたい」

　ヤケクソになって答えた。

　ヘリウムガスの声と相まって犯罪者っぽい。

「せ、正解でーす」

　お姉さんが引きつった笑みを見せる。

　そして、答えの切り抜き動画がスクリーンにでかでかと映し出された。

　総勢60名ほどの乙女たちの前で、爽そう坂さか（俺）の性癖が暴露される。

　焦あせりながらも、だけどどこか楽しそうに話す爽そう坂さかいづるの姿に、乙女たちが黄色い声を出す。

　一方俺は「なに語ってんだてめえ……」と過去の自分を憎んだ。

　発言が半永久的に残り続けるインターネット怖い。ネットリテラシー大事！

　気をつけよう、ネット上での軽率な性癖暴露！

「センシティブ問題はここまででーす。あっ、今日オフ会でこういう問題が出題されたってことは爽そう坂さかくんには秘密にしておいてくださいねー」

　いるよ！　爽そう坂さかここにいるよ！　めっちゃ恥ずかしいよ！

「じゃないと爽そう坂さかくん、恥ずかしがってこういう話しなくなりそうだから（笑）」

　もうぜってぇ話さねぇ！

「兄さん、くれぐれも爽そう坂さかくんには内緒ですよ？」

　ぜってぇ言う！　ぜってぇ爽そう坂さかに言ってやる！

　俺、爽そう坂さかと親友だから！







　地獄の公開処刑──爽そう坂さかクイズ大会が終了し、オフ会もそろそろお開きとなる時間になった。

　会場内で気の合う同士を見つけた坂女たちはそれぞれ思い思いの二次会へと散っていく中、相変わらず隅っこの方で取り残されるひおりと俺、そして無口金髪美少女。

　なんかもういろいろな意味でこの場所に居たたまれなくなってしまった俺は、立ち上がろうとそっと腰を上げる。

　帰ろう。帰って、今日はもう何もせず、ゆっくり寝よう。

　しかし、同時にひおりが立ち上がると言った。

「と、とりあえず私たちもカラオケ行きますか！」

　妹よ、そこは「帰りますか！」だろう。これだからコミュ障は空気が読めない！

　ひおりの言葉に、無口金髪美少女が少し驚いた様子で自分を指さす。

　私たちって、私も？　と言いたいようだ。

「はい、私たちで！」

　ひおりが張り切ってうなずくと、無口金髪美少女もこくりとうなずいて立ち上がった。

　あっ、行くんだ。

「兄さんも行きますよ」

「…………」

　それから俺は十一月の寒空の下、ひおりと無口金髪美少女の三人パーティでカラオケ店へ向かう。

　そして部屋に着き、上着を脱ぐと早々、一人トイレへと駆け込んだ。

「はぁ……」

　我ながら大きなため息だ。

　爽そう坂さか本人でありながらコソコソとオフ会に参加して、三回くらい処刑された挙句、よくわからない無口金髪美少女とやべえ空気漂うカラオケに来てしまった。

　妹のためとは言え、少し体を張りすぎたかもしれない。

　……でも、ひおりが楽しそうだから、まぁ、良いいか。

「それにしてもあいつ、空気読めねーな」

　そんなことを独りごち、俺はもう一度気合を入れ、トイレから出る。

　部屋に戻ると、ひおりはボカロ曲を楽しそうに歌っていた。

　コの字型になったその向かいの席では黒縁メガネをかけた無口金髪美少女が地蔵のように彼女の歌を聴いており、俺はそんな二人の間に腰を下ろし、同じようにして歌を聴いた。

「これで曲を入力するんですよ」

　歌い終わったひおりが俺にタッチパネルリモコンを渡す。

「それじゃあ、私ちょっとお手洗いに……」

　そして、あろうことか俺たちを残して、部屋を出て行ってしまった。

　途端、ひおりがいなくなった部屋に、なぜだか重い空気が広がっていく。

　とりあえずお先にどうぞ、という仕草で俺は無口金髪美少女の前にリモコンを移動させると、しかし彼女も無言でツツツー……とこちらへ寄こしてくる。

　その無言の応酬を五回ほど繰り返した後、とうとう俺の方が折れ、適当に曲を入れる。

　そして俺は──地声で歌えば平気だろうが──万全を期すためヘリウムガスを取り出した。

　歌声が某カラクリロボットになること必至だが、背に腹は代えられん。

　が、メッセンジャーバッグから取り出したヘリウムガスは、すでにすっからかんだった。

　けれども、オフ会と違って坂女は彼女一人きり。それくらいならバレないかもしれない。

　……歌うか、地声で。

「あい～してる～きみ～だけを～♪」

　俺はマイクを手に取り、爽そう坂さかがはみ出ないよう、集中して歌い始める。

　しかしそんな俺が歌い始めるやいなや、俺の地声の歌を聞いた途端、無口金髪美少女がこれ以上ないほどにガタっと驚き、まるで幽霊を見たかのように後ずさりするリアクションを取ったあと、上着を持って部屋を飛び出して行ってしまった。

「……え？」

　意味がわからずポカーンと口を開けて突っ立ったままの俺。

　なぜだ？　なぜ彼女は出て行った？

　俺と二人きりがそんなに耐えられなかったのか……？

「あれ、都と鳥とりさんは？」

　そこへひおりが戻って来た。
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「トトリ？」

「彼女の苗みよう字じです。さっき兄さんがいないときに教えてもらいました」

「あ、あぁ、えっと……彼女なら、帰った」

「……兄さん、都と鳥とりさんに変なことしてませんよね？」

「してねーよ」

「どうしたんですかね」

　こっちが聞きてーよ。

「急用でも思い出したんだろ」

「とりあえず今日のお礼も言いたいので、私、都と鳥とりさんにさっそくラヒンしてみます！」

　ひおりのやつ、いつの間に彼女とそこまでの間柄になっているんだ。俺がいない間に！

「それにしても兄さん、女の子に免疫なさすぎです」

「どういう意味だ？」

「だって私以外の女の子の前だと声も出せないほど緊張してたじゃないですか。受付のお姉さんでしょ、都と鳥とりさんでしょ、クイズのときなんか恥ずかしさをごまかすために変な声にまでなるし、その言い訳も意味わからないし」

「いや、あれは変に喋しやべったらバレるだろ？　だから極力声を出さないようにしてただけであってなぁ──」

「バレるって……何がですか？」

「えっ、あ、いや、だから……俺が実は目玉焼きには塩派だったってことが、だよ」

　なぜかひおりに「フッ……」と、鼻で笑われる。

「……さて、とりあえず、歌うか」

　無口金髪美少女──都と鳥とりさんへラヒンを送るひおりの横で、曲を入力した。

「うぉ～うぉ～うぉぉおお～いええぇ～え～♪」

　それから俺はなんだか悲しくなって、地声で熱唱した。

　これは、なぜか都と鳥とりさんに避けられている悲しみと、しかしあの妹とこうして二人っきりでカラオケに来れているというエモい状況下から繰り出される、俺の魂の歌声だ。

　そして、そんな悲しみに暮れ歌う兄に、妹は何のためらいもなく言う。

「兄さん、音痴ですね」

　こうして俺の人生初のオフ会は、妹の言葉と共に無事に終わった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　この配信も妹ひおりは見てるんだよな……。

　いつものように配信をしている途中で、ふとそんなことが頭をよぎった。

　それから配信を終えた俺はベッドに横になり、いつものように爽そう坂さかとしてツイーピョをする。

　つぶやくと早々、たくさんのリプライといいねがつく。

　このたくさんあるツイッピャーのアイコンの中に、ひおりのアカウントもあるのだろうか。

　それともひおりはフォローするだけで、リプライは飛ばしてこないタイプかな。

　そもそもネットに友達がいないって言っていたから、アカウント自体持ってないのかもしれない。

　そんなことを考えながらリプライを流し見していると、ミトコンドリア笹ささ山やまさんの長文リプライが目に入ってくる。

　相変わらず文字数制限いっぱいにまで書かき綴つづられたその内容に「ふふっ」と笑っていると、今までは気にも留とめなかったアイコンに目が行った。

「……いや、さすがに」

　ミトコンドリア笹ささ山やまさんのアイコンの写真には、マスコットキャラのウッカリスが写っている。ウッカリスは、ひおりも幼い頃から好きなキャラクターだ。

　俺は無意識のうちに起き上がり、ベッドの上であぐらをかきながらスマホを眺めた。

　なんというか、付き合い始めた彼女の裏垢あかを見つけてしまった彼氏のような心境である。

　逸はやる気持ちを抑えつつ、アイコンをタップし、ミトコンドリア笹ささ山やまさんのプロフィールページを開く。

　そしてつぶやきを少し遡ると……あった。

〈今日は坂女の集まるオフ会に初めて参加させていただきました[image: !!!]　坂女の皆さん、とても大人っぽい方ばかりで驚きです！　クイズ大会はとても盛り上がりましたね！　内容は……ムフフです！　笹ささ山やまはずっとぼっちでしたが、歳としの近い子とラヒンを交換することが出来たので満足です[image: !!!]　ありがとうございました[image: !!!]〉

　これだけならまだ決めつけるには早かったが、そのツイーピョに埋め込まれた画像には、カラオケ店らしき部屋のテーブルに、爽そう坂さかの爽やかなスマイル顔がプリントされた爽やかポイントがずらりと並べられた様子が写されていた。それだけでなく、並べている女の子の腕には、ひおりがあの日つけていた腕時計と同じものがつけられている。

　ミトコンドリア笹ささ山やま＝妹のひおり、確定です。

　本当にありがとうございました。

「マジかよ」

　いつも長文リプライ送ってくる長文先輩が妹だったことに動揺を隠せない。

　判明した途端、俺はすぐに画面を閉じたが、なんとなくそわそわする。

　いや、わかっている。家族間にもプライバシーってものがある。

　それに妹のツイッピャーを兄がこっそり覗のぞくとかあまりにも変態過ぎるし、爽そう坂さかいづるが好きと言っても、実は彼氏がいたとか書かれてあったら、なんだか俺、ショック受けそうだし。

「……寝よう」

　ベッドに横になり、目をつむる。

　そして、五分後──。

「やべえよ、なんだよこれぇ……」

　俺はミトコンドリア笹ささ山やまのツイッピャーを見ていた。

　およそ三万件ツイーピョあるうち、直近一か月分を遡ってみたが、ミトコンドリア笹ささ山やまのツイッピャーには爽そう坂さかのことしか書かれていなかった。

　しかもそのすべてが、目が痛くなるほどの長文だ。

　完全にやべぇやつだ。

「……これが、理由か」

　そう、この長文の雪崩が、ひおりにネット友達のいなかった理由。こんなの話しかけづらい。

「あれ、これは……」

　そこで偶然、俺はミトコンドリア笹ささ山やまの裏垢あからしきものを見つけてしまう。

　しかし、ドキドキする反面、どこか安あん堵どしている自分がいた。

　なるほど、ミトコンドリア笹山こつちは爽そう坂さか専用アカウントだったか。

「だ、よ、な！」

　こっちでは爽そう坂さかのことだけつぶやいて、プライベートなことは裏垢あかでつぶやく。

　女の子ってのはそう、いくつもアカウントを使い分けるもんだ。

　俺はミトコンドリア笹ささ山やまの裏垢あか『斎さい藤とうミドリムシ』のツイッピャーを覗のぞいてみた。

「…………」

　爽そう坂さかのことしか書いてねぇ……。

　まったく同じじゃねーか。なんで分けた。

　もはやツイーピョを遡らなくてもわかるほどの再現性に、俺はそれ以上見ることをやめ、ツイッピャーのプロフィールに戻り、リンクされているＵＲＬを眺める。

「ブログ、か……」

　見ても良いものかと迷う前に、ちょっと妹の人間的な部分が心配になってきている俺。

　ブログにも爽そう坂さかのことしか書かれていなかったら、二日間寝込むかもしれない。

「行くぞ、見るぞ、信じてるぞ、ひおり……！」

　俺は意を決して、ブログのＵＲＬをタップした。




　ブログタイトル：『ひおひおの日々のこと』

　管理者：ひおひお（14歳になりました♪）

　ブログ説明：ひおひおの日々思ったことを書いていこうと思いますッッッ！




　花柄で彩いろどられた女の子らしいブログのデザインに俺はひとまず安心する。

　どうやらこのブログはひおりが小五の時に始めたもののようだ。

　しかしまだ油断は出来ない。

　俺は薄目で、いちばん上にある記事を恐る恐る確認する。




　タイトル『ひおひおの話です（ぜったい読んでね♪）』




　それから俺はその記事の内容をざっと確認し、今度こそ安あん堵どのため息を吐き出した。

「……よ、良かった。これはまぎれもなく普通の女の子のブログだ」

　そこにはひおひおの好きな食べ物や最近ハマっていること、頑張っている物事やこれからやってみたいことなどなど、管理者であるひおひおのことについて書かれている。

　しかしそのまま読み進めていくと、最後にブログを読む際の注意点などが記載されていた。

　……ん？　待て。

　これはもしやブログを読む際に注意してほしい事柄や管理者の詳しい説明が書かれた、常に上に固定される、いわゆるトップページのようなもので、最新記事じゃないのでは……？

　そんなことが頭に浮かび、画面を下へとスクロールする。

　と、やはり思った通りで、最新記事はその下にあった。

　俺はさっそく、二日前に書かれた最新記事へ目を向ける。




　タイトル『爽そう坂さかくんについて　パート93』




「パ　ー　ト　９　３　……だと？」

　もはや暴力的なまでのパート数に後頭部を殴られたような感覚に陥り、思考がフリーズする。

　焦あせる気持ちと震える指をぐっと抑えて、記事を遡っていく。

　しかし目の前に映し出されるのはずらりと並んだ『爽そう坂さかくんについて』というタイトルのみ。

　唯一の違いは、そのパート数だけだった。

　いったいこのブログ内で何が起こったのか？

　あれだけ可か愛わいらしく書かれていた管理者ひおひおの頑張っていることややりたいことはどこへ吹き飛んで行ってしまったのか？

　本当にこのブログの管理者はひおひおなのか？

　ミトコンドリア笹ささ山やま（斎さい藤とうミドリムシ）に乗っ取られているのではないか？

　混乱する頭の中を様々な憶測が飛び交うも、そこで俺はスマホの電源を落とすと──。

　寝た。

　その後二日間、俺は寝込んだ。

　……それにしてもひおりのネーミングセンス、いったいどうなってんだ。
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　男性Ｖｔｕｂｅｒだけを集めたライブイベント──。

　それが『バーチャル漢おとこ祭まつり』である。

　このライブは企業勢や個人勢の垣根を超えた、男性Ｖｔｕｂｅｒたちの夢の合同ライブだ。

　最近出来たＶｔｕｂｅｒ専用の、スタンディングで三千人ほどを収容できる中規模の箱でおこなわれる。

　ステージはディラッドスクリーンと大型ＬＥＤモニターで構成されており、ディラッドスクリーンに演者の３Ｄ（または２Ｄ）モデル、背後のモニターに映像が流される。

　そして演者は、そのスクリーンの裏に設置されたスタジオで機器を取り付け、歌ったり話したりしてライブを進行していく。ステージのすぐ裏にいるので、演者にも会場の熱気や声援がほぼダイレクトに伝わり、臨場感と一体感を感じることができるという仕組みだ。

　その日、そのライブイベントに爽そう坂さかいづるとして参加していた俺は、一回目の出番を終えたあと、外の空気を吸うため、楽屋からこっそり抜け出していた。

　どちらかと言うと爽そう坂さかいづるはゲームがメインのＶｔｕｂｅｒなので、歌がメインのＶｔｕｂｅｒと比べるとやはりこういったライブは性に合っていない気がする。

　それに、通常のゲーム配信で何度かコラボした相手もいるとは言え、今回参加している男性Ｖｔｕｂｅｒの中の人の多くが二十代の年上ばかりなので、ちょっと居心地も悪かった。

　やっぱり俺は、自分の部屋から一人でゲーム配信をするほうが気楽で好きだ。

「このあとはトークか……何話せばいいんだよ」

　他男性ＶｔｕｂｅｒとのＭＣのことを考え、早くも憂鬱になる。

　しかも今回爽そう坂さかと一緒にＭＣを担当するのは、魔ま島じま仁じんという魔界系Ｖｔｕｂｅｒだ。

　初対面で、しかも魔界系とか、マジで何を話せば良いのかわからない。

　そんなことを考えながら、関係者出入口から外へ出て、ライブ会場の周りを少し散歩していると、

「えっ……？」

「あっ……」

　そこで、ばったり会ってしまった。

　ミトコンドリア笹ささ山やまこと、俺の妹、ひおりに。

「兄さんも来てたんですね」

「お、おう。実は爽そう坂さかが、ぜひ見に来てくれって言うから、来てたんだよ」

「そうなんですか。それなら言ってくれれば良かったのに」

　どこか不服そうな表情のひおりに、俺は尋ねる。

「それよりひおりは、こんなところで何やってるんだ？」

「私は爽そう坂さかくんの出番が終わったので、ちょっと外の空気を吸いに来ました。それと……」

　そう言って、辺りをきょろきょろと見回すひおり。

「都と鳥とりさんも来てるみたいなので、爽そう坂さかくんの出番が終わったらここで待ち合わせしようって約束したんです」

「へえ、彼女と仲良くなれて良かったな」

　俺は逃げられたけど。

　するとそこへ、ひおりの背後からその美少女が小走りで駆け寄ってくるのが見えた。

「おっ、来たぞ」

　と、俺がひおりに言った瞬間、しかし彼女は、俺の顔を見てササっと物陰に隠れてしまう。

「いませんよ？」

「……すまん、幻だったようだ」

　顔を見られて隠れられるって地味にショックだ……。

　俺、彼女に何かしたか？　どうしてこんな避けられてるんだ。

「それにしてもやっぱり外は寒いですね」

　スマホで時計を見ると、時刻は六時半を回っていた。

　完全に日も暮れた十一月の夕方は、上着なしで居続けるには少々寒い。

「風邪引く前に俺はそろそろ戻るけど、ひおりはどうする？　都と鳥とりさん、すぐ来そうだが」

　たぶん俺がいなくなったら、そこの物陰から出てくるだろう。

「えっと、私は……へくちっ」

「大丈夫か？　風邪引くなよ」

「えへへ。じゃあ私も戻ります。都と鳥とりさんにはラヒンで謝っておきます」

「えっ、いいのか。都と鳥とりさん、本当にすぐ来ると思うぞ？」

「なんでそう思うんですか？」

「いや、だって……」

　物陰に視線を向ける。半分だけ顔を出した都と鳥とりさんが、こちらの様子を窺うかがっていた。

　……まぁ、会場に戻ったらひおりに声をかけてくれるか。

「何でもない。風邪引く前に戻るか」

　俺の言葉にひおりがスマホをチェックしたあとうなずき、それぞれ別の方向へと歩み始める。

「兄さん、こっちですよ？」

　そこでひおりが、徘はい徊かい老人のように明後日あさつての方向へと歩き始めた俺の服を引っ張り、正面出入口に誘導し、そのまま俺を客席へと連れ込んだ。

　なぜここで俺がひおりに抵抗しなかったのかと言えば、やはりこのあとのＭＣから逃げ出したい心理があったからだろう。

　オフ会のとき、ひおりのことをコミュ障だなんだと言ったが、俺も立派なコミュ障なのだ。

「ひおり」

「なんですか？」

「その、訊ききたいんだが、このあとの爽そう坂さかと魔ま島じま仁じんのＭＣでさ、坂女的には二人がどんなトークしたら嬉うれしいとかあったりするか？」

「爽そう坂さかくんがしてくれたら嬉うれしいトークですか？」

「あぁ」

「ありませんよ。私は爽そう坂さかくんが他のＶｔｕｂｅｒさんと絡からんでるところ見られるならそれで満足です」

　まぁ、そうだよな。なんてったって今回のライブのもう一つの目玉は、今までコラボしたことのないＶｔｕｂｅｒ同士の絡からみが見られることなのだから。ファンとしてはそれだけで満足だろう。

　陰キャとしてはたまったもんじゃないが。

「あっ、でも魔ま島じまさんってすごくＲＰロールプレイに徹してて、世界観も大切にしてるＶｔｕｂｅｒさんだから、爽そう坂さかくんがその世界観に合わせていったら面白そうです」

「世界観に合わせる、か」

　たしかに、せっかくガチガチのＲＰ勢とのＭＣなのに、それを崩して話していたら普通過ぎて面白みに欠けるかもしれないし、話も弾まない恐れもある。

　あえて相手のキャラクターの世界観に飛び込んでいくのもあり、か。

「さすが坂女だ。じゃあ、行ってくる」

「どこ行くんですか？」

　出番が迫り、ひおりの提案によって一筋の光が見えた俺が楽屋へ向かおうとすると、彼女にがっしりと腕を摑つかまれた。

「この曲が終わったら爽そう坂さかくんの出番ですよ」

　その通りだ妹よ。だから俺は、今すぐ行かなければならない。

　そして、準備をしなければならない。

「おなかが痛いんだ」

「それくらい我慢してください」

「とてつもなく痛いんだ」

　ひおりが俺の顔を見る。

「なんで噓うそつくんですか？」

「噓うそじゃないんだ」

「わかりますよ。だって兄さんは本当に具合悪いときは黙ります」

　……兄きよう妹だいだとこういう噓うそが通じないのが辛つらい。

　スマホで時刻を確認すると、もう次の出番のための準備に入っている時間だった。

　やばい、このままじゃ割とマジで多くの人に迷惑をかけてしまう。

「親友ならちゃんと爽そう坂さかくんのステージ見てあげてください」

　ぷくっと膨れるひおり。

　もちろん俺には、そんな彼女の手を振り払うことなんて出来るはずもなく、かと言って爽そう坂さか本人が、爽そう坂さかがステージに現れるのをぼけーっと待つなんてことも許されない。

「ひおり、頼む」

　いよいよ冷や汗をかき始める。腹痛よりもやばいこの状況に、本当に胃が痛くなり始めた。

　曲が終わり、演者がステージを去っていく。もう時間がない。

　俺は腕に力を入れた。

　そしてひおりの手を振り払おうとした、しかしそのとき、ひおりがパッと手を離す。

「えっ……？」

　ひおりを見ると、彼女の視線は俺……ではなく、俺の隣に向いていた。

　俺もそちらに目を向ける。そこにはあの無口金髪美少女が立っていた。

「都と鳥とりさん！」

　相変わらずの無口でひおりに手を振ったあと、都と鳥とりさんがちらりと横目でこちらを見る。

　俺はハッとして、ダッシュでその場から抜けると、楽屋ではなくそのままステージ裏へと直行した。

　そして遅れたことを関係者と魔ま島じまさんに謝罪したあと、爽そう坂さかとしてステージに立った。

　それからはひおりの言った通り、俺は魔ま島じま仁じんの世界観をうまく活用して『魔界系Ｖｔｕｂｅｒ多すぎ問題』という話題をぶっこんでみた。「（Ｖ界に）魔界から来すぎている気がする」という切り口で話し始めると、魔ま島じまさんも面白そうに乗って来ていろいろと話を合わせてくれた。

　彼曰いわく、最近魔界にネットが開通して、人間界の住人たちと交流をするのが魔界でのトレンドだという。

　そんな爽そう坂さかと魔ま島じまのメタ的なトークはとてもウケ、会場を沸かした。

　少し憂鬱だと思っていたＭＣの時間もひおりのおかげで楽しく過ごすことができ、そのあとの男性Ｖｔｕｂｅｒによるライブ限定スペシャルユニットの歌ってみたコラボステージも無難にこなすと、ようやくイベントは終了した。

　──の、だが……。

「爽そう坂さかくんがかわいそうです！」

　ライブ終了後、魔ま島じま仁じんとのＭＣがうまくいった感謝をそれとなく伝えるため、ひおりと先ほどの場所で落ち合うと、しかし彼女はぷりぷりと怒っていた。

「す、すまん……」

「それで、おなかはもう大丈夫なんですか！」

　怒りながらもそんなことを訊きいてくるひおりに、俺はうなずく。

「あ、あぁ、もう大丈夫」

　どちらかと言うと、今はまた胃が痛い。

「ほんとに兄さんは何やってるんですかもう！　爽そう坂さかくんのＭＣ最高だったのに！」

　おまえのおかげだ。

「み、みたいだな……トイレの中から会場が盛り上がってるの聞こえた」

「爽そう坂さかくんファンなら絶対に見とかないといけない名場面でしたよ！　切り抜き動画なんてないですからね！　もう一生見れませんよ！　良いいんですか、ファンとして！」

「ひおり、何度も勘違いしているから何度も訂正するが、俺は爽そう坂さかファンではない」

「でも親友で──」

「親友だがファンではない」

　先回りして答えると、ひおりがむぐぐと一瞬言葉に詰まり、それから悔しそうに続けた。

「とにかく兄さんはおバカさんです！　親友より腹痛を取るから、だから陰キャなんです！」

「陰キャ関係あるぅー？」

「あります！　だって兄さんがＭＣも、そのあとの歌ってみたコラボも見てなかったから、こうして終わったあと感動を共有できないじゃないですか！」

　た、たしかに〝共有〟って大事だよな。体育祭や文化祭なんかの学校行事も、クラス一丸となって苦労や喜び、達成感や感動を共有するんだもんな。でも俺はなんかそういうの、うまく輪の中に入れずに、いつも一歩引いた目線からしか見ることができなかったよ。
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　あっ……だから俺、陰キャなのか。

「本当に今日の爽そう坂さかくん、大変素晴らしかったのに。こんな感動、文字だけじゃ収まりきりません！　言葉にしないといけないんです！　鉄は熱いうちに打たないといけないんです！」

「でも都と鳥とりさんとは共有できたんだろ？」

「もちろん、しましたよ」

「ならそれで良かったじゃないか」

「そうですけど、でも私は、兄さんにも共有してほしかったんです！」

「お、俺にも……？」

　ハッとしたような顔を見せるひおり。

「そ、爽そう坂さかくんがどれだけ素晴らしかったかを、です！　自分の親友がどれだけ素晴らしいのかを知るのは務めです！　だから、そのことを兄さんは共有するべきなんです！」

　どこか照れくさそうにしながら、ふんっと、そっぽを向くひおり。

　そんな、いつもよりずいぶんと熱がこもっている彼女を見て、俺は少しだけ嬉うれしくなる。

　どうやら初めてのライブ、相当楽しかったみたいだ。

「ひおり」

「なんですか」

「ライブ、楽しめて良かったな」

「う、うるさいですねぇほんとにもう～！」

　ひおりが恥ずかしそうに怒りながら赤面する。

「兄さんは爽そう坂さかくんにちゃんと謝っておいてください！　ライブ見れなくてすまんって」

「わ、わかった」

　爽そう坂さか、ライブ、見れなくてすまん。

　俺は心の中で爽そう坂さかに謝った。

　すると突然、ぷんぷん怒っていたひおりが今度は急にもじもじしながら続けた。

「あ、あと爽そう坂さかくんに、ライブとっても良かったですって、つ、伝えといてください……」

「わ、わかった」

　だってよ、よかったな、爽そう坂さか！

「兄さん、聞いてますか!?　ちゃんと伝えといてくださいよ！」

「お、おう、伝えとく……」

　俺がそう言うと、ひおりが黙り込んでしまった。

　どうしたのだろうかと眺めていると、彼女がこちらに近づいてくる。

　それから辺りに誰もいないことを確認すると、何とも小さく、消え入りそうな声で言った。

「……兄さん」

「どうした？」

「うぅ……」

「まさか、おなか痛いのか？」

「ち、違います！　ばかっ！」

「なんだよ、はっきり言えって」

　伏し目がちで、頰を朱色に染めるひおり。

「だ、だって……こんなのズルだからぁ……」

　途端、とうとう涙目になり始めてしまった。

「な、なんだよ、言ってみろって」

「……爽そう坂さかくん」

「爽そう坂さかがどうした？」

「……に、伝えたい。私が、やっぱり」

　……あぁ、なるほど。

「爽そう坂さかに直接ライブ良かったって伝えたいのか？」

　黙ってうなずくひおり。

　そんな、小さくなって今にも消えてしまいそうな彼女を見て、その心中を察する。

　恐らくひおりも、兄が爽そう坂さかと親友だからと言って、それを利用して爽そう坂さか本人と何かやり取りをすることに対し、一坂女として後ろめたさは感じているのだろう。

　うん、たしかにズルいかもしれない。

　でもそのズルは、他の坂女たちに対してマウントを取るためだとか、オフ●コ目当てだとかではなく、ただ爽そう坂さかのことが純粋に好きで好きで、ライブ終わりの高揚感から単純に感想を伝えたいという想おもいが彼女からは十分に伝わってくる。

　ライブで、画面越しじゃない爽そう坂さかを見て、生の歌とトークを聞いて、気持ちを抑えきれなくなってしまったのだろう。

　で、目の前には爽そう坂さかにそれを伝えられる手段が存在している。いや、存在してしまっている。

　そして、葛藤。いけないことだとわかっていながらも、口にする。

　顔を真っ赤にして、今にも泣きそうになりながら。

　なんだこのいじらしい生き物は。

「や、やっぱり、いい！　こういうのはほんとに、ほんとによくないことだから！　それに爽そう坂さかくんだって、いきなりそんなのは困っちゃうと思うから……」

　ひおりはそう言うが、まぁ一応、爽そう坂さか本人に聞いてみよう。

　爽そう坂さか、いいか？　うん、いいよ。

　即答ありがとう。

「わかった、ひおり。それじゃあ俺から爽そう坂さかに、妹がライブの感想を伝えたがってるって言ってみるからさ、それで爽そう坂さかがいいよって言ったら、伝えるってことにしないか？」

「……いいの？」

「まぁ、爽そう坂さか次第だけどな」

「……わ、わかりました」

　少しドキドキした様子を見せながら、うなずくひおり。

　正直、今日のライブはひおりに救われたところが大きいので、お礼もしたかった。

　これくらいなら許されるよな。

「今、聞いてこようか？」

「だ、だめ！　爽そう坂さかくん、ライブ終わって疲れてるだろうから、今度で良いいです。と言うか今度にしてください！　今聞いたら怒ります！」

「わかったわかった」

「そそ、それに、私も心の準備しないとだし、頭ぐちゃぐちゃになっちゃうから、ちゃんと話をまとめないと……」

「そ、そんなに話したいことがあるのか？」

「当たり前です！　いっぱいです！」

　そ、そうか、そんなにあるのか……。

　そういや俺、忘れてたよ。

　俺の妹、ミトコンドリア笹ささ山やまだった。

　まさかミトコンドリア笹ささ山やまの長文を、電話で延々と聞かされるんじゃないだろうな……。

「ま、まぁ、ほどほどにな」

「は、はい。私、いっつも感想とか少し長くなっちゃうので、気をつけます！」

　自覚あるのか。あと少しじゃないぞ。すごく長いぞ。

「それじゃあ、私は帰ります。兄さんもお気をつけて」

「おう……あっ、そうだ」

「はい？」

「その、都と鳥とりさんはもう帰ったのか？」

「都と鳥とりさんならライブが終わってすぐに帰りましたよ」

「そうか……わかった、ありがとう」

　どうせなら彼女にもお礼を言っておきたかったな。

「じゃあ爽そう坂さかに聞いたらまた連絡する」

「ドキドキ、ドキドキ」

「まぁ大丈夫だって。それより話す内容は短めにしとけよ」

「はい！　兄さん、さようなら！」

　そう言うと、ひおりは今にも夜空へ飛び立っていきそうなほど軽やかな足取りで去って行った。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　音楽の授業でおこなわれる歌のテストはまさに、陰キャにとっての公開処刑だと、俺は思う。

　クラスの連中としょっちゅうカラオケに行くような陽キャはこんな場合でも張り切って（むしろ俺の歌を聞け！　みたいな感じで）課題曲を──まるでＪ‐ＰＯＰのごとく──歌うが、俺みたいな陰キャには、特に仲良くもなく、単にクラスが一緒になっただけの同年代の連中に歌声を披露するというのは、やはりだるいものがある。

　たとえ配信を通して数千人に聴かれていようと、ライブで三千人の前で歌おうと、音楽の歌のテストは嫌だ。

「ハハッ」

　そんなことを話す俺に、隣に座った大男が流すように乾いた笑いを見せる。

「笑いごとじゃないんだけどな。まっ、陽キャにはわからんか」

「そういやこの前のライブ、よかったみたいだな。特にＭＣがウケてたって見たぞ」

「あぁ、うん、妹のおかげで。ＭＣの前にアドバイス聞いて、実践したらウケた」

「へぇ、なら妹に何かしてやらねえとな。爽そう坂さかグッズプレゼントなんてどうだ？」

「それもいいけど、今度、電話することになってる」

「電話？」

「あぁ、電話。爽そう坂さかで、妹と」

　銀ぎん河ががおもむろに教科書を丸め、俺の頭を思いっきり叩たたく。

「正気でござるか!?」

「い、いてぇ……」

「まぁ、良いいんじゃないか」

　良いいのかよ。なんで叩たたいた。

「にしても玲れ仁ひとって、なんか妹に甘いよな。今まで妹の話なんて全然しなかったくせによ」

「まぁ、うん。ちょっとな」

　妹にはひどいことをしてしまったから、それの罪滅ぼしというわけではないが、出来ることなら、妹には何だってしてあげられたら良いいと思っている。

　もちろんそれは妹だけじゃない。

　Ｖｔｕｂｅｒを始めたのも、続けているのも、必要としてくれている人がいるからだ。

　こんな自分のことを必要としてくれる人がいるなら、その人のために、自分の出来る限りのことは何だってしてあげたい。

　そう考えてしまうのは、昔から、出来損ないのレッテルを貼られて育って来たからだろうか。

「次、庵あい原はらくん」

　歌のテストが始まり、俺の番がやってくる。

　妹のこと、Ｖｔｕｂｅｒのこと、爽そう坂さかとしてどう妹と接するか。

　そんなことを頭の中でぐるぐる考えながら音楽室のステージに上がり、課題曲を歌う。

　そして歌い終え、ふと我に返る。教室がざわついているのに気がついた。

「庵あい原はらくんは、とても良いい声を持っていますね」

　先生の一言感想のあと、ステージから自分の席へ戻る。

　その途中、「庵あい原はらやるじゃん」「声かっけーな」「声優なれんじゃね」と、クラスの陽キャ連中に声をかけられる。

　最後に京きよう島じまさんの隣を通ると、彼女が俺を見て微ほほ笑えんだ。

「庵あい原はらさま、歌声かっこいいですね～」

「えっ、あ、ありがとう」

　賞賛の中、ようやく自分の席に戻る。しかし銀ぎん河がだけが声を低めて言った。

「おまえ、何してんだよ」

「なにが？」

「気づいてないのかよ。……おまえ、爽そう坂さかだったぞ」

「…………」

　やってしまった。

「……マジ？」

「あぁ、めっちゃ爽そう坂さかはみ出てたっつーか、喉で爽そう坂さかが歌ってた」

　考え事をしていたせいか、俺の中の爽そう坂さかがはみ出てしまっていたらしい。

　まるで二重人格者のような感覚だ。

　と、そのとき、ふと視線を感じ、そちらへ向くと、このまえ爽そう坂さかの動画を教室で流していたメガネ女子二人組がこそこそと話しながらこちらを見ていることに気づいた。

「銀ぎん河が、俺、やばいかな？」

　不安になり、そんなことを尋ねると、銀ぎん河がは少し考え込んだあと、言った。

「わかんねえけど、先生には好感触だったし、案外高得点狙えるんじゃねーか」

　いや、歌のテストの話じゃねえ。







　音楽の授業が終わり、放課後になると、案の定、さっそく声をかけられた。

「庵あい原はらくん、ちょっといい？　この人の声真ま似ねやってみてほしいんだけどー」

　音楽の授業中、話しながらこちらをちらちら見ていたメガネの女子二人組が俺の席までやって来ると、スマホで爽そう坂さかの動画を見せてくる。

「こ、声真ま似ね？」

　もちろん、とぼける。

「そう声真ま似ねー。庵あい原はらくんの歌声、この人の声にめっちゃそっくりだったからちょっとやってみてよー」

「そ、そう言われても、声真ま似ねなんてやったことないし、どうやれば良いのかさっぱり」

「出来るって出来るって。もし難しいなら今日このあとカラオケ行こうよー」

「あーそれいいねー。庵あい原はらくんの歌声もっと聞きたーい。龍りゆ華うかー、カラオケ行こー」

　そこで女子の一人が帰り支度をしている京きよう島じまさんに声をかけると、彼女がこちらへと来た。

「あら～、カラオケですか～？」

「龍りゆ華うかも庵あい原はらくんの歌声かっこいいって褒めてたし、もっと聴きたいよね？」

「はい、とっても素敵でした。庵あい原はらさまの歌、カラオケで聴かせてもらえるんですか？」

「いいよね、庵あい原はらくん？　私たちと一緒にカラオケ行こうよ」

「え、えーっと……」

　京きよう島じまさんと一緒にカラオケに行ける……だと？

「ばかやろう、なに心揺らいでんだよ」

　しかしそこへやって来た銀ぎん河がは俺に耳打ちすると、盛り上がっている女子たちに言った。

「悪いな、玲れ仁ひとはこのあと用事あって急いでんだ。なっ？」

「あ、あぁ、うん。だから、ごめん。もう行かなきゃ。京きよう島じまさんも、ごめん」

「あら～、残念ですね～」

「庵あい原はらくん、爽そう坂さかくんの声真ま似ね絶対に出来ると思うんだけどなー」

「ねー、とりあえずこの人の動画見といてよ。爽そう坂さかいづるって検索すれば出てくるから」

「わ、わかった」

「よっし、それじゃ話は済んだな！　行くぞ、玲れ仁ひと！」

　銀ぎん河がが俺の肩を叩たたき教室の出口へ向かい、俺も慌てて後に続いた。

「庵あい原はらさまの声、そんなに似てるんですか～？」

　そのあと、背後で京きよう島じまさんが彼女たちに尋ねる声が聞こえた。

「うん、聞いて聞いて、めっちゃ似てるからー！」

　彼女たちがスマホで爽そう坂さかの動画を京きよう島じまさんに見せる。

　そこで俺は教室から出て、京きよう島じまさんの姿が見えなくなった。

「仮面の有名人は辛つらいなぁ？」

「悪い、ほんと助かった」

「今度同じこと言われたら、ちゃんと変な声出しとけよ」

「そうする」

「それと、まんまと京きよう島じまに釣られてんじゃねーよ。俺が止めなかったら、おまえ行ってたろ」

「おう」

「おうじゃねえ！」

　盛大なツッコミが飛び出たあと、銀ぎん河がは呆あきれたようにため息をついて続けた。

「んなことしなくても今度、京きよう島じまと一緒に買い出し行くんだろ？」

「そ、そうだが」

　そうだ。今日の帰りのホームルームで、俺は近々開催される文化祭準備のためのクラスの買い出し班になった。そしてそこには京きよう島じまさんもおり、休日に買い出しに行く予定になっている。

「なら、わざわざ危ない橋渡らなくても良いじゃねーか」

「いやでも、買い出しも楽しみだが、カラオケも行きたい……そう思わないか、銀ぎん河が」

　銀ぎん河がが少し黙ったあと、情けなく笑いながら言った。

「そうだな。いつか行けるといいな、京きよう島じまとカラオケ」

　銀ぎん河がの助け舟により何とか教室から抜け出した俺は、そのまま銀ぎん河がと二人で校門へ向かった。

「あっ、やっぱり来ました」

「ひおり？」

　校門を出たところで、ひおりがこちらに駆け寄ってくる。

「こんなところで何してんだ。あとやっぱりってなんだよ」

「兄さん、どうせ帰宅部だろうなーって思ってたから、待ってたんです。そしたらやっぱりでした」

「うるへー」

「それより兄さん！」

「お、おう」

「その、私がここに来た理由は、えと、そのぉ……わかりますよね？」

　もじもじし始めるひおり。まぁ、だいたい予想はついていた。

　昨晩、俺が彼女に、爽そう坂さかがＯＫしたとメールをしたから、待ちきれなくなって来たんだろう。

「爽そう坂さか、な」

　言ってやると、ひおりは頰を赤らめて元気よくうなずく。

　するとそこで銀ぎん河がの存在に気づいたひおりが、どこか緊張した面持ちで「こ、こんにちは」と、ぺこりと頭を下げた。

「銀ぎん河が、紹介する。俺の妹のひおり」

「この子が例の……」

「例の？」

　銀ぎん河がの口走った言葉にひおりが首をかしげる。

「いや、気にしないでくれ」

　銀ぎん河がは慌てた様子でそう言うと、ぐいっと俺を引き寄せ小声で言った。

「めちゃくちゃ可か愛わいいじゃねーか」

「……まぁ」

　否定はしない。

　雛ひなヶが丘おか女学院の制服に身を包み、お行儀よく学生鞄かばんを両手で持ち、ちょこんと突っ立っている妹は、先ほどから下校するうちの生徒の注目を浴びっぱなしだ。

　正直、俺が兄だから自分の妹が可か愛わいく見えてしまうんじゃないかと思いもしたが、今日はっきりした。

　俺の妹は、どうやらガチで可か愛わいいようだ。

「何で早く言わねぇんだ」

「何をだよ」

「妹が美少女だってことをさ！」

「……銀ぎん河が、正直に話してくれ。俺の妹は、おまえの想像の中ではどんな容姿をしていた？」

「…………」

　一旦呼吸を置いた銀ぎん河がから放たれる、某特撮物に登場する怪獣の名前。

　妹と各関係者に配慮して、具体的な名前は伏せさせていただく。

「冗談でも言って良いことと悪いことがある」

「でも仕方ねーだろうが、あんな、あんな美少女がおまえの妹だなんて……」

　すぐさま銀ぎん河がは妹に向き直り、取り繕うと、一つ咳せき払ばらいをして背筋を伸ばして続けた。

「ひおりちゃん初めまして、橘たちばな銀ぎん河がと申します。どうか僕と、結婚してください！」

「あっ、銀ぎん河がさん、よろしくお願いします……えっ、けけ、結婚!?」

　瞬間、俺はそのでかい頭をぽかーんと叩たたいた。

「ばかやろう」

　いきなり何を言い出すんだこの男は。

「け、結婚って、でも、あの、わ、私には、えっと……」

　ほら、本気にしちゃったじゃねーか。

「ご、ごめんなさい！」

　ざまぁみろ銀ぎん河がァ！

「ぐはぁっ……」

　銀ぎん河ががその場で膝をつく。

　ったりめーだ、この妹は爽そう坂さか一筋で他の男なんて眼中にねえ。

　それを知っていながら特攻して玉砕する銀ぎん河がが悪い。

「そういうわけだから、じゃあな銀ぎん河が。また明日。……行くぞ、ひおり」

「い、いいんですか？」

「いいんだよ、ほっとけば」

「でも、通行の邪魔になりませんか？」

　思わずズッコケる。

　たしかに図ずう体たいのでかい男が校門のど真ん中で[image: orz]していたら邪魔かもしれん。

「……はぁ」

　俺は一つため息をつくと、銀ぎん河がの巨体を校門脇にある花壇まで引っ張った。

　それにしてもいつまで[image: orz]しているつもりなのだろうか。

「大丈夫か、銀ぎん河が？」

　少し心配になり、しゃがんで尋ねる。

　すると銀ぎん河がは顔を上げ、満面の笑みで言った。

「おまえをお兄さんと呼ばせてくれ」

「いや、おまえは俺のパパだ。その事実を受け入れろ」

　再びがっくりする彼の肩をぽんぽん叩たたき、俺はひおりのもとへ戻ると、学校を後にした。







　ショッピングモールにあるカフェでホットココアを二つ頼み、外に出る。

　店内と外の温度差に震えつつ、パラソルヒーターが完備された近くのオープンテラス席に向かうと、そこでひおりは、何やら真剣にノートを確認していた。

「なんだそれ？」

「兄さん!?　みみみ、見ないでください！」

　彼女の前にココアを置いて尋ねると、ひおりは慌ててノートを胸に抱きしめて隠した。

「これは私だけの秘密ノートです。見ちゃだめです」

　彼女の向かいの席に座り、ココアを一口飲む。

　ふぅと息をつくと、俺はその秘密ノートに書かれていることを当ててみた。

「爽そう坂さかと話す会話の内容が書かれてるんだろ？」

「うっ……」

　どうやら図星だったようで、ひおりは恥ずかしさを紛らわすためかホットココアを口にする。

「あちゅっ」

「気をつけろよ、猫舌だろ」

「うぅ……」

　冷たい空気に晒さらそうとしているのか、ひおりは火傷やけどしそうになった舌をべーっと出しては、ぱたぱたと手で扇いだ。意味あんのか、それ。

「それで、ひおり、いつする、爽そう坂さかに電話。もうするか？」

　今日も帰ってから爽そう坂さかの配信があるため、さっそく本題に入ろうとする。

　しかしひおりはその瞬間、バッと立ち上がって言った。

「に、兄さん！　そのまえに私、お手洗いに行かせて頂いてもよろしいですか!?」

「お、おう……よろしいんじゃないか」

　これまただいぶ緊張してるな。

「それでは、兄さん！　私、お手洗いに行って、来ます！」

「ゆっくりしてこい」

　ブリキの兵隊よろしく、カッチンコッチンに緊張した様子でトイレへと歩いて行くひおり。

　ひおりがショッピングモール内のトイレへ向かったあと、テーブルの上に目をやると、ど真ん中には彼女の秘密ノートが無防備に晒さらされていた。

　セキュリティがガバガバである。

「…………」

　なんて書いてあるんだろう。さすがに見はしないが。

　しかし、そんな俺の疑問を解消してくれるかのように、木枯らしがノートをめくった。

　そして開かれたページには、こんなことが書かれてあった。




【☆爽そう坂さかくんとお電話するときに気をつけるチェックポイント☆】

　・爽そう坂さかくんの声を聞いて気絶しない。

　・爽そう坂さかくんの微ほほ笑えみに興奮しない。

　・爽そう坂さかくんの話をちゃんと聞く。

　・爽そう坂さかくんが楽しくなさそうだったら話題を変える。

　・爽そう坂さかくんが笑ったら自分も笑う（喜びの共有大切！）。

　・でも嬉うれしすぎて気絶しないようにする。

　・気絶しないように相手は爽そう坂さかくんじゃないと思い込む。

　・相手はよくわからないおじさんと思うようにする。




　……それ、爽そう坂さかと話す意味あるのか？

　続けて読んでみる。




　・爽そう坂さかくんには配信があるので、時間はきっちり十分に収める。

　・安心安全のひおり品質を心がける。

　・それとなく爽そう坂さかくんの好きなタイプを演出する。




　ところどころよくわからないことも書いてあったが、とにかく爽そう坂さかに迷惑をかけないよう、ひおりなりに配慮しようとしている気持ちがわかった。

　そして最後に記してあった、




　・お電話をする前にちゃんとトイレに行っておく！




　という項目にクスッとする。

　とそこで、また木枯らしがいたずらにページをめくった。

　次に開かれたページには、何度も書き直したような跡が散見される、ライブの感想が書かれてあった。

　さすがにこれは読んではいけないと思い、きちんとページ内にまとめられていることだけ確認すると、ノートを閉じ、近くに転がっていたひおりのペンケースを重し代わりに載せておく。

　それから数分後、張り切った表情でひおりがトイレから戻って来た。

「庵あい原はらひおり、戦闘準備、整いました！」

「ん。じゃあこれが爽そう坂さかのスマホの番号だから、心の準備が出来たらかけな」

　俺はそんなひおりに、配信用のスマホの電話番号が書かれたメモを渡し、立ち上がる。

「頑張れよ、ひおり」

「どこ行くんですか？」

「えっ、いや、爽そう坂さかと二人っきりで話したいだろ？　だから俺はその間、席外そうと思って」

「そ、そうですか。わかりました」

　ちょっと心細そうなひおり。

「それじゃあ俺はそこらへん適当にぶらぶらしてくっから」

　そしてひおりを一人残し、俺は彼女の姿を遠くから確認出来る場所までやって来ると、電話を待つことにした。遠くにいるひおりの様子を見ると、メモは手に持っているものの、なかなかかけられないでいるようだった。

　……やっぱり俺からかけるか？

「来ないね、ひおりからの電話。緊張してるのかな？」

「だろうなぁ。そんな長い時間待ってられないし、こっちからかけたほうがいいか……」

　……ん？

「だ、誰だ、あんた」

　突然聞こえてきた声にそちらへ振り向くと、そこにはひょこっと顔を覗のぞかせ、いたずらそうに微ほほ笑えむ謎の女の子がいた。

「ありゃりゃ、カマかけたらほんとに爽そう坂さかくんだったかぁ～」

「は？　カ、カマ……？」

　とそこで、ひおりから電話がかかってくる。

「あっ、ひおりからだよ。早く出てあげて。早くっ、早くっ」

「もしもし、ひおりちゃん？」

　謎の女の子に急せかされ、俺は通話ボタンを押すと、爽そう坂さかの声で電話に出た。

　謎の女の子が「爽そう坂さかくんの声だー」と小声ではしゃぎ、俺はしーっと指を鼻にあてる。

　今は彼女に構ってないで、ひおりとの電話に集中しよう。

　どういうわけか、彼女には俺が爽そう坂さかってバレてるみたいだし。

『あっ、爽そう坂さか先生ですか？』

　先生ってなんだ。

「うん、爽そう坂さかいづるだよ。玲れ仁ひとの妹の、ひおりちゃん、だよね？　彼から話は聞いてる。このまえのライブの感想を僕に伝えたいんだよね」

『は、はい！　って、あ、あの今、私の名前を……』

「う、うん……嫌、だったかな？　名前で呼ばれるの。庵あい原はらさんって呼んだ方がいい？」

『ひおりで何なに卒とぞよろしくお願いします！』

「うん、わかった。ひおりちゃんって呼ばせてもらうね」

『は、は、ははははい！』

「そんな緊張しなくても大丈夫だよ」

『い！』

　力み過ぎて〝は〟が抜けたぞ。

「それじゃあまずは、お礼を言わせてほしい。ひおりちゃん、僕のライブ、見に来てくれてありがとう。とっても嬉うれしいよ」

『ここ、こちらこそありがとうございます、先生！』

「あとひおりちゃん、僕のことは先生じゃなくて、いつも呼んでる呼び方でいいよ」

『えっ……じゃあ、そ、爽そう坂さかくん……？』

「はい、よくできました」

『あっ……はっ……ぁっ……』

　そのとき、ひおりの意識が一瞬遠のいていくのがわかった。

　か、帰ってこいひおり！

「それでさっそくだけど、ライブの感想、聞いても良いかな？　急せかすようでごめんね。でも僕もわくわくしててさ。玲れ仁ひとからひおりちゃんが感想を伝えたがってるって聞いて、ほんとに嬉うれしいんだ」

『あっ、はい、あの、ちょちょ、ちょっとお待ちください……！』

　電話の向こうで、ノートをパラパラとめくる音が聞こえる。

『そ、それではいきます』

「うん」

　そしてひおりは該当ページに辿たどり着つくと、大きく息を吸い込み、念願の、先日おこなわれたライブイベントの感想を述べ始めた。

　しかし、そのすべてが、棒読みであった。

　見事なまでに、あのページに書かれてあることを、まんま読んでいるだけである。

　抑揚もつけず、感情も乗せず、ただただそこに書かれてある文を息継ぎなしで読んでいく。

　あまりにも躓つまずかないことから、たぶん、何度も何度も読む練習をしたのだろう。

　その流れるような棒読みは、まさしく努力の賜たま物ものだった。

　しかし……しかし、まったく感動も何も伝わってこないぞ、ひおりぃぃぃぃいい～！

『──これまでもこれからも爽そう坂さかくんは私の癒いやしであり支えであり憧れの人です今回のライブでそのことを再び実感しましただからこうやって爽そう坂さかくんに直接感想をお話しできるのは本当に夢のようですこれからも応援しています本日はお電話ありがとうございましたかっこ爽そう坂さかくん大好きかっこいいキャーやじるしこれ言いたいよぉあせあせかっことじここまできっちり二分』

　棒読み朗読が終わり、沈黙のあと、ひおりが満足げな声を出す。

『い、以上です』

「あ、ありがとうひおりちゃん」

　途中で突然始まったビジネスライクな物言いからのだだ漏れな内心からのタイムキープまできっちり読んで息切れするひおりにお礼を言う。

「ひおりちゃんの熱い想おもい、ちゃんと伝わったよ」

　棒読みだったが、それでもひおりの伝えたかった感想はちゃんと届いた。

　単純に爽そう坂さかとして、とても嬉うれしい。

『よ、良かったです……』

「うん、嬉うれしかった。あっ、でも最後のほうはちょっと笑っちゃったな。ひおりちゃん、たぶん読まなくて良いものまで読んじゃってたよ、ははは」

『あはははははは』

　笑ってる場合じゃないぞ、ひおり！

「ははは、楽しいね」

『そ、爽そう坂さかくん、あの、本当に、た、楽しいですか？』

「うん、僕、ひおりちゃんと話せて楽しいし、嬉うれしいよ」

『そ、爽そう坂さかくんっ、私も、楽しっ……あっ……はぁっ……ぁっ……』

　やばい、また気絶しかけてる。

「ひおりちゃん、大丈夫？」

『だ、大丈夫じゃ……はあぁっ……ぁっ……』

　ひおり、耐えろ。耐えるんだ。

　そして思い出せ！　ノートを見ろ！　チェックポイントの八項目目だ！

『……っていうかおじさん、だれ？』

　それだー！

「良かった、ひおりちゃん、戻って来たみたいだね」

『あっ、あの私、嬉うれしすぎて意識が飛びそうになってしまいました。ごめんなさい！　何か変なこと言ってませんよね？』

「うんうん、大丈夫だよ」

　思いっきり爽そう坂さかをおじさん扱いしたけど、問題はない！

　ギリギリのところでグッと意識を引きずり戻したひおりに、俺は心の中で安あん堵どする。

「ひおりちゃんは面白い女の子だね」

『そうですか？』

「うん、一緒にいたら楽しそうだ。ちょっと危なっかしい面もあるけどね。可か愛わいい妹って感じ」

『爽そう坂さかくんの妹になれたら、私、嬉うれしすぎて死んじゃいます……はっ！』

　素直に喜んでいたかと思うと、そこでひおりは何かに気づいたようにハッとした。

　かと思えば、今度は妙に色っぽい声を出し始める。

『ふぅ、なんだか汗かいてきちゃった』

　今十一月だぞ。

「室内にいるの？」

『外です』

　デブかよ。

「あれかな、オープンテラスかどこかにいるのかな。最近はどこもパラソルヒーターがあって暖かいからね」

『はい、オープンテラスにいます！　爽そう坂さかくん、すごいですね。テレパシーみたいです』

　見てるからな、遠くから！

『はっ……！』

　するとまたしてもひおりが何かに気がつき、声を作り始める。

　しかし俺はもうわかっていた。たぶんひおりは妹と言われたことに焦あせっているのだろう。

　なぜなら爽そう坂さかのタイプは妹系ではなく、お姉さん系だからだ！

　ならばひおり、それとなく、だぞ。それとな～く爽そう坂さかのタイプを演出するんだ。

『あ～ん、香水と汗の匂いが混ざっちゃったみたい』

　うーん露骨すぎる。あまりにも見え透いているぞひおり。

『はぁ、リードしたいなぁ』

　もう隠す気ないだろ。ワードを出せば良いってもんじゃないぞ。

『はぁ……ふぅ……んっ』

　今度は急に何かし始めるひおり。彼女の方へ視線を向けると、ひおりはオープンテラスで一人、精一杯のセクシーポーズをしていた。

　見えてない！　爽そう坂さかには何も見えてないぞ！

『……どう、かな？』

　だから見えてねーって！

　も、もう頭痛くなってきた……。俺の妹、残念すぎる。

「ひおりちゃん、僕の前だからって無理しなくていいからね。そのままのきみで大丈夫だから」

　妹の暴走を食い止めるべく、爽そう坂さかでフォローを入れる。

「僕はたぶん、普段通りのひおりちゃんのほうが好きだと思うし、そのままのきみと話したいから」

『そのままの私……え？　す、好き？　い、いい、今、爽そう坂さかくん、す、好きって』

「うん、そのままのひおりちゃんのほうが、僕は好きかなって」

　瞬間、電話の向こうでゴツンと重たい音がしたあと、ひおりが無言になった。

「……ひおりちゃん？」

　慌ててひおりのほうを見る。

　……き、気絶してやがる。テーブルに顔面から突っ伏して、気絶してやがる！

　それから少しの間、ひおりのところまで行くべきか否いなか考えていると、意識を取り戻したのか、ひおりが音もなく、むくっと起きた。
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『……でも、わかりました。爽そう坂さかくんがそう言うなら、もう背伸びはやめます』

　こ、こいつ、何事もなかったかのように普通に会話を続行し始めたぞ。

「う、うん。それがいちばんだと思うけど……ひおりちゃん、大丈夫？」

『へ？　大丈夫って、なにがですか？』

「えっ……いや、さっき急にその、気絶したみたいな音が聞こえたけど」

『気絶？　してませんよ？』

　……そうか、ひおりのやつ、とんでもないショックのあまり、ついに記憶が飛んだか。

「ま、まぁ、ひおりちゃんが大丈夫なら良いいんだ、うん」

　自分で言っといてなんだが、本当に良いいのか……？

『爽そう坂さかくん……』

「うん？」

『もう一つ、私のお話、聞いてくれますか？』

「うん、いいよ」

　うなずくと、ひおりは静かに息を吸って、ゆっくりと丁寧に、言葉を紡つむいだ。

『私、爽そう坂さかくんに出会えて、本当に本当に良かったです』

　その、電話越しでも表情がわかりそうなくらい、ひおりが胸いっぱいの感情をぎゅっと込めた言葉に、不意に胸が詰まる。

『……私の家は父が厳しくて、私も小学生の頃からずっと勉強ばかりでした。昔はそれでも良いい点数を取れば褒めてくれる人がいて、それが嬉うれしくて頑張れていたのですが、その人とも仲が悪くなってしまって……それ以来、勉強も楽しくなくて、それで、中学生になって勉強についていけずに心が折れそうになったとき、爽そう坂さかくんのことを知って、すごく救われました』

「……そっか」

　ひおりにとって爽そう坂さかは、辛つらい時期に寄り添うことの出来た、かけがえのない存在なのだろう。

『ありがとうございます、爽そう坂さかくん』

「うん」

『それだけが、たぶん、私が今日、本当に伝えたかったことです』

　そう言うと、ひおりは『それじゃあ……』と、自ら通話を終わらせた。

　通話時間を見ると、きっちり十分だった。

「ふぅー……」

　爽そう坂さかとしてひおりとの電話が無事に終わったことに安あん堵どしたあと、俺は振り返る。

「……で、あんたはいったい誰なんだ？」

　しかし問いかけてみても、そこにはすでに、謎の女の子の姿は見当たらなかった。







「やっぽー☆」

　……いた。謎の女の子、ひおりの隣に座ってくつろいでた。

　あれから少し時間を空けてオープンテラスに戻った俺に、謎の女の子が軽い感じで手を振ってくる。

　なんかやべーやつに目をつけられた感がハンパないが……。

「ひおり、爽そう坂さかとはちゃんと話せたか？」

　とりあえず構ってオーラ全開の彼女のことは放っておいて、ひおりに感想を聞いてみる。

「はい、ばっちりです！」

「よかったな」

　嬉うれしそうにうなずいて質問に答えるひおりは、なぜだかお肌がつやつやしていた。

　どうやら謎の女の子は、俺が爽そう坂さかだということをひおりにはまだ黙っているようだ。

「……で、あんたはいったい誰なんだ？」

　それからようやく、俺は謎の女の子に顔を向け、尋ねる。

　先ほどはよく観察できなかったが、見れば彼女は、ひおりと同じ雛ひなヶが丘おか女学院中等部の制服を着ていた。つまりこの子も中学生か。

　ただひおりとは違い、彼女は髪を暗めの茶髪に染めており（恐らくそれが校則でぎりぎり許される範囲なのだろう）、他にもスカートが短かったり、明るめのカーディガンを合わせていたりと、制服をゆるく着崩して、お嬢様学校に通う生徒にしては少しやんちゃそうな見た目をしている。

　でもはっきりと言えるのは、相当レベルが高い。

　ひおりが庶民的な安心できるタイプの可か愛わいさだとすれば、こっちの彼女は芸能人やモデルと言った、いわゆる華やかなオーラを纏まとっているタイプの可か愛わいさだ。

「……ぷくっ」

　俺の質問に、しかし謎の女の子はじっと俺の目を見つめたあと、頰を膨らませた。

「兄さん、おぼ──」

「あぁー！　ひおりいいからいいからー！　ストップストーップ！」

　何か言いかけたひおりの口を、彼女が慌ててふさぐ。

　そして立ち上がるとにこっと微ほほ笑えんだ。

「あたし、深みき響よう杏あん子ねって言うの。ひおりの親友。よろしくね」

　短めに自己紹介をし、スッと手を差し出してくる。

「庵あい原はら玲れ仁ひとです。ひおりの兄です。よ、よろしく」

　こちらも名を名乗り、握手をする。

「……ん？」

　すると、手の中に何か異物を感じる。見てみると、俺はアメ玉を握らされていた。

「あげる♪　アメだよ、ほら」

　言って、彼女は舌をべーっと出し、舐なめていた口の中のアメを見せつけてきた。

　彼女の薄紅色の舌の上で、てらてらと輝くアメ玉に、ちょっとドキッとしてしまう。

「ど、どうも」

「杏あん子ねって呼んでよ」

「わ、わかった」

「わ、わかった──じゃなくて、呼んでよ、杏あん子ねって」

「は、はぁ……？」

「早くっ、早くっ」

「あ、杏あん子ね……ちゃん」

「ちゃんじゃなくて、あ・ん・ね」

「あ、杏あん子ね」

「あ、杏あん子ね──じゃなくて、あ・ん・ね」

「杏あん子ね……」

「はい、よくできました」

「はぁ……」

「それじゃあ今度はリズムに乗って言ってみよー」

「……は？」

　杏あん子ねが手拍子でリズムを刻み始める。

　すると俺の体は自然とそのリズムに乗り始めてしまった！

「はっきり言って？」

「杏あん子ね」

「ゆっくり言って？」

「あ、ん、ね」

「大きな声では？」

「あ、ん、ね！」

「小さな声では？」

「あ、ん、ね」

「遠くにいるとき？」

「あんねー！」

「キスの距離では？」

「あ、んね……」

「好きな名前は？」

「あんね……？」

「恋人みたいに？」

「あ・ん・ね♡」

「振られたみたいに？」
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「マスコットキャラで？」

「アンネッ（裏声）」

「セクシーな声で？」

「あ、ふっん、ねぇ～」

「いつもの声では？」

「あんね」

「爽そう坂さかくんでは？」

「あ──」

　っっっっっっっっっぶね──っ！

　なに言わせんだこの女！

「あはは、あははははは！　ねえ見たひおり、玲れ仁ひとくん、めっちゃ焦あせってる！」

「兄さん、どうしたんですか？」

　こちらを指さし腹を抱えて爆笑する杏あん子ねと、きょとんと首をかしげるひおり。

「こ、こんの小娘がぁ～……」

「はー、おもしろ」

「杏あん子ね、兄さんどうして急にやめたの？」

「んー？　わかんない。どうしてだろーねー？　不思議だねーひおりー？」

　わかりきった様子で白を切る杏あん子ね。

「もうぜってぇ名前で呼ばねえ」

「えっ、まって、やだ、やだやだ！」

「深みき響ようさんでいいだろ」

「やだ！」

「駄々を捏こねないでくれ、深みき響ようさん」

「あーん、ちょっとふざけただけじゃんかぁ～！　玲れ仁ひとくんごめんってば～！」

　さっきから俺の呼び方もなんだか馴なれ馴なれしいし、何なんだこの女は……。

「そもそも深みき響ようさんは、どうしてこんなところにいるんだ？　買い物か？」

「……いじわる」

　ぽつりと杏あん子ねがこぼす。

「さっき杏あん子ねが歩いてたところを、私が声かけたんです」

「そそっ、たまたまここら辺を歩いてたらひおりに声かけられちゃってね？」

　絶対妹の目に入るように歩いてたろ。というかずっと俺たちをつけていたのか。何が目的だ？

「そうか、妹が急に声をかけてしまって悪かったな。ひおり、彼女の一人の時間を邪魔しちゃダメだぞ。それじゃ、もう用は済んだだろうから引き続きそこら辺を歩いてきてくれ深みき響ようさん」

「ちょっ、まってまって。まだあたしは二人がここで何してるか訊きいてないっ」

「特に何も──」

「私が爽そう坂さかくんと電話してたんだ。今日学校で話したでしょ？」

「あー、そうだったそうだった！　ひおり、爽そう坂さかくんと電話できるって喜んでたね！」

　実にわざとらしいオーバーリアクションをする杏あん子ね。

　まんまと彼女の思惑通りに進んでしまった気がする。

　それにしても、ひおりは爽そう坂さかのこと、この子には話してるのか。

　どうやら親友と言うのは本当のようだ。

「とまぁ、そういうわけだから、ひおりの大切な時間を、邪魔しないでくれるか、深みき響ようさん？」

「邪魔なんてしてないけど？　ねー、ひおり？」

「うん、邪魔じゃないよ。兄さん、ちょっと杏あん子ねに冷たくないですか？」

「そーだそーだ！」

　杏あん子ねがぷくぅっと頰を膨らませ、子供みたいにぶーぶーと抗議する。

　ひおりは邪魔じゃないと言うが、しかし杏あん子ねはなぜか、俺が爽そう坂さかであることを知っている。

　つまり彼女はいつ爆発するかわからない超危険人物だ。俺にとっても、ひおりにとっても。

　どうするべきか……。

「でもさぁ、玲れ仁ひとくん、爽そう坂さかくんと親友なんてすごいねぇ」

　頰ほお杖づえをし、ニヤリといやらしい笑みを浮かべる杏あん子ね。

　ちらりと見える八重歯がより、いたずらっぽい彼女を演出していた。

　たぶん杏あん子ねというこの女は、この状況、そして俺の反応を大変面白がっているのだろう。

「ねっ、爽そう坂さかくんとはどこで知り合ったの？」

「は？」

「あっ、そういえば私も聞いたことない。兄さん、どこで知り合ったんですか？」

「ど、どこで知り合ったかって？　それは、だな……」

　杏あん子ねのたった一言で、俺は一瞬にしてピンチに陥る。

「シ、シークレットに決まってるだろ。親友だからと言って爽そう坂さかの個人情報をぺらぺら喋しやべるわけにはいかん」

　二人に顔を覗のぞき込こまれ、ぎこちなく視線を逸そらし、苦し紛れにそんなことを口にする。

「別に爽そう坂さかくんの学校をバラすってわけじゃないから、個人情報とは言わないと思うけど？」

「そうです、兄さん！　私知りたいです、爽そう坂さかくんと兄さんが親友になった理由──あっ！」

　そのとき、前のめりになったひおりがホットココアの入ったカップを倒し、テーブル上にココアが広がった。

「あちゅっ……！」

　俺は咄とつ嗟さに動き、ひおりをテーブルから離す。

「ひおり、やけどしてないか？」

「は、はい……あちゅって思ったけど、ココア、もう冷めてました」

　恥ずかしそうに「てへへ」と照れ笑いを浮かべるひおり。

「よかった……ったく、気をつけろよ」

　言って、俺はテーブルに広がったココアを見つめる。拭くの、大変そうだな。

「ふーん、真っ先にひおりに向かうとか、やるじゃん、玲れ仁ひとくん」

「杏あん子ね……じゃなくて、深みき響ようさんも大丈夫か？」

「大丈夫だよー。って今、杏あん子ねって言ったよね？　なぜわざわざ言い直した!?」

「間違えた」

「間違えてないっ！」

「今の……」

「ん？」

　すると、ひおりがちょっと嬉うれしそうに、ぼそっと言った。

「今の兄さん、なんだかちょっと爽そう坂さかくんみたいで、かっこよかったです」

　かっこいいと褒められる。が、俺の背中では冷や汗がツツツー……と伝っていた。

　ひおり……無意識なのか何なのか知らんが、俺から〝いづるみ〟を感じるのはやめろ……。

「あっ、ひおりスカートにココアかかっちゃってるじゃん。そのままだと染しみになるからトイレ行こっ」

　そこで杏あん子ねが突然そんなことを口にすると、ひおりの手を引っ張り、彼女を連れて行く。

「ふぅー……」

　俺は一人になり、安あん堵どのため息をついた。

　それから、テーブルに広がりっぱなしのココアを見て少し怯おびえる。

　中身がこぼれてしまったら、このように大惨事になって、もう元には戻らない。

「マジで気をつけないとな……あと、杏あん子ねのこともどうにかしないと」

　独りごちて、俺は気を取り直すと、カフェに拭く物を貰もらいに行った。

　その後、トイレから戻って来たひおりはスカートをクリーニングに出すため、すぐに家へと帰っていき、その日は解散となった。

　そして俺は、ひおりが帰っていくのを確認したあと、杏あん子ねの後を追いかけて呼び止めた。

「待ってくれ」

「なに？」

　制服のポケットに両手を突っ込み、チュッパチャップスを咥くわえた杏あん子ねが振り返る。

「爽そう坂さかのこと、ひおりには秘密にしておいてほしい……頼む」

　頭を下げる。

「じゃあ、これからは深みき響ようさんじゃなくて、ちゃんと杏あん子ねって呼んで？」

「……杏あん子ね」

　彼女の名前を口にすると、杏あん子ねは口元に笑みを浮かべた。

　そして杏あん子ねは一歩近づき俺の前に立つと、ご機嫌な様子で言った。

「ねぇ、偽にせラーメン食べに行こうよ、玲れ仁ひとくん」







〝偽にせラーメン〟とは『拳げん骨こつ中ちゆ華うか』という店の名物ラーメンのことである。

　一杯二〇〇円というそのあまりの安さから誰かが「偽にせ物もののラーメンじゃね？」と言い始めたのが最初と聞いているが、名前の由来は他にも諸説あるらしい。

　もちろん偽にせラーメンとは単なる俗称で、正式名称は何の変哲もない『中ちゆ華うかそば　二〇〇円』。

　ちぢれ麵を使った少し味の濃い、いかにも学生が好みそうなラーメンだ。

「おじちゃん、偽にせラーメン二つね！」

　テーブル席に着き、杏あん子ねが慣れた様子でカウンター内に向かって注文すると、ほんの数分で「あいよっ」と、白髪でコワモテの店主がカウンターに二杯の偽にせラーメンを置き、それをバイトの女の子が俺たちの座っている狭いテーブル席に運んでくる。

「中ちゆ華うかそば二つ、お待たせしました」

「すいません、あと電気ソーダください。玲れ仁ひとくんも飲む？」

　うなずくと、杏あん子ねが「二つで」とピースマークを作る。バイトの女の子はすぐに店の冷蔵ショーケースから瓶入りのソーダ水を二つ持って来ると、エプロンのポケットから栓抜きを取り出し、目にもとまらぬ速さで蓋を開け、俺たちの前にトン、トンと置いた。

　ちなみにこの電気ソーダというのもこの店の名物で、飲むと喉に電気が走ったようにピリッとすることから、そう呼ばれていると聞いている。

「玲れ仁ひとくん、食べよっ」

　注文したものが揃そろうと、杏あん子ねが割り箸を二本抜き取り、一本をこちらにくれる。

　それから彼女は割り箸を口にくわえ、長い髪を結い上げると、割り箸を割き、「いただきまーす」と偽にせラーメンを食べ始める。

　輪郭があらわになった彼女の顔に、ふと何か思い出しそうな感覚に陥ったが、それ以上にその可か愛わいさに見とれてしまう。

「なに？　恥ずかしいからあんま見ないでよ」

　夢中で偽にせラーメンを食べている姿を見られていたことに気づき、急に恥ずかしくなったのか、杏あん子ねが手で自分の顔を隠す。

「す、すまん」

　油でベタついた小さなテーブルが数席と、調理場を囲むカウンター席だけの小汚い店内。

　昭和から続いているという、安さがウリの男子学生御ご用よう達たしラーメン屋で、雛ひなヶが丘おか女学院の制服を着た女の子が偽にせラーメンを啜すする。

　ただでさえこんな場所に女の子がいるということに違和感を覚えるのに、その子が可か愛わいいと来たら、そりゃ注目の的になることは避けられなかった。

　辺りを見れば他の高校の制服を着た男子高校生やチャラそうな大学生らしきグループ、地元のヤンキーと、バラエティ豊かな男共が皆、横目でこちらを見てきているのがわかる。

　突如迷い込んだ可か愛わいい女の子により、店内に謎の緊張感が漂っていたが、正直、俺がいちばん緊張している。

　だって誰がどう見ても、陰キャの俺と彼女とでは、不釣り合いな二人だったからだ。

「ここ、よく来るのか？」

「先輩にときどき連れて来てもらうくらいかなぁ。だから一度、自分で来てみたかったんだ♪」

　どこか楽しげにそう話し、電気ソーダを飲んで目をぱちくりさせる杏あん子ね。

「ねえ玲れ仁ひとくん、こうやって制服着てさー、こういう場所に来るのって、なんだか放課後デートみたいだね？」

　またいたずらそうに八重歯を覗のぞかせる杏あん子ね。

「でも女の子って、デートでこういう店とかは嫌って聞いたけど。もっとおしゃれな店のほうがいいんだろ」

「まっ、そうだけどね。中には絶対に嫌って子もいると思う。でも──」

　そこまで言うと、そのきらきらと輝く大きな瞳で杏あん子ねが俺を覗のぞき込こむ。

「あたしは嫌じゃないよ。好きな人とならどこでも嬉うれしいし、楽しいって思っちゃうから」

「そ、そういうものなのか」

　見た目はやんちゃそうな割には、案外、良い子なのかもしれない。

　まぁ、俺はきみの好きな人ではないけれども。

「それよりさっきの話、ちゃんとひおりには秘密にしてくれるんだろうな？」

「なんで？」

「なんでって、それは……爽そう坂さかはひおりにとって大切な存在だからに決まってるだろ」

「そんなの知ってるよ。あたし、ひおりの親友だもん」

「じゃあなおさら、ひおりから爽そう坂さかを奪うようなことはやめてくれないか……！」

　もう一度、「頼む」と頭を下げる。

　すると杏あん子ねは、口元に笑みを浮かべた。

「ねえ、玲れ仁ひとくん。そんなんじゃいつか、本当にバレちゃうよ？」

「……それは、どういう意味だ」

「今日さ、あたし玲れ仁ひとくんに、爽そう坂さかくんとどこで知り合ったのか訊きいたでしょ？　でも玲れ仁ひとくん、答えられなかった」

「それは……たしかに」

「あのままひおりがココアこぼさなかったら、玲れ仁ひとくん、ちゃんと矛盾なく答えられた？」

　はっきり言って自信がない。

「爽そう坂さかくんとどこで知り合ったのかも、何で親友になったのかも、普段は二人でどんな話をしているのかも、きっと玲れ仁ひとくんは具体的には答えられないよね？」

　痛いところを突かれ、もはや黙るしかなくなる。

　そこで杏あん子ねがおもむろにスマホを取り出すと、俺に質問した。

「玲れ仁ひとくんってさ、異性ではどんなタイプが好きなの？」

「な、なんだよいきなり」

「いいから答えて」

「お、俺の好きなタイプは……優しいお姉さん」

「じゃあ、爽そう坂さかくんの好きな異性のタイプは？」

　続けて答えようとして、ハッとする。

　杏あん子ねがスマホの画面をこちらに見せる。そこには爽そう坂さかのプロフィールが載っていた。

「同じだよね、二人とも。それどころか好きな食べ物や動物、ゲームも同じなんじゃないかな？」

　彼女の言う通りだった。バーチャルな存在とは言え、爽そう坂さかは俺の分身。

　イケメンで声も違えど、中身は八割ほど、俺で出来ている……っ！

　くっ、ＲＰ勢ならこんなことにはならなかったのか!?　魔界生まれの魔王的高校生とか設定を作っていたら、好物は生き血、好きなタイプはサキュバスとか言えたのか!?

「あたしが秘密にしていても、きっとどこかでボロが出て、いつかひおりにバレちゃうよ？　たぶん爽そう坂さかくんと玲れ仁ひとくんって親友とは思えないほど共通点多いでしょ？　双子なら平気かもしれないけどね」

　俺と爽そう坂さかは親友だと言っているが、その関係性も何もかもが漠然とし過ぎていることに気づく。その割には共通点が多いとか、何ともガバガバな話である。

　今まで訊きかれなかったからよかったものの、この先ひおりに深く問いただされたら俺はうまく答えられるか自信がない。

「たしかに、言われてみればそのとおりかもしれない。今まで偽いつわる必要性がなかったから、配信では爽そう坂さかの声と性格以外はほぼ俺のことを話していた。だってそっちのほうが楽だったから……！　でも今はもう以前とは状況が違う……！　どちらかを偽いつわらなければならない！」

「そういうことだねぇ～……」

「ど、どうすればいいんだ。偽いつわるとして、やっぱり俺の方か？　なら好きな食べ物とかも別の物を考えないとならないのか。そもそも爽そう坂さかと親友になった経緯も考えないといけない……う、うわあああああ、なんか超だりぃ！」

　愕がく然ぜんとする俺に、杏あん子ねが嬉うれしそうに笑う。

「玲れ仁ひとくん、なんならあたしが協力してあげよっか」

「……いいのか？」

「うん、だって面白そうだし」

　ニッと歯を見せて杏あん子ねが続ける。

「それにさ、さっきも言ったけど、ひおりにとって爽そう坂さかくんが大切な存在だってこと、あたしも痛いほどわかってるから。見たくないよね、あの子が悲しむ顔なんて！」

「あぁ、見たくない」

「それじゃ決まりね♪　今日この瞬間から玲れ仁ひとくんとあたしは同じ秘密を共有するパートナー」

　言って、杏あん子ねが二人のラーメンどんぶりをコンッとくっつけた。

「名付けて『偽にせラーメン同盟』！」

　……女の子ってすぐ同盟とかグループ名、付けたがるよな。

「いいんじゃないか」

「あー、なんか玲れ仁ひとくん、絶対適当に良いいって言ってるでしょ」

「まぁ、そこはあんまり重要じゃないから何でもいい」

「わかった、じゃあ『庵あい原はら杏あん子ね同盟』にするね。二人の名前も入ってるし、完璧！」

「…………」

　何か言いたげな眼まな差ざしを向けると、杏あん子ねはちょっと拗すねたように言った。

「重要じゃないから何でもいいんでしょー」

「好きにしてくれ」

「じゃっ、『庵あい原はら杏あん子ね同盟』に、けってーい！」

　そこで、一人でご機嫌そうな杏あん子ねを見て、ふと疑問が浮かぶ。

「そういえば、どうして杏あん子ねは俺が爽そう坂さかだって知ってたんだ？」

「ん？　別に知ってたわけじゃないよ」

「は？」

「だから言ったじゃん、カマかけたって」

　あぁ、なんかそんなこと言ってた気がする。

「じゃあ、俺はカマをかけられたのか？」

「うん。だってひおり、急に爽そう坂さかくんと電話出来るって喜んでんだもん。ずっと爽そう坂さかくんのファンやってたひおりが、ある日いきなり彼と電話出来てしまうって、普通に考えてこれは何か裏があるなと思うじゃん。で、あとをつけて行ったら玲れ仁ひとくんがいて、そのあとひおりから離れたかと思えば思いっきり電話かかってくるの待ってるわけ」

「それで、俺が爽そう坂さかじゃないかと思ってカマをかけたら俺がポロッと乗せられてしまった、と」

「そゆこと。まっ、そんなことしなくても普通に電話してる玲れ仁ひとくんの爽そう坂さかいづるボイス聞けば一発でわかったんだけどね。一応、ひおりに勧められて爽そう坂さかくんの動画は何回か見たことあったし」

「……なんか俺、ガバガバ過ぎて自信なくなってきた」

「あははは、あたしが協力してあげるから安心しなって！」

　それから、今日はもう爽そう坂さかの配信があるということで、今度また二人で会う約束をし、そのときに俺のプロフィールや、爽そう坂さかと親友になった経緯などなど、諸もろ々もろの設定を具体的に決める予定を立て、店を出る。

　会計を済ませ、二人で外に出ると、辺りはすっかり暗くなっていた。

「寒いね～」

「もうすぐ冬だなぁ」

「玲れ仁ひとくん、アメ舐なめる？」

「俺はいいや」

　制服のポケットからアメの個包装を取り出し、ポイッと口に入れる杏あん子ねに答えながら辺りを見回すと、先ほどのチャラそうな大学生グループが店の前で駄だ弁べっているのが目に入る。

　そこまでは別によくある風景だったのだが、しかし彼らは俺たちの姿を見るなり急に黙りこくり、様子を窺うかがうような視線を向けてきた。

　だが駅に向かうには彼らのいる場所を通らなければならない。

　何か話しかけてきそうな雰囲気を醸かもし出だしている四人組に、隣の杏あん子ねも気づいたようだ。

「手つないで」

　杏あん子ねが耳元でささやく。

　するっと彼女の手が俺の左手に絡からまり、言われるがまま、俺は彼女の手を握り締めた。

　や、やわらけぇ～。あったけぇ～。

　女の子と初めて手をつないだ感想が思わず脳内に充満する。

「行こっか、玲れ仁ひとくん」

　しかし杏あん子ねに言われ、俺は我に返ると、気を引き締めて歩き出した。

　杏あん子ねとの距離が近い。体の左側に彼女の体温を感じる。

　緊張しているのか、彼女の吐息が少しだけ大きくなり、甘い匂いがふわっと鼻をかすめた。

　いよいよ彼らの前を通り過ぎる瞬間が来る。声をかけられたらどう対応しようだとか、襲い掛かってきたら俺が盾になって彼女を逃がすしかないだとか、万が一の場合を考えつつ、足を止めずに歩く。

　彼らの視線ははっきりと俺たちを捉えていた。心臓がバクバクと音を立てる。
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　緊張しているからなのか、手を繫つないで杏あん子ねと体が密着しているからなのかはわからないが、体に力が入る。

　そして数秒の間、どうか何事もないようにと歩み続け、彼らの前を通り過ぎた。

「……もう大丈夫かな」

　通り過ぎたあともしばらく歩き続け、人通りの多い場所まで出ると、杏あん子ねがそこで、体を離した。急に体の左側に寒さを感じる。

「あぁいう人たちって彼氏持ちだと話しかけて来ないんだよね」

「そうなのか」

「うん。雛ひな女じよの子ってさ、よく大学生に話しかけられるんだ。だから先輩からそういう場合の対処術とか、しつこいナンパの撃退法とかいろいろ教えてもらうの。とにかくまずは話しかけられないよう努めるのが大事！　男の子の友だちと一緒にいたら彼氏のフリをしてもらう。一人だったら友だちに電話をかけて彼氏との電話の体で話してもらう、みたいな」

　他にも杏あん子ねは話しかけられたらどうするか、しつこい相手にはどう対応するかをいろいろと教えてくれた。

「大変なんだな」

　俺は自分の容姿に自信がないし、そんな度胸もないからナンパなんて違う世界の話だと思っていたが、こうして身近な女の子が実際に話しかけられていたり、そういう話を聞かされたりすると、なんか男としてはちょっとモヤモヤする。

　いざってときに女の子を守れるように、筋トレでも始めてみようかなぁ。

「ありがと、守ってくれて」

　そんなことをぼんやり考えていると、杏あん子ねが立ち止まり、俺に向き直って言った。

　気がつくと、俺たちは駅に着いていた。

「いや、守ったなんて大げさだ。……俺は、なんか、かっこ悪いほど何も出来なかった。はは、もっとこう、俺の女に何を視線向けてくれとんねんコラァ！　とか言って、アチョーどりゃーあたたたたたー！　って蹴散らせればかっこよかったんだけどな」

「なんで関西弁なの」

「何となく」

　クスッと杏あん子ねが笑う。

「でもね、ううん、それだけが守るってことじゃないよ」

　そして、一歩近づいて、杏あん子ねは言った。

「隣にいて、ずっと手を握っていてくれる。それも立派な守るって行為だよ」

「そ、それならよかったけど……」

「うん。それに本当に強い男になりたいなら、やたらめったらケンカなんてしないこと！」

　暴力はだめっ、となぜか注意される感じで言われる。

「男の子って女の子の前だとすーぐケンカとか暴力に訴えて自分を大きく見せようとするよね」

「だってそっちのほうがこう、男としてはいろいろとかっこいい姿を見せられるじゃん……？」

「そんなことしなくても、女の子はちゃんと良いいところもかっこいいところもわかってるよ」

「そういうもんなのか」

「そういうもんなのだ」

　にっこりと百点満点のスマイルを見せる杏あん子ね。

「爽そう坂さかくんはイケボで優しくてかっこいいかもしれないけど、玲れ仁ひとくんにも同じくらい、良いいところたくさんあるんだから……もうちょっと自信持ちな？」

　なんか初めて俺という人間を褒められた気がする。

「しょ、精進します」

「うむ、よろしい」

　杏あん子ねが大げさにうなずく。

「それじゃまたね、玲れ仁ひとくん。爽そう坂さかくんの配信、がんばって！　あたしは見ないけど！」

「見ないのかよ！」

「だってこのあと家のお手伝いだもーん」

「そうなのか。じゃあ杏あん子ねもがんばれよ、お手伝い」

「うんっ」

　それから彼女は帰宅の途に就く学生たちの中、改札へと入って行く。

　人ごみに紛れても、どういうわけか彼女の姿ははっきりと見えていた。

　そして改札を通った杏あん子ねが振り返り、こちらに手を振る。

　俺が手を振り返すと、彼女は満足げに微ほほ笑えんで、ホームへと向かって行った。
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「お邪魔しまーす」

　日曜日の午後、杏あん子ねが俺の家にやって来た。

　少しだぼっとした大きめのパーカーを着て、リュックを背負い玄関に立つ杏あん子ねの雰囲気は、制服のときとはまた違って、ラフな感じだった。

　彼女が出来て、休日におうちデートなんてするときは、こんな感じなのだろうか。

「い、いらっしゃい」

　初めての来客（しかも女の子）に緊張しつつ、中へと招き入れる。

　杏あん子ねは靴を脱いで、普段俺が過ごしている部屋へ入るなり、

「部屋広っ！　物少なっ!!　テレビでかっ[image: !!!]」

　と驚きを見せ、くるっと振り返ると、恐る恐る尋ねてくる。

「一人暮らしだよね？」

「そうだが」

「……あのー、本当に高校生ですか？」

「な、なんだよ……高校生だよ」

「だってだって、あたしのイメージしている高校生の一人暮らしとはちょっと違うって言うか、優雅すぎるというか何というか」

　杏あん子ねはもう一度部屋を見渡したあと、またこちらに振り返って言った。

「こんなの、同どう棲せいできちゃうじゃん！」

「どど、同どう棲せい……？」

「玲れ仁ひとくん、なんかやばい仕事してる？」

「してない」

「……Ｖｔｕｂｅｒってそんな儲もうかるの？」

　先ほどから怯おびえた様子で質問ばかりしてくる杏あん子ねに、俺は少し間を開けて答える。

「俺は運が良かっただけかな」

　運が良かった。本当にただ、それに尽きる。

　始めた時期やガワの見た目など、いろいろなタイミングがうまい具合に重なったおかげで、多くの人が爽そう坂さかの配信を見に来てくれるようになった。それらが何か一つ違っていたら、今の俺はなかったと思う。

　そして、そのどれもこれもが銀ぎん河がのおかげだ。

　一応彼はプロのイラストレーターなので、爽そう坂さかのガワを描いてもらったときや、その他た諸もろ々もろの技術面の面倒を見てもらったとき何度もお金を払おうとした。しかし「おまえが有名になればなるほど、俺の名前を知る人も増えるから、それでいいよ」と言って受け取らなかった。

　それなりに有名になれたから、ある程度は恩返し、出来ただろうか。

　普段はふざけあったりしているが、本当に、銀ぎん河がには感謝してもしきれない。

「今となってはこんなところに住めてるけど、少し前まではＧやムカデとほぼ同居しているようなボロアパートに住んでたんだぜ」

「ボロアパート暮らしからこんな部屋に住めるなんて夢があるなぁ、Ｖｔｕｂｅｒって」

　ちなみに俺は個人勢なので、企業勢のＶｔｕｂｅｒとは違い、配信中に投げられる投げ銭も、イベントなどのギャラも、ほぼすべて自分の取り分になる。それも大きいのかもしれない。

「普通に生活も出来てるし、すごいね」

「まぁ、今はな」

　今は、と強調したのは、正直いつまでＶｔｕｂｅｒという文化が続くかわからないからだ。

　そういう話はリスナー側でよく話題に上のぼるが、演者側もやはり意識してしまう問題でもある。ただ俺も少し前まではＶｔｕｂｅｒも長くは続かないだろうと思っていたものの、ここ最近になってその考えは変わり始めた。

　今、Ｖｔｕｂｅｒ界は黎れい明めい期真まっ只ただ中なかで混こん沌とんとしているが、それが過ぎたあと、Ｖｔｕｂｅｒに取って代わる二次元文化の新しい何かが登場しない限りは、一つのジャンルとして地味に続いていくのではないかって。これはあくまで俺の願望だが。

「それより、コーヒーで良いいか？」

「うんっ、あたしミルクたっぷりね」

　尋ねると杏あん子ねは弾むようにうなずき、ベッドにぽふっと腰を下ろした。

　俺はキッチンに立ち、あっという間に湯を沸かしドリップコーヒーを淹いれる。それにミルクを加えたあと、買っておいたお菓子を適当に用意してトレイに載せた。

　来客なんて初めてなもんだから勝手がよくわからないが、こんな感じで良いいのだろうか。

「おまたせ」

　コーヒーの良いい香りを漂わせながら杏あん子ねのもとへ戻ると、彼女の姿が見えない。

　……えっ、まさか、帰られた？

　などと頭によぎった瞬間、

「ばあっ！」

　と、ベッドの布ふ団とんの中から杏あん子ねが顔を出す。

「な、何してるんだ」

　安あん堵どしつつ、まるで子どものようにいたずらな笑みを浮かべる杏あん子ねに尋ねる。

　杏あん子ねは再び布ふ団とんに包くるまり、顔をちょこっと出したまま言った。

「玲れ仁ひとくんの匂いがするね」

「や、やめろ！　布ふ団とんから出ろ！」

　顔が熱くなり焦あせりながら言うも、杏あん子ねは「ここに住む」と一向に出てこようとしない。

　そんな彼女に俺は「わかった」と、声のトーンを低くして言った。

「ここに落ちてるリュック漁あさるわ」

　瞬間、がばっと布ふ団とんから飛び出し、ベッドの上でおとなしく正座する杏あん子ね。

「えへへ、じょーだんだよ、じょーだん」

「ったく……はい、コーヒー」

「ありがと」

　俺からコーヒーの入ったマグカップを受け取ると、それを両手で包み込むように持つ杏あん子ね。

　この家には俺の物しかない。そのため、普段自分の使っているマグカップに女の子が口をつけているのを見て、不覚にもドキッとしてしまった。

「あっ」

　そこで俺はあることに気がつき、声を漏らした。

「どしたの？」

「……テーブルがない」

　マグカップとお菓子を置くテーブルがないことに今更気がつく。

　いつも食事も勉強も、ＰＣデスクでやっているので、この部屋にはテーブルがなかった。

「客人なんて初めてだから気がつかなかった……すまん」

　言い訳がましく謝ると、杏あん子ねはにこにこしながら言った。

「あたしが初めてかぁ♪」

「そうだな」

　仕方なく俺はＰＣデスクにトレイを置き、彼女にもここに置くように伝える。

　杏あん子ねはちびちびコーヒーを飲んだあと、マグカップを手にベッドからこちらへ来た。

「ここに置いちゃっていいの？」

「ん？」

「だって、なんかすごそうな機材がいっぱいあるし。こぼしちゃったらやばくない？」

　ＰＣ周りに設置されている配信機材を見て、杏あん子ねが心配そうな声を出した。

「いいよ。俺も飲み物とかいつも置いてるから」

　答えると、こくりとうなずき、杏あん子ねがマグカップをそっと置いた。

「なんかすごいねー。あたし見ただけじゃ何が何だかチンプンカンプンだよ」

「マイクはわかるだろ？」

　言って、俺は彼女をＰＣデスクの前に座らせ、マイクアームを引き寄せる。

「うん」

「基本はこのマイクに喋しやべりかけて、配信でリスナーとコミュニケーションを取る。で、そのマイクの音をＰＣに乗せるにはこっちのオーディオインターフェースでやってあげて……」

「まって、まって！」

　そこで杏あん子ねは俺の説明を中断させると、リュックからメガネケースとメモ帳を取り出す。

　そしてメガネをかけ、こちらに戻って来て言った。

「どうぞ」

　どうやら配信の仕方について、お勉強をする気らしい。

　ならばと俺もキッチンからキッチンチェアを持ってきて、彼女に一通り、配信の仕組みややり方を教えることにした。

　配信方法を一から順に説明している間、杏あん子ねは熱心にメモを取り、俺の話を聞いていた。

　それにしても距離が近い。一人用のＰＣデスクに二人で向かっているので無理もないが、彼女がモニターを見ているときにふと甘い匂いが香ってきて、ドキッとする。

　それと、メガネをかけるイメージなんてまったくなかったので、それにも少し戸惑った。

　なんというか、いつもはやんちゃそうな見た目をしているけれど、勉強するときはちゃんと真面目に学ぼうとしているところを見るに、やっぱり根は雛ひなヶが丘おか女学院の生徒なんだなぁ、と思わせた。

「玲れ仁ひとくん？」

　そんなことを考えていると、杏あん子ねが俺を覗のぞき込こんでいた。

「どしたの、あたしの顔ぼーっと見て」

「えっ、いや……別に」

　我に返り慌てて返すと、杏あん子ねはどこか夢見がちな表情を見せる。

「ねえねえ、あたしでもＶｔｕｂｅｒ出来るかなぁ？」

「やろうと思えば誰でも出来るぞ。ガワと諸もろ々もろの機材は必要だけど」

「あうっ……お金かかりそう」

「あとはバズるかどうかだなぁ」

「爽そう坂さかくんもバズったの？」

「爽そう坂さかは特にバズってないかな」

「あれ、そうなんだ」

　意外そうに杏あん子ねが言う。たぶん、誰が聞いてもこんな反応をするだろう。

　爽そう坂さかは少し特殊だ。

　先ほども言ったように、始めるタイミングやガワが良かったのもあるが、それ以上に固定リスナーが少しずつ定着してくれたというのが大きい。

　たしかにバズれば一気に人が押し寄せるメリットはあるが、やはりそれは一時的なもので、多くのリスナーは渡り鳥のように、次にバズったＶｔｕｂｅｒへと飛び去ってしまう。

　その点、爽そう坂さかはバズりこそしなかったものの、毎日同じ時間帯に淡々とゲームをプレイしているため、ラジオ代わりだとかで見に来てくれる人が多く、じわじわとリスナー数を伸ばしていった。

　あと聞いた話では、爽そう坂さかのリスナーには二十代～三十代の女性が最も多く、『ゲームをしている年下の彼氏の隣で過ごす生活音』的な需要があるとか。他にも、仕事で疲れて帰ってきたＯＬさんが配信をつけたとき、いつもと変わらず爽そう坂さかがゲームをやっていると安心するらしい。

　はっきり言って爽そう坂さかいづるは超有名でも超人気でもない。バズってもいない。

　けれども地味に固定リスナー数が多い、少し特殊なＶｔｕｂｅｒだ。

　傍はたから見れば謎だろうが、実際、俺自身も謎である。

　もちろん同じムーブをすれば全員が爽そう坂さかのようになれるとは限らない。

　何度も言うが、始めた時期とガワ、そして運が良かっただけだ。

「杏あん子ね、そんなことより、そろそろ本題に入りたいのだが……」

　休日の日曜日に、彼女が俺の家に来た理由。

　それは、こんなＶｔｕｂｅｒ講座をするためではなく……。

「そうだったそうだった！」

　爽そう坂さかと俺の出会いや、爽そう坂さかと被かぶりまくりの俺のプロフィールを考えるために来たのだ。

「じゃあまずは玲れ仁ひとくんのプロフィールを考えよっか」

「あぁ」

　俺がうなずくと、杏あん子ねは今度、リュックからノートを取り出しページを開いた。

　それからあらかじめ用意されていた好きなタイプや動物などをいろいろ質問してくる。

「……全然ダメ」

　けれどもその質問に一通り答えると、彼女は呆あきれたようにため息をついた。

「爽そう坂さかくんが抜け切ってない」

「……そりゃ俺自身だからな」

「それを変えるために今日集まったんでしょー？」

「はい……」

　普通に怒られる。

　もう爽そう坂さかのプロフィールは表に出てしまっているので、玲れ仁ひと側が変わるしかないのだが、同じ人間からは似たような答えしか出てこなく、別の発想はなかなか困難を極めた。

　けれどもそんな俺に、杏あん子ねはにこっと微ほほ笑えむと、リュックから小箱をたくさん取り出して言った。

「そんな玲れ仁ひとくんに、杏あん子ねちゃん、お助けアイテムを用意してきました♪」

「な、なんだこれ」

「この小箱の中には各項目に沿ったワードが入っています」

　そこで、この目の前に用意されたたくさんの小箱の説明を始める杏あん子ね。

　彼女曰いわく、小箱の中には単語が書かれた紙がいくつか入っており、たとえば『好きな異性のタイプは？』という質問に対しては、小箱ＡとＢの中から一枚ずつ引く。小箱Ａには【真面目】とか【不器用】などの形容詞が、小箱Ｂには【お姉さん】とか【女子高生】などの名詞が入っており、そこで完成されたものが質問の答え……つまり、俺の好きな異性のタイプになるという。

「……わざわざ作ってきたのか」

　各項目ごとに用意された小箱の数を見て、言葉を失う。

「そだよ。これなら爽そう坂さかくんとはまったく違ったプロフィールが出来るでしょ？」

　その通りかもしれないが、大丈夫だろうか。

　変な答えにならなければいいが……。

「それじゃあさっそく『好きな異性のタイプ』からね」

　好きな異性のタイプは？──という質問に、俺は小箱Ａから紙を一枚引く。

「【巨乳】の……」

　ま、まぁ、嫌いではない。

「それじゃあ小箱Ｂから引いて」

　言われるがまま、俺は小箱Ｂから紙を一枚引いた。

　俺の好きな異性のタイプは、巨乳の──。

「【犬】……犬!?」

「玲れ仁ひとくんの好きな異性のタイプは【巨乳の犬】と……」

　さっそくプロフィールに書き込む杏あん子ね。

「待て、なんかおかしくないか!?」

「まぁ動物を好きになっちゃう人もいるから、そこまでおかしいってほどでもないんじゃない？　それにこれなら爽そう坂さかくんとの差別化もばっちりじゃん！」

　百歩譲って雌犬が好きだとして、巨乳ってなんだ!?

「それじゃ次『好きな動物』ね」

　なんか引っかかりを覚えつつも、言われるがまま小箱Ｃから紙を一枚引く。

　この中には動物の名前の書かれた紙が入っているようだ。

「……【おばあさん】」

　動物じゃねえ!!

「好きな動物は【おばあさん】と」

「待ってくれ、杏あん子ね。まず疑問を持て。好きな動物と訊きかれておばあさんと答えるか？」

「おばあさん犬とか？」

「老犬ってことか？」

　うなずく杏あん子ね。

「つまりなんだ、年老いた動物全般が好きってことになるのか？　いや、納得がいかない」

「……じゃあもう一枚引いていいよ」

　ちょっとキレられながら、なぜか俺がわがままを言った感じでもう一枚引かせてもらう。

「……【おじいさん】」

「好きな動物は【おばあさんおじいさん】と」

　最低じゃねーか！　怒られるぞ！

「なんで動物の小箱にこんな単語が混じってるんだよ」

「なんか混ざっちゃってるみたいだね。徹夜で作ったからさー、大目に見て？♡」

　言いながら、小箱Ｃから一枚紙を引いてみる杏あん子ね。

「ほら、ちゃんとしたのも入ってるでしょ？」

　と、杏あん子ねは【セキセイインコ】と書かれた紙を俺に見せた。

「変なものを引く玲れ仁ひとくんが悪い」

　たしかにちゃんと質問に沿った答えの紙も入っているようだ。うーむ……。

「じゃ次『好きな食べ物』ね」

「続けるのかよ」

「今度はダイジョーブ、ダイジョーブだから」

　小箱Ｄから紙を一枚引く。

「【栃木県宇う都つの宮みや市し】……栃木県宇う都つの宮みや市しの、ってことか。これなら期待できそうだ」

　どこかホッとしながら、食べ物の名前が入っているであろう小箱Ｅから紙を引く。

「【貧乳】」

　好きな食べ物【栃木県宇う都つの宮みや市しの貧乳】……なんかチャラ男みたいじゃねーか。

「あれ、玲れ仁ひとくん二枚引いてる」

　俺に渡された【貧乳】と書かれた紙の裏にもう一枚重なっていることに気づく杏あん子ね。

「どれどれ、玲れ仁ひとくんの好きな食べ物は【栃木県宇う都つの宮みや市しの貧乳】の──」

「の？」

「【おばあさん】」

　枯れ専[image: !!!]

「あはははは、だいぶ混ざっちゃってるみたいだねー」

「だいぶじゃねー。まともな答えまだ一つも出てねーじゃねーか」

「どしてだろ？　ま、いっか。それじゃあ次『好きな映画』ね」

「……それもこの中から引くのか？」

　うなずき、小箱Ｆをこちらに寄こす。それにしてもいくつ小箱を作ってるんだ。

「玲れ仁ひとくんの好きな映画は【熟女】ね」

　……なんか普通にありそうで何も言えなかった。

「じゃあ次は──」

「杏あん子ね、いちいち質問に一枚ずつ引いていくのじれったいから一気に引かせてくれ」

「そう？　じゃあ続けて三つね。『口癖は？』『好きな言葉は？』『今までで一番高い買い物は？』」

　それぞれの小箱から三枚一気に引く。

　結果──。




　口癖は？：【ロリ】

　好きな言葉は？：【女子小学生】

　今までで一番高い買い物は？：【女子高生】




「やめろ。これはマジでやめろ。流れ的になんか妥協した生々しさが滲にじんでっから……っ！」

「玲れ仁ひとくんめっちゃえっちじゃん！」

「というかわざと変な単語入れてるだろ、杏あん子ね！」

　とうとう我慢出来ず、俺は彼女がふざけておかしな単語を入れていると睨にらみ、もう一度同じように小箱から三枚一気に引いた。

「【えっと】【雨降って地固まる】【転売されたアニメグッズ】」

　まともな単語に、言葉を失う。

「玲れ仁ひとくん、性癖の項目、行っていい？」

　うなずくしかなかった。そこに、不正はなかった。

　それから性癖の項目のワードを引き、ようやく俺のプロフィールのすべての項目が埋まった。

「よし、玲れ仁ひとくんのプロフィールはこれで完成っと♪」

　一仕事終えたような感じで軽やかにそう言うと、俺は自分のプロフィールを杏あん子ねに渡された。




　名前：庵あい原はら玲れ仁ひと

　好きな異性のタイプ：巨乳の犬♡

　好きな動物：おばあさんおじいさん♪

　好きな食べ物：栃木県宇う都つの宮みや市しの貧乳のおばあさん♡

　好きな映画：『熟女Ⅱ』

　口癖：「ロリ」

　好きな言葉：「女子小学生」

　今までで一番高い買い物：女子高生

　性癖：『笑顔の可か愛わいいおじいさんにおばあさんになりきってもらう♡』




「こんな感じだけど、どう、使えそう？」

「使えるわけねーが!?」

　しかもなんかちょくちょく細かい変更が加えられてるし。ハートをつけるな、ハートを。

「そもそもどうしてこんな【おばあさん】率が高いんだ？」

　あまりにも多すぎるその単語に疑問を投げかけると、杏あん子ねは、

「たぶんこっちの単語がいろいろ混ざっちゃってたみたいなんだよね」

　と言って、また新たな小箱を取り出した。

「それは……なんだ？」

「こっちは爽そう坂さかくんと玲れ仁ひとくんの出会いや、親友になったきっかけのワード小箱で～す♡」

　つまり彼女は、俺のプロフィールだけでなく、爽そう坂さかとの出会いまで、ランダムな単語によって決めようとしていたようだ。

　試しにノートを見せてもらうと、長々とした俺と爽そう坂さかの出会いの物語が虫食い問題形式で書かき綴つづられていた。

「……なぜ虫食いにする必要があった」

「別の違った発想を取り込みたかったの」

　結果、俺のやべえプロフィールが出来上がったわけだが。

　結局それから俺たちは二人で話し合い、偏った発想になりそうなときにだけ、小箱から取り出したいくつかのワードを参考にし、俺のプロフィールと爽そう坂さかとの出会いなどを作り直した。

　新しく出来上がったプロフィールは先ほどとは違って実に平凡だが、うまく爽そう坂さかとの差別化は出来ているので良しとしよう。爽そう坂さかとの出会いなども、平凡だが不自然ではないので良いい。

「つまんなーい。インパクトがなーい」

「人のプロフィールにインパクトを求めるな」

　完成したものに杏あん子ねは不満がある様子だったが、最初に作ったプロフィールのままだったらそれこそ噓うそっぽいし、ひおりにドン引きされかねない。

　それから三時近くになると、杏あん子ねは家のお手伝いがあると言って帰って行った。

　それにしても、こんなものを使う機会なんて、対ひおり用以外にあるのだろうか……。

　そんなことを思いつつ、俺も京きよう島じまさんたちとの約束の時間に遅れないよう、家を出た。

　そうだ。今日はこれから、クラスの文化祭準備のための買い出しで、京きよう島じまさんに会うのだ。

「休日に京きよう島じまさんに会うとか震えてきた。やべぇ、何かが起こる予感しかしねぇ……！」

　……イケるッ！







「それじゃあ各自、今日買ったものは忘れずに明日学校に持って来るように。それじゃ、解散！」

　午後六時、駅前──。

　買い出しが終わり、クラスの連中が改札へと向かって行く中、両手に買い物袋をぶら下げたままの俺は、何も出来ずに、その場に突っ立っていた。

　……何もなかった。びっくりするくらい何もなかった。

　まぁ、そりゃそうだ。京きよう島じまさんと二人っきりってわけでもないし、クラスの男女で集まったら男子は男子、女子は女子で固まるわけで……それが普通なわけで。そこから意中の相手とラブコメが起こって距離が縮まるなんてのはラノベやアニメや漫画やギャルゲの中だけなわけで。




　現実でんなこと起こるわけねーじゃん！




「……草」

　俺は一言、駅前に草を一つ生やして、クラスの連中を見送った。

「あら～、庵あい原はらさまも、向こうの駅ですか？」

　そのとき、ふと横から声をかけられる。

「うん」

　ここは私鉄の駅で、俺がいつも利用しているＪＲの駅はここから少し離れたところにあった。

　そんなことを上の空で返事をし、隣を見る。

「それでは、駅までご一緒しましょうか」

　そこには朗らかに微ほほ笑えむ、京きよう島じまさんの姿があった。

　驚きのあまり彼女を見たまま固まる俺。

　どうやらＪＲ組は、俺と彼女の二人だけらしい。

「庵あい原はらさま？」

「あっ、おっ、うん、行こう……カッ！」

　どうしよう、おしっこ漏れそう。

「あっ、駅まで荷物持つよ。重いだろうし」

　俺は歩き出した京きよう島じまさんに声をかけ、少し遠慮する彼女から何とか買い物袋を受け取る。

　そして、まるでアニメやギャルゲのような京きよう島じま龍りゆ華うかエスコートクエストが唐突に幕を開けた。

　京きよう島じまさんはぴったりと俺の隣についてきては「大丈夫ですか」「重くないですか」と気にかけてくれて、ちょっと大きめのポンチョを纏まとった私服姿の彼女が横からこちらの顔を覗のぞくたび、俺は思わずドキッとさせられた。普段の制服姿とは違い、今日はより一層、彼女のふわふわ感が増し増しになっていた。

　そんな感じで、ドキドキしながら二人並んで駅まで歩いていると、途中、京きよう島じまさんが突然足を止め、ゲームセンターの入口にあるＵＦＯキャッチャーの前に駆け寄り、こちらに振り返った。

「庵あい原はらさま、ちょっと、良いいですか？」

　京きよう島じまさんはそう言って、嬉うれしそうにＵＦＯキャッチャー内で寝そべっている大きな猫のぬいぐるみに視線を向けた。

　それから彼女は何か考えるような顔でぬいぐるみを見つめたあと、おもむろに財布を取り出し、筐きよう体たいに百円玉を二枚入れ、アームを動かし始める。

　どうやらこの大きな猫のぬいぐるみが欲しいようだ。

　俺はそんな京きよう島じまさんの姿を「可か愛わいいなぁ……」なんて思いながら眺め始めたが、すぐに、彼女のその腕前に驚きよう愕がくし、表情が強こわ張ばった。

「マジか……」

　京きよう島じまさんは、目を瞑つぶりながらやっているのではないかというくらい、あまりにも下手だった。

「あら～、惜しいです」

　まったく惜しくも何ともなかった。アームがぬいぐるみにかすってすらいない。

　そのとき、俺は生まれて初めて、ＵＦＯキャッチャーのアームが仕事を放棄し、明後日あさつての方向へと動いていく現場を目撃してしまった。

「…………」

　驚きよう愕がくのあまり俺が絶句していると、その後四回ほど挑戦した京きよう島じまさんはくるっと可か愛わいく振り返り、何事もなかったかのように、微ほほ笑えみながら歩き出そうとする。

「あのっ、京きよう島じまさん、猫のぬいぐるみはもういいの？」

「えっと……私にはちょっと難しいので、諦めることにしました」

　寂しそうな顔を見せる京きよう島じまさんから、ＵＦＯキャッチャーに目を向ける。

「ちょっと待ってて」

　言って、俺は買い物袋を置き、財布から百円玉を数枚取り出すと、ＵＦＯキャッチャーに挑んだ。

　結果──。

「本当に頂いてもよろしいのでしょうか？」

　ものの数分であっけなく獲得出来てしまう。

「京きよう島じまさんのために取ったから、うん」

「あ、ありがとうございます。庵あい原はらさま、ゲームお上手なんですね」

「へへっ」

　鼻の下を人差し指でこすり、まるで少年のようなリアクションを取る俺。

「実はこの猫さん、今日が初めてじゃなくて、何回か挑戦していたのですが、なかなか獲得することが出来なくて……」

「京きよう島じまさん、いくらぐらい使ったの？」

「あのぅ、お恥ずかしながら……」

　少し伏し目がちに、京きよう島じまさんが指を三本立てる。

「あー、三千円か。結構吞のまれたね。ならなおさら、取ることが出来てよかった」

「さ、三万円です」

「あー、三万円。……………………三万円!?」

　思わず目ん玉が飛び出そうになる。

「ちょっと店員呼んでくる」

　ゆ、許せねえ……こんないたいけなお嬢様から三万円も毟むしり取とるなんて！

「い、いいんです。こうして庵あい原はらさまが取ってくれたので！」

「……な、ならいいけど」

「はい。それより庵あい原はらさま、そのぉ～、私と一緒にこの中へ入ってもらえませんか？」

「この中って、ゲームセンターの中？」

　こくん、と弱弱しくうなずく京きよう島じまさん。

「実は私、一度もこういった場所に入ったことがなくて……」

　プライズ品を獲得したことによって、京きよう島じまさんエスコートクエストのルートが分岐した。

「お、俺で良ければ……」

「よろしくお願いします♪」

　ぬいぐるみは袋に入れ俺が持ち、京きよう島じまさんはそんな俺の腕に手をまわした。

　そして俺たちは、まるで社交場に行くような緊張感を保ったまま中へと入った。

　それから京きよう島じまさんは遊園地に来た子どもよろしく見るものすべてに目を輝かせ、そんな彼女の好奇心を削そぐことなく、俺たちはいろいろなゲームを試して回った。

　ガンシューティングで「あら～」と言いながらゾンビを撃ち殺す京きよう島じまさん。

　格ゲーで「あら～」と言いながらコンボを繫つなげ、必殺技で華麗にフィニッシュする京きよう島じまさん。

　レースゲームで「あら～」と言いながらラストスパートで一位に返り咲く京きよう島じまさん。

　音ゲーで「あら～？」と言いながら──（省略）

　こ、この女……全て「あら～」だけで片付けてやがる……！

　お嬢様の空気感を壊すことなく、「あら～」と言いながら、ほんわかとした雰囲気でいろいろなゲームの敵を蹴散らしていく京きよう島じまさんにビビりつつも、この独特な感じはＶｔｕｂｅｒに向いているかもしれない……と割と本気で思ってしまった。

　彼女がＶｔｕｂｅｒになって、ゲームのボスを倒したときはきっと『あらああああああああ』というコメントがコメント欄いっぱいに流れるのだろう。

　しかしなぜかプライズゲームだけは苦手なようで、その後何度挑戦しても彼女は一つもプライズ品を取ることが出来なかった。謎である。

「庵あい原はらさま、これはなんですか？」

　そんな京きよう島じまさんが次に目をつけたのは、音声認識型のクイズゲームだった。

　従来の答えを入力するものとは異なり、声で答える珍しいタイプの筐きよう体たいだ。

「クイズゲームだよ。答えがわかったら回答ボタンを押しながらマイクに向かって喋しやべる」

「やってみてもいいですか？」

「どうぞどうぞ」

　目をキラキラさせ、さっそくクイズに答えていく京きよう島じまさん。

　難しい問題もすらすらと答えていくその様子は、見ていて気持ちの良いいものだった。

「京きよう島じまさん、すごいね。この店のランキング上位狙えるかも」

「あら～、本当ですか？」

　頰に手を当て、少し照れた様子を見せる京きよう島じまさんへ、次の問題が出題される。

『アニメなどで百ゆ合りシーンが流れた際、【キマシタワー】と共によく使われるネット用語は？』

　しかしそこで、京きよう島じまさんの勢いが止まった。そして困ったように考え込む京きよう島じまさん。

　どうやらアニメやネット方面のことには疎うといようだ。

　けれども俺はこの問題なら京きよう島じまさんに答えられると思った。いや、むしろボーナス問題だ。

　なぜなら、この問題の答えを、彼女は先ほどから何度も何度も口にしているのだから。

「京きよう島じまさんなら答えられると思うよ」

「そうですか？　う～ん、なんでしょう……」

「ほら、京きよう島じまさんがさっきからずっと言ってるやつ！」

「ずっと言ってる……？」

「そうそう。ゲームしてるとき、よく口にしてた言葉！」

　そうだ、それを言って、たくさんの敵を蹴散らしてきたじゃないか！

「……私、ゲーム中は何も言ってませんよ？」

　む、無意識……ッ！　あれは、無意識に口から出た言葉だったか……ッ！

　だが、よし、京きよう島じまさんがそう言うならそうなんだろう！　何も言っていなかったのだろう！

「じゃあ、京きよう島じまさんの口癖は？」

「口癖、ですか？」

「そう、〝あ〟から始まる口癖」

「〝あ〟からですか？」

「そう、〝あ〟から」

「あ、あ、あ……」

　ピンと来た様子で京きよう島じまさんの表情が明るくなる。来たか……！

「アルゼンチン・バックブリーカー♪」

　き、聞いたことねええええええええええええええええええええええ！

『ブッブー、ハズレです』

「うーん、違うみたいですよ庵あい原はらさま」

「す、すいません……」

　そして、爆発音と共に時間切れになるクイズ。

「あら～」

　そ、それだああああああああああああああああああああああああ！

「時間切れになっちゃいましたね……あら、庵あい原はらさま、大丈夫ですか？」

「あ、あぁ……」

　心の中で叫びすぎて疲れてしまった俺に、京きよう島じまさんが手を差し伸べる。

「ちょっと、休みましょうか」

「そ、そうだね」

　それから俺は彼女に連れられて、人通りの少ないベンチまでやって来ると、一息ついた。

「今日はお付き合いいただき、ありがとうございました」

　俺の隣に座り、大きな猫のぬいぐるみを大事そうに抱えながら、京きよう島じまさんが微ほほ笑えむ。

「これ、宝物にしますね」

「喜んでもらえてよかった」

「あっ、あと今日ゲームセンターに来たこと、私と庵あい原はらさま二人だけの秘密でお願いします！」

「別に構わないけど、やっぱり親から来ちゃダメって言われてるの？」

「はい。ゲームセンターやインターネットはあんまりしてはいけないって言われてて……」

「そうなのか」

　今の時代、ネット禁止はどうなんだろうか。だけどまぁ、間違いとも言い切れない。

　なぜならネットで道を踏み外すこともあるからな……この、俺のように！

　そう思うと、なんだか新鮮に思えた。いろいろと息苦しさを覚える現代のネット社会の中、ネット文化に毒されていない京きよう島じまさんの存在は、一瞬、俺をネットから離してくれる。

「だから、ちょっとドキドキしちゃいました。ちょっぴり冒険した気分です」

　そう言って、あどけない少女のような表情を見せる京きよう島じまさん。

　そんな彼女を見て、俺も満たされた気持ちになった。

「庵あい原はらさま」

「はい」

「私に何かしてほしいこと、ありませんか？」

「はい？」

「そのぉ、私のお願い聞いてもらったので、今度は私が庵あい原はらさまのお願い、お聞きします！」

「お、お願い……お願いか……」

　突然そんなことを言われ、思わず戸惑った。そりゃあ、京きよう島じまさんにしてほしいことなんていっぱいある。ありすぎてその中から一つを選ぶなんて難しいくらいだ。でも、あえて選ぶというのなら、やっぱり死ぬまでに一回で良いいから京きよう島じまさんに甘えてみたい……現実が嫌になったとき、何もかも投げ捨てて、彼女の優しい雰囲気に包まれながら、頑張ったねとか、大丈夫だよとか、私が傍そばにいるからねとか言われながら、よしよししてもらいてぇよなぁ……。

「……で、ひざまくらなんてされたらもう最高だよな、はは」

「あら～、ひざまくらですか？」

「えっ、あれ、俺なんか言っちゃいました？」

　やっべ、心の声が口から出とるやんけ！

「いいですよ、ひざまくら」

　抱えていたぬいぐるみを仕舞い、ぽんぽんと軽く膝を叩たたいて誘う京きよう島じまさん。

「う、噓うそ噓うそ噓うそ！　冗談だから！」

「庵あい原はらさま、どうぞ」

　言うも空むなしく、そのとき俺は不思議なことにものすごい重力に気け圧おされ、横になっていた。

　見上げれば京きよう島じまさんのたわわに実った胸が、横を向けば京きよう島じまさんの太ももが、そして京きよう島じまさんの匂いに包まれながら、スカートを通して、彼女の体温が後頭部に伝わってくる。

　そんな彼女の体温を感じ、俺は不意に京きよう島じまさんと初めて出会ったときのことを思い出した。

　噓うそみたいな話だが、俺と京きよう島じまさんの出会いは、最初に俺が彼女に話しかけたことで始まった。

　というのも、入学式の日、窓まど際ぎわのいちばん前にある俺の席で、なぜか彼女が気持ちよさそうに眠っていたため、俺がそれを起こした、というだけの話なのだが。
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　彼女曰いわく、好きな席に座って良いと勘違いして、窓まど際ぎわの席を選んだらしい。

　しかし、それだけだったらまだ微ほほ笑えましい勘違いで済んだのだが、なんと京きよう島じまさんはそのとき、席を間違えただけでなく、クラスも間違えていたのだからこれまた事件である。

　そんなことがあり、俺が入学式の日に抱えていた緊張や不安は、彼女が一気に吹き飛ばしてくれた。そして覚えているのは、椅子に座ったときに感じた彼女の温ぬくもりと、ドキドキ。

　それから一年後、俺と京きよう島じまさんはめでたく同じクラスになった。

　もちろんそのとき、やはりお互いに一年前のデジャブを感じていたらしい。

　そんなことを笑いながら話したとき、たぶん俺は彼女のことを好きになったのだと思う。

　──で、今に至るわけだが……。

　まさか俺の席で眠っていた京きよう島じまさんの膝で、今度は俺が寝かせてもらうとは思わなかった。

　っつーか、京きよう島じまさんのこと独り占めしちゃってるじゃん、俺。

　なんだよこの状況。なんで俺、京きよう島じまさんにひざまくらお願いしちゃってるの。

　そんでもってなんで京きよう島じまさん、俺をひざまくらしちゃってるの。

「庵あい原はらさま、どうですか？」

「す、凄すさまじいです……」

　あら～、と京きよう島じまさんが俺を見降ろし、優しげに微ほほ笑えむ。

「あっ、そういえば庵あい原はらさま、私、このまえ爽そう坂さかいづるという方の歌を聞いてみたんです。あれ、庵あい原はらさまですか？」

「えっ……！　あ、えっ……」

　バ、バレた!?

「──って、くらい、庵あい原はらさまの歌声に似ててびっくりしちゃいました」

　あ、あぶねえ。なんか焦あせって変な言い訳繰り出しそうになった。

「そ、そんなに似てるのかー」

「とっても似てましたよ。ですが私は、庵あい原はらさまの歌声が好きですよ」

　京きよう島じまさんが褒めてくれる。

「て、照れるな……」

「それより庵あい原はらさま、私のひざまくら、そんなに心地よいですか？」

「え……？　う、うん。な、なんで？」

「うふふ、なんでもないですよ。庵あい原はらさま、かわいいです」

　そしてとうとう、京きよう島じまさんは俺の頭を撫なで始めた。そのとき、俺は悟った。

　京きよう島じま龍りゆ華うかのひざまくらは、人をだめにするひざまくらだ……と。

　出来るならば、このまま永遠に京きよう島じまさんのひざまくらに浸っていたい。

　しかしこのままじゃ本気で戻れなくなる……まともな社会生活が送れなくなる。

　京きよう島じまさんのひざまくら無しじゃ生きていけない体になる……！

「きょ、京きよう島じまさん、ありがとう」

　引き返せなくなる前に、俺は断腸の思いで起き上がると、その勢いのまま立ち上がった。

「あら～、もうよろしいのですか？」

「あ、あぁ……京きよう島じまさんのひざまくら、最高だったぜ！」

　この世の物とは思えない幸福感から何とか自力で抜け出した俺は、いつの間にか口から垂れていた涎よだれを拭ったあと、京きよう島じまさんを無事駅まで送り届け、そのまま家に帰った。

　京きよう島じまさんが俺のことを「かわいい」と言っていたが、ひざまくらされている最中の俺はいったいどんな表情をしていたというのか。無意識のうちに涎よだれが垂れていたというのが恐ろしい。

　軽はずみにひざまくらなんて口にするもんじゃねえ、危うく廃人になるところだったぜ。







『爽そう坂さかくん、最近、配信サボりすぎじゃな～い？』

　その日の夜──。

　爽そう坂さかの配信を終わらせた瞬間、いのんからかかってきた通話の第一声がそれだった。

「今の今まで配信をしていたのだが、配信サボりすぎとはこれ如い何かに」

『そ、そうじゃなくて、配信時間が短くなったって言いたかったの、いのんはっ！』

「……と言うと？」

『だーかーらー、いつも日曜日や休日は午後から配信してたのに今日は夜からだったし、平日の通常配信だって最近18時開始が多いじゃない？　これってサボりって言うの、わかる？』

　実に生意気そうな口ぶりで、いのんが話す。

『それに最近コラボもしてくれないし、爽そう坂さかくん、何かいのんに隠してない？』

「特には」

　マイク越しにぶすっとするのがわかった。どうもご不満そうないのん。

「んー、それじゃあ俺はどうすればいい？」

『いのんと結婚する』

「俺はどうすればいい？」

『いのんと幸せな家庭を築く』

「俺はどうすればいい？」

『いのんと生涯を共にする』

「……まぁたしかにいのんの言う通り配信時間は少しだけ減ったかもしれん」

『ちょっと、さっきの質問の答えに何か反応しなさいよ。それに少しじゃない、たくさんよ、た・く・さ・ん！』

「じゃあ、たくさん減った」

　いのんが満足げにうなずく。

「でもそれには理由があるんだ」

『なによ』

「最近リアルのほうでちょっとやることが増えた。それで、配信時間のほうを削らざるを得なくなったんだ」

　俺がそう言うと、いのんは少し黙り込んだあと、尋ねる。

『リアルのほうでやることって？』

「まぁ、いろいろ」

　説明するのがややこしいので言葉を濁すと、しかし彼女はそれ以上は尋ねてこなかった。

『爽そう坂さかくんはずっとネット側こつちの人だと思ってた』

　ぽつりと言われたその一言に少しだけ寂しさを覚える。

「俺もそう思ってるし、たぶん今が忙しいだけで、結局はネットに戻るよ」

　その言葉に噓うそはない。きっとそれが、ネットに魂を奪われた人間の末路だ。

　もはや切っても切り離せない、体の一部になってしまっている。

『今じゃなきゃやだもん』

「やだもんって言われても」

『今じゃなきゃやだ。リアルなんて捨てて。ネットに生きて！』

「そいつはとんでもねぇお願いだ。俺の人生を埃ほこりか何かだと思ってやがるな！」

『いのんが養ってあげるから』

　女子高生に言われても説得力がない。

「わがまま言わないでくれ。ちゃんとまたコラボもするから」

『いつよ？』

「まぁ、都合が合えば」

『明日？』

「明日はちょっとぉ……」

『やーだーやーだーやーだーやーだー』

　幼いのん、発動。

『やーだーやーだーやーだーやーだーやーだだだーだだだだだだだだだ』

「うぉ、出た！　幼いのんの十六連打だ！」

『だだだだだだだだだだだだだだだだだ』

「幼いのんーバグってるぞー」

『だだだだだだだだだ』

「…………」

『だだだだだだ』

「明日も早いから寝るわ、おやすみ」
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　いつにも増してわがままが収まらないいのんに、俺は根負けしたように言った。

「ちゃんとコラボするから、それじゃダメか？」

『……爽そう坂さかくんはいのんだけの物だもん』

　否定するとまたやかましくなりそうなのでうなずいておこう。

「うん」

『絶対に誰にも渡さないんだからっ！』

「うん」

『爽そう坂さかくん！』

「うん？」

『おやすみっ！』

「はい、おやすみ」

　いのんとの通話が切れる。

　いったい全体なんだったんだ今の時間……と思いつつ、俺も大人しく寝ることにした。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　一週間後の日曜日──。

　とても怒った様子のひおりから突然、電話がかかってきた。

『兄さん！　話があるから、とにかく実家に帰ってきてください！』

　ひおり曰いわく、今日は両親が実家にいないようで、そんな折、緊急事態が発生してしまったため、今すぐに俺に来てほしいということだった。

　そんな切羽詰まった様子のひおりが心配になり、急いで実家に向かう。

　それから実家に到着した俺は、緊張しながらインターホンを押す。

「入って来てください」

　インターホン越しの彼女の声は、少し震えていた。

　何があったのか、ひおりは大丈夫なのか。

　悪い予感ばかりが頭に浮かび、俺は逸はやる気持ちで実家に上がると、リビングへ駆け込んだ。

「ひおり、大丈夫か……！」

　そして俺がリビングに入るなり、ひおりが怒った様子で駆け寄って来る。

「兄さん！」

「な、なんだ！」

「た、た……！」

「た……？」

「助けてください！」

「……な、何をだ！」

　気がつくとひおりは涙目になっていた。

　そんな彼女に、とりあえず事情を聴いてみる。

　どうやら都と鳥とりさんと二人っきりでオフ会をすることになったらしい。

「仲間が出来てよかったな、ひおり」

　彼女が怒ったように見えたのは、その緊張からのようだった。

「はい、嬉うれしいです！　でも、良くないです！」

「どうしてだよ？」

「だ、だって、二人っきりなんて、ど、どうしたらいいかわかりません！」

　初めての彼氏とのデートで緊張する女子か。

「ならオフ会なんて誘うなよ」

「そ、それは……爽そう坂さかくんのことで盛り上がっちゃって、つい……！」

「つい……！　ってなぁ」

「ふにゅ～」

　涙目でへにゃへにゃな声を出すひおり。

「今さらふにゅ～って言っても、もう約束しちゃったんだろ？　なら覚悟を決めるしかないな」

「はい、だから兄さん！　同席よろしくお願いします！」

　だから、の意味がわからん。

「俺が同席したら都と鳥とりさんは困ってしまうんじゃないか？　ひおりと二人が良いいだろうし」

　それに俺には彼女に避けられているというトラウマもあるし。

「大丈夫です、彼女には許可を取りましたから！」

　ひおりがどこか得意げな表情を見せる。

「それに兄さんは爽そう坂さかくんの親友ですし、爽そう坂さかくんのお話、いろいろ聞かせてあげてください！」

　うおっ、さっそく杏あん子ねと作ったあのプロフィールノートの出番が訪れると言うのか。

　というか、ひおりのやつ、俺に頼る気満々にしか見えないぞ。

「まぁ、相手が良いいって言うなら構わないけど……」

　けれども妹の頼みなら、やっぱり俺は出来ることなら何だって聞いてあげたい。

「それで、オフ会はいつなんだ？　来週の日曜辺りか？」

「今日です！」

「今日か……今日じゃねえか！」

　あまりに突然なことに意味がわからない言葉が口から飛び出る。

「場所は!?」

「ここです！」

　初しよっ端ぱなから家にご招待してるぅぅぅぅぅ！

「時刻は!?」

「時刻は……」

　ひおりは壁の丸時計に目を向け、それから数秒待ち、十三時ジャストになると言った。

「……今です！」

「発射ァァァァァァァァァァァッ！」

　俺の号令と同時に、ピンポーン、と鳴るインターホン。時間に正確な都と鳥とりさん。

「あっ、都と鳥とりさん来ましたよ。出てきますね」

　そしてひおりは彼女を玄関まで迎えに行った。

「坂女交流会のときも思ったが、いつも突然なんだよなぁ、ひおりのやつ！」

　俺は焦あせりながら配信用のスマホを取り出すと、爽そう坂さかアカで十五時から予定していた今日の配信の中止をつぶやいた。まだ十三時だが、恐らく十五時までに家には帰れない。

「どうぞ、こっちです」

　ひおりの声にスマホから顔を上げると、少しよそよそしい感じで都と鳥とりさんが歩いてくる。

　坂女交流会やカラオケ、ライブ会場など、今まで暗い場所でしか彼女の姿を見ていなかったせいか、日の光の下で初めて見る都と鳥とりさんは一段と可か憐れんで、そして、交流会のときにしていた黒縁メガネもかけていないため、だいぶ幼く見えた。

「こ、こんにちは」

　リビングに入ってきた都と鳥とりさんに挨拶をすると、彼女は俺の姿に一瞬びくっとしつつも、ぺこりと頭を下げてくれる。

　とりあえずテーブルに向かい合って着いた俺と都と鳥とりさんに、ひおりが慣れた様子でお茶菓子などを用意し、オフ会が始まった。

　始まってすぐにひおりが俺の隣に座るものだから、まるで三者面談のような雰囲気だったものの、爽そう坂さかの話が始まると二人はすぐに打ち解け合った様子（主にひおりがどんどん喋しやべり、都と鳥とりさんがスマホに文字を入力して答えるといった形）で会話が弾む。にしても、スケッチブックでクイズに答えたり、スマホで会話したり……都と鳥とりさん、まさかとは思うがそれは、いわゆるキャラ付けってやつか!?　数年後、ふと思い出して悶もだえちゃうやつか!?

　瞬間、頭の中で数年後の都と鳥とりさんがクッションに顔を埋めて足をバタバタさせている光景が浮かび、ちょっとだけ楽しくなってしまった。み、見てぇ……絶対可か愛わいいだろ、そんなの。

　それから、リビングにあるテレビで爽そう坂さかの歌動画を見たり、切り抜き動画で笑ったりしながら、オフ会は何事もなく平和に過ぎていく。

　そんな光景に、なんだよひおりのやつ、俺がいなくても全然喋しやべれてるじゃないか……と兄心ながら微ほほ笑えましい感じで妹の様子を見守っていると、そこでひおりが突然立ち上がり言った。

「ちょっと飲み物買ってきます」

　見ると、ジュースのボトルが空になってしまったようだ。

「ひおり、俺が行くよ」

　すかさず俺が立ち上がると、しかしひおりはいかにも、気を利きかせています、といった感じで俺を再び座らせる。

「私が行きますよ。兄さんも爽そう坂さかくんの動画見ていたいと思いますし」

　いや、別に見ていたくはねーんだが!?

「でもせっかくのオフ会だし、都と鳥とりさんも俺と二人じゃ困るよな？」

　俺が彼女と二人っきりにされて困るように、彼女も同じ気持ちだと思い尋ねる。

　しかし都と鳥とりさんは首をふるふると横に振った。

　なぜここで見せた、今までにない気遣い！

「都と鳥とりさんもこう言ってることですし、私がささっと行ってちゃちゃっと買ってきちゃいます。どうせ兄さん、近くのコンビニの場所変わってるの知りませんよね？」

「あれ、変わったのか」

「ほら、兄さんに頼んだら絶対時間かかってた」

　それじゃ行ってきまーす、と言って、ひおりはお財布片手にコンビニへ行ってしまった。

　そして二人っきりで残される、俺と都と鳥とりさん。

「…………」

「…………」

　昼下がり、誰もいない家、美少女と二人っきり、何も起きないはずがなく……。

　そんなことをふざけて考えていると、絨じゆう毯たんの上にぺたんと座っていた都と鳥とりさんはテレビに接続されていたタブレットをいじり動画を停止させた。

　それから彼女は、ソファに座っていた俺の前に立ち、こちらをまっすぐに見つめた。

　……え、マジ？　これ、マジでなんか起きそうな雰囲気じゃないか？

「と、都と鳥とりさん？」

　ドキドキと心臓が鳴る。真正面から見る彼女は童顔で、本当に紛れもなく美少女だった。

　そしてしばらく俺の顔をじっと見つめていたかと思うと、彼女はニッと口角を上げ笑った。

「初めまして、爽そう坂さかくん」

　その聞き覚えのあるちょっと高めのキュートボイスに、俺は目を見開く。

「その声、まさか……！」

　脳内でアイキャッチと共にジングルが鳴る。

　そしてここでＡパート終了。

　続きはＣＭの後で！

「そうよ、爽そう坂さかくん」

　……もちろんＣＭなんてあるはずもなく、都と鳥とりさんはうなずき、深く息を吸うと、そのセリフを口にする。

「はろはろっ！　みんな元気？　バーチャル女子高生アイドル☆渚なぎさいのんよ～ん！」

「いのん……っ！」

　都と鳥とりさんの正体、それは──いのんだった。

「うふふっ、びっくりした？」

「あ、あぁ……いのんおまえ、バーチャルのガワとリアルの見た目、まったく同じじゃないか」

　実際に目の前に現れたことよりも、リアルとバーチャルの見た目が同じことに驚く。

　都と鳥とりさんの姿を見て、いのんが現実に現れたらこんな感じなのだろうなと何となく思っていたが、まさか本物だったとは……。

「そ、それはどういう意味なのよ……？」

「だから、バーチャルとまったく同じで、めちゃくちゃ可か愛わいいじゃないかって……意味だ」

　ポッ[image: ///]と顔を赤らめるいのん。

「な、なにナチュラルにくどいてるのよ……」

　それから俺は彼女のリュックを見て、あることに気づいた。

「いのん、まさかおまえ……」

「な、なによ」

「本名、〝いの〟って言うのか？」

「な、なんでわかったのよ！」

「いや、リュックに刺し繡しゆうしてあるから」

　彼女の可か愛わいらしいリュックには、でかでかと『ＩＮＯ』と刺し繡しゆうされていた。

　俺はてっきりブランドの名前か何かだと思っていたが、まさか本人の名前だったとは。

「い、いいでしょ別に！　パパとママがしてくれたの！」

　なんという愛されお嬢様……。

「もう、なんでこっちの情報ばかり洩もれるのよ」

　これでもかと言うほど自分から情報をばら撒まいてる気がするが。

「ふふん、でもこっちだって爽そう坂さかくんの苗みよう字じわかってるんだから。庵あい原はらって言うんでしょ？　ひおりちゃんの苗みよう字じが庵あい原はらだから、お兄さんのあなたも同じ苗みよう字じのはずよ！」

「あぁ、庵あい原はらだ」

　答えると、どこか誇らしげないのん。

「あとは名前だけね……絶対に見つけてみせるわ！　それともひおりちゃんに聞いちゃおうかしらぁ？　あらぁ～どうしましょうかね～このままじゃ爽そう坂さかくん、本名バレしちゃうわよ～？」

「玲れ仁ひと」

「えっ？」

「俺の名前、庵あい原はら玲れ仁ひと」

　そこで、俺があまりにも簡単に自分の本名を言うものだから、彼女は困惑した表情を見せた。

「な、なんでそんな簡単に教えてくれるのよ」

「別に隠す必要もなくないか。俺たち長い付き合いなんだし」

「……そ、それもそうね。それもそうなのよ！　別に本名バレても何も問題ないの！」

　腑ふに落ちた様子で、顔に晴れやかな表情を浮かべるいのん。

　それから俺たちは改めて自己紹介をした。いのんの本名は都と鳥とり依い乃のというらしい。

「庵あい原はら……れ、玲れ仁ひとくん……」

　俺の名前を口にし、なぜかまたポッ[image: ///]と顔を赤らめる依い乃の。

「お、教えてくれたからって手加減しないんだから！」

「手加減ってなんのだよ」

　尋ねると、依い乃のは悪そうな笑みを浮かべた。

「ひおりちゃんに爽そう坂さかくんの正体バラしちゃうもんね、べーっだ」

「はっ？　意味がわからねぇ。マジでそれだけはやめろ」

「だって爽そう坂さかくんが構ってくれないのがいけないんだもん！」

「だからってひおりは関係ないだろ！」

「関係あるもん！　爽そう坂さかくん、最近ずっとひおりちゃんのことばっかじゃん！　だからひおりちゃんが爽そう坂さかくんの正体を知って嫌いになれば爽そう坂さかくんはリアルで忙しくなくなるし、爽そう坂さかくんはまた依い乃のだけのものになるでしょ！　だからだから、依い乃のはこうしてリアルに現れて爽そう坂さかくんを取り返しに来たのよ！」

　言ってることがめちゃくちゃだ。しかも幼いのんが出始めてるし。

「リアルに現れてって、俺たちすでに何回かリアルで会ってるだろ……あっ、というか依い乃の、オフ会のとき、なんで俺が歌い出したらいきなり逃げたんだよ！」

「あ、あれは……声聞いて、あなたが爽そう坂さかくんだってわかって、びっくりしたから、思わず」

　どうやら依い乃のは俺の爽そう坂さかの声と地声を知っていたから、あそこで気づいたらしい。

「だからって逃げることないだろ……」

「だ、だって、爽そう坂さかくん本人が、まさか爽そう坂さかくんファンのオフ会に参加してるなんて思わないじゃない！」

「た、たしかに……あっ、依い乃の、あともう一つ言いたいことがある」

「な、なによ！」

「ライブのとき、ひおりの束縛から助けてくれてありがとな。あれ、俺が爽そう坂さかだってわかってたから、助けてくれたんだよな」

「そ、そうよ……」

　それにしても、坂女交流会に参加したり、ライブに参加したり、彼女が爽そう坂さか関連のイベント事にしっかり足を運んでくれていることに、ちょっとだけ感動する。

　同時に、それだけ爽そう坂さかのことを思ってくれている依い乃のに寂しい想おもいをさせてしまったのかと思うと、罪悪感を覚えた。

　だが、ひおりにバレるのだけは何としても阻止しなければならない。

「と、とにかく、ひおりちゃんにバラしちゃうわよ！　これは脅しなのよ！　わかってるの？」

「でもいのん、声も出さずにどうやってバラすつもりなんだ？　喋しやべったら俺じゃなく、いのんがひおりにバレるぞ。何せ爽そう坂さかとのコラボ配信いっぱいしてきたからな」

「ふんっ、喋しやべれなくても秘策は用意してあるんだから」

「……秘策？」

　そこへ、玄関のドアが開く音がした。

「ただいまです」

　ジュースとお菓子の入ったレジ袋を提げたひおりがリビングへと戻って来る。

「あっ、動画止めて待っててくれたんですか？」

　急に黙りこくり、こくこくとうなずく依い乃の。

「ありがとうございます！　それじゃあ、続き、始めましょう！」

　そして俺と依い乃のとひおりの、オフ会第二ラウンドが始まる。







　第二ラウンドが始まっても、依い乃のはスマホで会話を続けていた。

　しかしそのスマホの会話の中に、依い乃のの言う秘策というのが紛れているのがわかった。

　それは一見、普通の長文に見えるも、その文字列の頭を読んでいくと、こうなる。




〝爽〟坂くんのことでこんなに話せる相手が出来て私も嬉うれしい♡

〝坂〟女として、これからも彼のこと、応援していこうね！

〝は〟ぁ……でもいいなぁ。

〝兄〟妹で爽そう坂さかくんのお話出来るなんて、羨ましい。




『爽そう坂さかは兄』

　縦読みとかまたネットに毒された方法を……。

　しかしひおりは気づいていないようで、ホッと胸をなでおろす。

　それからと言うもの、依い乃のは爽そう坂さかのアクリルキーホルダーをテーブルの上に並べたかと思えば、そのアクリルキーホルダーで俺の方へと矢印を作っていたり（つまり爽そう坂さかはこいつだ、と示したかったのだ）、俺の背中に『爽そう坂さか』と書かれた紙を貼り付けようとしたり（これは俺が寸前で気づいて未遂に終わった）、何ともまぁ地味な攻撃を多々仕掛けて来ていた。

　バラしたいのかバラしたくないのかよくわからん。

「ふっ、甘いな」

「ぐぬぬ……」

　彼女の秘策とやらに対して思わずそんな言葉をこぼすと、悔しそうに依い乃のも声を漏らした。

「あっ、都と鳥とりさん、今……」

　しかしそこで声を発したことにより、ひおりが反応する。ハッとする俺と依い乃の。

　けれどもひおりは、とても優しげに微ほほ笑えんだ。

「都と鳥とりさん、恥ずかしがらなくていいですよ」

　どうやらひおりは恥ずかしがって依い乃のが声を出さないと思っているらしい。

　そんな依い乃のに、俺は視線を向ける。彼女はどうするのだろうか。

　依い乃のの地声はいのんそのものなので、喋しやべったらきっとひおりにはそのことがバレるだろう。

「無理にとは言いませんが、普通に話してくれると私も嬉うれしいです。それにスマホで会話するより全然楽ですし！」

　またストレートな言い方を……。

　けれども意外なことに、そんなひおりに依い乃のはうなずくと、簡単に口を開いた。

「じゃ、じゃあ普通に話す……」

　そして彼女が出した声は、ちょっと地声を低くした、何とも言えないショタボイス。

「都と鳥とりさん、かわいいです！」

「……う、う」

　ひおりに褒められ、なぜか顔を紅潮させる依い乃の。

　もしかしてバレるとか関係なく、マジで恥ずかしがって喋しやべらなかったのか!?

「あ、庵あい原はらさん……あの、ゲームしよ」

　すると、これ以上自分の声の話題が広がるのを避けるためか、依い乃のはリュックから携帯型のゲーム機〝スイッチュ〟を取り出す。

　ひおりも「はい！」とうなずき、自分の部屋からスイッチュを持って来ると、テレビの前のドックに差し込み、ゲーム画面をテレビに映し始める。

　そして二人は、ゲットしたモンスター同士をポイッと出して戦わせるゲーム、その名も『ポイットモンスター（ポイモン）』を始めた。

　最近爽そう坂さかがこのポイモンを始め、後々リスナー参加型の対戦企画などをやると言ったので、二人も始めたのだろう。

「都と鳥とりさん、勝負です！」

　お互いに準備を終えた二人は、気合いの入ったひおりの一言で対戦を始める。

　ひおりのプレイ画面はテレビに映しているので、俺もその様子を観戦することが出来た。

　そしてお互いに繰り出した一匹目のモンスターの名前を見て、俺は言葉を失う。

　なぜなら二人とも、最初に出したモンスターのニックネームが『ソウサカくん』だったのだ。

「やっぱり付けちゃいますよね、名前」

「う、うん」

　モンスターに爽そう坂さかの名前を付けるな。

　それから二人は対戦をしていくのだが、しかし依い乃のはやけに弱く、すぐにやられてしまう。

　コラボ配信なんかで一緒にゲームをするときは、そんなに下手なイメージがなかったため、何かおかしいと思い、繰り出される彼女のモンスターに注目していると、その理由がわかった。

　依い乃のの手持ちモンスター六匹のニックネームを登場順に並べると、こうなる。




『ソウサカくん』

『ショータイ』

『オニイサン』

『ソウサカト』

『イノンハ』

『ラブラブ』




　変なネタ仕込んできやがって。これを見せるためにわざと負けているのか！

「やったー！　勝ちました！　都と鳥とりさんよわよわですねー！」

　しかしひおりはまったく微み塵じんも気づいておらず、純粋に勝利を喜んでいる様子。

　せっかく仕込んだネタがスルーされ、依い乃のは悔しそうにスイッチュの電源を落とすや、こんなことを口にした。

「ね、ねえ庵あい原はらさん、知ってる？　爽そう坂さかくんといのんちゃんが付き合ってるって噂うわさ」

　完全に油断していた俺は、依い乃のの放ったその言葉に、彼女がとうとう強硬手段に出たことに気づく。

　ひおりの前で堂々と喋しやべれるようになったから、直接言葉で言うつもりだ。

「噂うわさは信じません」

　きっぱりと突っぱねるひおりに、依い乃のが続ける。

「でも二人でこっそり会ってるみたいだよ」

　こっそりかどうかはわからないが、会ってることは事実なので何も言えねぇ。

「爽そう坂さかくんのこと好きだけど、ふ、二人ってお似合いだと思わない？」

　途端、黙り込むひおり。

「それに爽そう坂さかくん、今日配信予定だったのに急に中止したのも怪しいし……いのんちゃんもツイッピャーで今日はおでかけってつぶやいてる。今頃二人で会ってたりしてね」

　な、何も言えねえ[image: !!!]

「やっぱり会ってるよね、これ、絶対に。庵あい原はらさんもそう思うよね？」

「…………」

「おい、都と鳥とりさん、いい加減に──」

「じゃあ配信してみなさいよ。間違ってるって言うんなら爽そう坂さかくん配信するはずでしょ！」

　依い乃のが声を荒げる。

　もちろん俺がここにいて、爽そう坂さかで配信が出来ないと知ってるからこそのセリフだ。

　どうやらひおりに余計な疑念を抱かせて、爽そう坂さかから遠ざけようという作戦らしい。

　卑ひ怯きようだぞ、いのん！

　見ればひおりはテーブルの椅子ですっかりしょんぼりしており、スマホをじっと眺めていた。

　彼女には直接爽そう坂さかに確認する術すべがあった。電話をかければ、爽そう坂さかが今何をしているかわかる。

　しかし、そんなことで電話をすることに、やはり躊躇ためらいがあるのだろう。

　そして俺も、今かけられても爽そう坂さかで出ることが出来ない。

　出られないと、依い乃のの話の信しん憑ぴよう性が高まってしまうことになる。

　なかなかにやべえ状況だ。

　しかしどうすることも出来ず、何か良いい方法はないかと考えていると、そこへ杏あん子ねから実にのんきなラヒンが送られてきた。




　杏あん子ね∨家のお手伝い終わったぁ～　疲れたぁ～　玲れ仁ひとくん何してるのぉ～？

　杏あん子ね∨あっ、もしかしてあたしのこと考えてた？♡　きゃっ[image: ///]　玲れ仁ひとくん、きゃっ[image: ///]

　玲れ仁ひと∨修羅場。至急応援求む。場所はひおりの家。急ぎ来られたし。

　杏あん子ね∨我、承知致した。貴殿のために向かおうぞ。目指すは庵あい原はら城。




　それから十分後、インターホンが鳴ると、俺はひおりより先に立ち上がり外に出る。

　そして手短に杏あん子ねへ今の状況を説明し、俺の家の鍵と配信用のスマホを渡すと言った。

「杏あん子ね、頼めるか」

「『庵あい原はら杏あん子ね同盟』の名に懸けて、絶対にうまくやってみせるって、任せな任せな～？」

「……助かる。悪いな」

「いいよ、ひおりのためだもんね。でもその代わり、あたしが玲れ仁ひとくんの家に行くまで場を持たせること、いいね？」

「あぁ、それは何とかしてみせる。裸踊りでもなんでもして、時間を稼いでみせるさ」

「それは別の修羅場になりそうだからやめて」

「わかった。普通の方法で頑張る」

「よろしい。それじゃのんびりしてられないよね。杏あん子ね、ちょっくら爽そう坂さかくんになってくる☆」

　どこかワクワクした声色で言うと、杏あん子ねはぴゅーんと走り去っていった。

「さて、どうやって場を持たせるかな」

　ため息まじりにそんなことをつぶやきながらリビングへ戻る。

　すると、ひおりと依い乃のの会話が再開していた。

　どうやら、どちらが爽そう坂さかのことに詳しいかを言い争っているようだった。

「爽そう坂さかくんのこと何も知らないくせに、勝手なこと言わないでください！」

「し、知ってるわよ！　だって私はいの──」

　依い乃の、今自分のこと〝いのん〟だって口を滑らせそうになったな。

　ぎりぎりのところで踏ん張るも、ひおりがジト目で言った。

「いの……なんなんですか？」

「い、いの……」

　どうする、いのん……！

「──命を彼に捧ささげる覚悟があるのだから！」

　急に重くなったなおい。こっちがプレッシャーだぞ。

「命くらい、爽そう坂さかくんのためなら私だって百個くらい用意できます！」

　それは無理だろひおり。

「ふんっ、庵あい原はらさんこそ、爽そう坂さかくんと話したこともないのに知った気になってるだけじゃない」

「話したことくらいあります！　私、爽そう坂さかくんと電──」

　電話って言おうとし、しかし坂女としてそれはルール違反なので寸前で踏ふみ止とどまるひおり。

　お互いに言えない秘密を持っているせいか、やりにくそうな感じが伝わってきてこっちがハラハラする。

「電……なによ！」

「で、電……電子の世界を通して、爽そう坂さかくんの雑談に相あい槌づち打ってあげたりしてますし！」

　それは完全にやべえやつだひおり！

「わたっ、私はいつも爽そう坂さかくんにキスしてあげてるのよ！　画面越しに、ちゅっ、てね！」

　それはもっとやべえやつだ依い乃の！

「おい二人とも、そこらへんにしとけ」

　お互いに爽そう坂さかとの繫つながりはあるものの言い出せないジレンマを感じ、このままだと重い女と電波な女の痛い言い争いになってしまいそうなので、俺は冷蔵庫にあったプリンを二つ取り出すと、二人に渡して会話を中断させる。

「とりあえずプリンでも食べて落ち着け」

「兄さん、それ私のプリンなんですけど！」

　ほんとだ、よく見れば蓋に『ひおり』って名前が書いてある！

「いいから、食べて落ち着くんだ」

「……食べて、いいの？」

　俺の言葉に、途端、依い乃のが申し訳なさそうにひおりに尋ねる。

「……い、いいですよ、都と鳥とりさんなら。だって、お、お友達ですし」

　ひおりもどこかツンとしながらも、少し照れくさそうに答える。

　その直後、俺の方に向くと、ムスッと唇を尖とがらせた。

「兄さん、今度いっぱいプリン買ってきてもらいますからね」

「はい」

　それから、プリンを食べ始めた二人は一瞬とろけそうな顔を見せるも、またすぐに口を開いて言い争いを再開させた。

「とにかく、私のほうが爽そう坂さかくんのこと、知ってます」

「いいえ、私のほうが知ってるわ」

「私、爽そう坂さかくんの秘密持ってます」

「そんなの、私だって持ってるもの」

　秘密……だと？

　い、いったい俺はこの二人にどんな秘密を握られているというのだ……。

　秘密……秘密……あっ、もしかして──。

「爽そう坂さかの秘密って、風ふ呂ろでついしちゃうアレのことか？」

　俺がふと尋ねると、二人が物もの凄すごい勢いでこちらにばばっと振り向いた。

「な、なんですかその話は、初耳です」

「ちょっと詳しく聞かせなさいよ。お風ふ呂ろの中でついしちゃうアレって何よ！」

「あっ、いや……」

　しまった、完全に墓穴掘った。

「知らないんなら良いいんだ。俺と爽そう坂さかの、男同士の秘密だから……言わない！」

　途端、リビング内にブーイングが巻き起こる。

「もう、兄さんまで参加して自慢しないでください！」

「ほんとよ、ただ自慢したいだけじゃないの」

「……すいませんでした」

　二人に頭を下げる。……なんで俺、謝ってるんだろう。

「決着がつきませんね」

「そうね」

「じゃあ、ここらで爽そう坂さかくんのこと、どこまで知ってるかクイズでも出し合いますか？」

「いいわ、望むところよ。坂女交流会では引き分けだったけど、ここで今、決着をつけてあげようじゃないの」

　……なんかこいつら、この言い争いを楽しんでないか？

　いや、そんなことよりあの地獄をここでおっぱじめられるわけにはいかない。

「ま、待て、二人とも」

「兄さんは黙っていてください」

「そうよ、邪魔しないでっ！」

「ぬっ……！」

「それじゃあいきますよ、第一問──」

　ひおりが問題を口にしようとする。とそのとき──。

　ひおりと依い乃ののスマホの通知が同時に鳴った。

「爽そう坂さかくんです！」

　ひおりが嬉うれしそうにスマホを見る。

　俺も依い乃のと一緒に、彼女のスマホで爽そう坂さかの配信が始まったことを確認した。

　爽そう坂さかはマイクの音声を入れていないことを、配信画面に文字を映すことで説明し、それから『すいません、中止の理由はただの風邪です。朝から声ガラガラで、お聞き苦しい声は聞かせられないので中止させていただきました。リスナーさんから心配する声が多かったので急きゆう遽きよ配信しましたが、何かあったわけではないので、ご心配なさらず』と中止の理由を文章で語った。

　どうやら杏あん子ねのやつ、ちゃんとうまくできたようだ。助かった。

「な、なんでよ……」

　爽そう坂さかが配信していることに、信じられないといった様子で、依い乃のが俺とスマホを見比べる。

　俺はそんな依い乃のに勝ち誇った表情を見せ、そして、バーチャルのガワがあれば一応、配信の体ていを保てるＶｔｕｂｅｒで良かったと安心した。生身の配信者だったら自分の姿が映らなければならないから、きっとこうはいかなかっただろう。

「どうやら噂うわさは噓うそみたいだな」

　俺が言うと、依い乃のがひおりにちらりと視線を向ける。

　ひおりは、別に気にしてないよ、と言いたそうな様子で声をかけようか迷っていたが、それよりも先に依い乃のが、「……帰る」と言って、家から出て行ってしまった。

「に、兄さん……どうしたら」

　困ったように声を震わすひおりに、俺は「任せろ」と言って、依い乃のの後を追った。

　そして、家から少し歩いたところで依い乃のを呼び止める。

「依い乃の、待ってくれ」

　俺の声に、依い乃のは無言で立ち止まった。

「依い乃の、今日はひおりとオフ会してくれてありがとう。あいつ、嬉うれしそうだったよ」

「…………」

「それで、お願いがあるんだけどさ。これからもひおりと、友達でいてやってくれないか。……一人だけなんだ、ひおりが俺以外で爽そう坂さかのこと話せる坂女は。そんな相手、初めてらしくて。依い乃のと友達になれたこと、すごく喜んでたから……だから、頼む」

　俺は依い乃のの背中に向かって、頭を下げる。

　すると依い乃のはくるりと振り返ると、こちらに歩いてきた。

「依い乃の……えっ？」

　しかしそのまま俺を通り過ぎると、彼女は庵あい原はら家まで引き返し、インターホンを押した。

「……都と鳥とりさん」

　玄関のドアが開き、ひおりが出てくる。

　そんなひおりに向かって、依い乃のは頭を下げて言った。

「今日は、ごめんなさい」

「う、ううん、いいんです。気にしてないです、大丈夫です。だから、都と鳥とりさん……」

　ひおりが息を吸い、優しく微ほほ笑えむ。

「また、遊びましょうね」

「……ありがとう」

　それから依い乃のはまたくるりと向き直り庵あい原はら家を後にすると、スタスタと歩いて行ってしまった。

　そんな彼女の後を慌てて追う。すると依い乃のは立ち止まり、どこか寂しそうに言った。

「……これでいい？」

「ありがとう、依い乃の。ほんとに」

「……また、いのんとコラボしてくれる？」

「えっ？　あ、あぁ、もちろん。たくさんしよう、な！」

　やけに素直で、まるで子どものような彼女にお礼を言うと、途端、彼女の体からふにゃふにゃと力が抜けていくのがわかった。

「お、おい、依い乃の！」

　駆け寄って彼女の体を支える。見れば依い乃のは「ぐすっ、ぐすっ……」と鼻をすすっていた。

「大丈夫か？」

「依い乃のだって、悪かったと思ってる、もん……でも爽そう坂さかくん、取られたく、ひっく、なかったんだも……ん……」

　そして依い乃のはその場で、堰せきを切ったように声を上げて泣き始めてしまった。

「えぇぇぇぇ～ん！　爽そう坂さかくんに嫌われたくないよぉぉ……！」

「お、おい、依い乃の、嫌わないって、大丈夫だって！　コラボもいっぱいするから、な？」

「びえぇぇぇぇ～ん！」

「依い乃の、大丈夫だから、ほら、爽そう坂さか全然怒ってない！　爽そう坂さか全然怒ってない！」

「びゃぁぁぁ～ん！」

「お願いだから泣くなよ……おまえ、高校生だろ？　女子高生がこんな道端で泣くなって」

「依い乃の、女子高生じゃないもん……」

「……え？」

「依い乃の、小学生だもん」

「……………………は？」







　キツネにつままれたような気分とは、まさにこんなことを言うのだろうか。

　ずっと女子高生だと思って接してきたいのんこと都と鳥とり依い乃のは、女子小学生だった。

　まぁ確かに『バーチャル女子高生アイドル☆渚なぎさいのん』は女子高生という設定だが、その中の人が必ずしも女子高生である必要性はない。つまり小学生でも何ら不思議ではないのだ。

　なぜならそれが、Ｖｔｕｂｅｒの良いいところでもあるから。

　依い乃ののように小学生が高校生になることも出来れば、三十代の人が高校生になることだって可能な世界。

　すっかり一本取られたが、これでいのんが歳としの割にやけに幼かった理由も判明した。

　そりゃ幼いのんが出てくるわけだ。だって、まだ彼女は小学六年生だもの。

　それから俺はへたり込んでしまった依い乃のをおんぶしてやると、彼女を家まで送り届けた。

　まず駅で彼女を下ろそうとするも、絶対に下りない、という強い意志を背中から感じ、俺はそのまま電車に乗ったのだが、これがすごく恥ずかしかった。

　それでも子猿のようにぎゅっとしがみついて離れようとしない依い乃のは、ちょっと可か愛わいい。

　そういえばひおりと口を利きかなくなったのも、彼女がこれくらいの頃だったか。

　そんなことがふと頭に浮かび、俺は依い乃のをしっかりとおんぶし直す。

「ここか……？」

　依い乃のからは桃のような甘い匂いがしており、それは彼女の家に着き、背中から下ろしたあともずっと、残り香は俺の鼻をかすめた。

「それにしても……」

　俺は彼女の家を見上げる。

「でけぇな……依い乃のの家」

　目の前にズドン！　と鎮座ましましているその家は、誰がどう見ても豪邸だった。

　それもプールまである。

「依い乃のしかいないけどね」

　すっかり涙も乾いたようで、いつものツンとした雰囲気でそう話す依い乃のの言葉に、俺はふと気づく。そういえば家の明かりがついていない。

「依い乃のしかいないってのは、つまり両親は、その、あれで、遺のこしてくれたお金で依い乃のは……」

「生きてるわよ！　いつも帰りが遅くて、依い乃のしかいないってだけ」

　そう言うと、依い乃のはリュックから鍵を取り出し、家のドアを開け、明かりをつけた。

　依い乃のの話によると、彼女の両親は多忙らしく、家にはいつも彼女一人で、身の回りの世話は通いのお手伝いさんに任せているという。ちなみに学校には行ってないらしい。

　そして、そんな寂しさを紛らわすために始めたのがＶｔｕｂｅｒだったという。

「……だから嫌だったんだもん、爽そう坂さかくんが誰かに寝取られるの」

「ね、寝取られるって……依い乃の、小学生がそんな言葉を使うんじゃない」

「へ、なんで？」

「なんでって、寝取られるの意味、わかってるのか？」

「誰かに取られるって意味じゃないの」

「そ、そうなんだが……」

　そうなんだが、違う……！

「そういう場合は、普通に取られるとか奪われるとかで良いいと思うぞ」

「じゃあ、取られるのが嫌だったにする」

　多いんだよな、意味もわからずに曖昧なニュアンスでネットのやべえ単語を使う子ども。

「とにかくね、依い乃のはもう嫌なの。リアルが忙しくなったって言って、友達がネットからいなくなっちゃうのは。だから居ても立っても居られなくなって……」

「今日、ひおりとのオフ会に来た……と」

　Ｖｔｕｂｅｒという生き物は、たくさん生まれる代わりに、すぐに引退してしまう者も少なくはない。

　依い乃のはいのんとして、そんなＶｔｕｂｅｒ同士の儚はかない別れを何度も経験してきたのだろう。

「俺は何度も言ってるように、ネットから離れるつもりはないから安心してほしい。これからも依い乃のの傍そばにいる」

「……ほんとに？」

「あぁ、約束」

　笑ってうなずくと、依い乃のは俺の腰にぎゅっと抱きついた。

「絶対よ、絶対だからね」

「うん」

「……それと、今日は本当にごめんなさい」

「良いいって、もう気にするな。俺もひおりも、誰も怒ってないから。それよりほら、いつもの幼いのんに戻ってくれよ、な？」

「うん……って、幼いのんって言わないでよ！」

「それそれ」

　依い乃のが微ほほ笑えんで、体を離す。

「それじゃ、また二人で夜のて・ぇ・て・ぇ♡　してもらうから覚悟しときなさいよ」

「夜のて・ぇ・て・ぇ♡はしない。というか一回もしたことねーだろ」

「ふんっ、そのうち爽そう坂さかくんの方からしたいって言わせてみせるわ」

　小学生相手にそんなこと言ったら捕まるわ。

「まぁ、頑張れ」

「あ、あと……あとね」

「うん？」

「爽そう坂さかくんのこと、れ、玲れ仁ひとくん……って、呼んでもいい？」

「ご自由に」

「じゃ、じゃあ、玲れ仁ひとくんって呼ぶ」

「あっ、でも配信中はちゃんと、今まで通り爽そう坂さかだからな。配信で間違えて本名ポロリとかマジでシャレになんねえから、それだけは気をつけてくれ」

「気をつける」

　どこか嬉うれしそうに、こくりと小さくうなずく依い乃の。

「おう。それより依い乃の、風邪引くからそろそろ家の中入りな」

「うんっ。……あっ、そうだ、最後に一つ教えてほしいの」

「なんだ？」

「今日の配信、あれどうやったの？」

「秘密」

「教えて！」

「ちゃんと学校行くようになったらな」

「じゃあ一生無理じゃん！」

「いやそこは行けよ！」

　そんなやり取りをしたあと、依い乃のは「べーっ」と子どもみたいに舌を出して、家の中に入っていった。

「イキり生意気へたれロリ……お嬢様め」

　俺はそんなことを微ほほ笑えみながら一人つぶやき、彼女がしっかりと家の鍵をかけたのを見届けてから、自分の家へと帰った。







「それは大変だったねー」

「なんか今日はマジで疲れた……」

　依い乃のを送り届けたあと自分の家に帰ると、今度は俺の部屋で、杏あん子ねが俺の帰りを待っていた。

　てっきり帰ったかと思っていたが、「だってあたしが帰ったら玲れ仁ひとくん鍵なくておうち入れないじゃん」と、当たり前のことを言われ、俺は笑うしかなかった。

「おつかれさま、玲れ仁ひとくん」

　ＰＣデスクの前に座っている杏あん子ねが、ベッドで横になっている俺に優しく声をかける。

「杏あん子ねも今日は本当にありがとな。杏あん子ねがいなかったらたぶん終わってた」

「ナイスタイミングであたしの家のお手伝いが終わってよかったね？」

「ほんとその通りだ」

　そこで、ふと杏あん子ねのことについて気になり、尋ねてみる。

「ところでよく家のお手伝いって言ってるけど、何やってるんだ？」

「うん、うち、お弁当屋さんだから、そのお手伝い」

「そうなのか」

「個人経営の小さな町のお弁当屋さんって感じだけどね」

　そう言うと、杏あん子ねはにっこりといたずらそうな笑みを浮かべる。

「まっ、あたしも努力した甲か斐いあって見た目も悪いわけじゃないし、そんなあたしが店番すると売り上げが三倍になるというデータがあるからね。大忙しよ」

「いわゆる看板娘ってやつか」

「そゆこと」

「家のお手伝いとは言え、中学生で働くなんてすごいな」

「にゃはは。まぁ、うん、それくらいは当たり前かな。うち裕福じゃないし、それでも私立のお高たか～い学校行かせてもらってるから、ちょっとでも力になれたらって思って。だからお手伝いしてる」

「そうなのか……」

「でも高校生になったらちゃんとバイトするんだー。タピオカ屋とか流は行やりのお店でねっ」

　なんだろう、俺は最初、彼女のことをただのゆるい感じの女子中学生だと思っていた。

　でも一緒に過ごすたびに、いろいろと考えていることを知り、俺やひおりのために何も言わず協力してくれて、その上、家のためにお手伝いを一生懸命頑張っている。

「偉いな」

　自然と口から出た言葉に、杏あん子ねはにこっと微ほほ笑えんだ。

　それから俺は、今日はもう爽そう坂さかの配信がなかったので、杏あん子ねとたくさん話をした。

　音楽は流は行やりのバンドなんかを聴いたり、映画も邦画やアニメ映画を分け隔てなく観みるという。ひおりや俺のようなオタク界かい隈わいとは真逆の、至って普通の、イマドキの女子中学生だった。

　そして当たり前だが、やはりＶｔｕｂｅｒは爽そう坂さかくらいしか知らないらしい。

「ひおりの影響か」と俺が訊きくと、「うん」と杏あん子ねが苦笑する。

　お手伝いの休憩時間にネットをするときも、見るものはバーチャルではなく、普通のトゥーチューバーか面白動画、または可か愛わいい動物動画だという。

「うーん、ますますなんでひおりと親友なのかわからん」

　そしていくら親友の兄だからって、初めから彼女の好感度が高めだった理由もわからん。

「どうして杏あん子ねはそんなに俺のことを警戒しないんだよ、部屋にまで上がり込んで」

「玲れ仁ひとくん、本当にわからないの？」

　すると、杏あん子ねは立ち上がり、俺の隣に腰を下ろすとじっと見つめてきた。

「あたしのこと見て、わからない？」

　あまりの距離の近さに、心臓が音を立てる。これが、リアルガチ恋距離……！

　この部屋にはだれも入ってこない。何が起こっても、俺と彼女の二人っきりなのだ。

「もしかして俺って、自分では気づいていないだけで、実はイケメンだったりする？　だからこんな積極的なんだな？」

　呆あきれたように笑いながら、首を横に振る杏あん子ね。地味にショックだ。

「わからねぇ……男なら誰でもいいとか？」

　少し怒ったように首を横に振る杏あん子ね。

「俺に一ひと目め惚ぼれしたとか？」

　クスッと笑う杏あん子ね。なんだよ、その反応は。

「わかんねーよ」

　何も頭に浮かんでこないので降参すると、杏あん子ねは体を離した。

「ほんとに気づかないんだ」

「気づくって……」

「あたし知ってるんだよ。玲れ仁ひとくん、中学一年の頃のバレンタインの日、一つもチョコ貰もらえなくて落ち込んで家に帰ったこと」

「ひおりから聞いたのか、その話？」

「ちがうよ。ひおりは知らないと思う」

「まぁいいや、間違ってるし。たしかに俺は落ち込んで帰ったけど、家の前で一つ貰もらえた。はっはっは、残念だったな、外れだ、杏あん子ね」

「うん、ハート型の本命チョコだよね」

「そ、そうだが」

　あれが俺の人生で、最初で最後の本命チョコだったので、忘れはしない。

　そう、あれはハート型の、少し甘あま酸ずっぱい──。

「いちごソースのかかった手作りのチョコだよね。ピンク色のリボンが巻かれたやつ」

「あぁ、少しいちごの酸味が強かった気がするが、初めてもらったチョコだから、嬉うれしくて一気に食べてしまった」

「あちゃー、やっぱちょっと酸すっぱかったか。そうじゃないかって思ったけど、もう時間なくてねぇ」

「ははっ、でも酸すっぱかったおかげで、こうして今も味を……よく……思い出せ……」

　そのとき、脳の奥底で眠っていた記憶がはっきりと蘇よみがえるのがわかった。

「杏あん子ね……杏あん子ねって……よくうちに遊びに来てた、ひおりの友達の、あの分厚いメガネかけた、ちんちくりんの……」

　いたずらそうにうなずく杏あん子ね。

「その杏あん子ねだよ。やっと気づいた」

　気づかなかった。だからひおりと真逆な趣味や見た目でも親友で、最初から俺に慣れた様子で接してきていたのか。俺と杏あん子ねは、ずっと前から知り合いだったから……。

「身内以外の女の子からの初めてのバレンタインチョコなのに、その相手のこと忘れるってひどくない？　あたしにバレンタイン童貞奪われたくせに♪」

「えっと、なんだ……その、すまん」

「ううん、いいよ。それより、あたしのチョコレート、酸すっぱくてごめんね」

「い、いや……」

　そう言うと、杏あん子ねは突然顔を近づけ、そして──。

「……キスはちゃんと、甘くするから」

　俺の唇に、キスをした。

「んっ……」
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　突然の出来事に、ただただ呆ぼう然ぜんとする。

　しかし彼女の言った通り、そのキスは、彼女の唇は、気が遠くなるほどに、甘かった。

「……これでわかったでしょ。どうしてひおりと親友で、玲れ仁ひとくんのことを警戒しないのか」

　声が出せず、うん、うん、とうなずく俺。

「ずっとこの瞬間を夢見てたんだよ、あたし……。部屋に上がれるチャンスがあるなら、逃さないよ」

「に、肉食系女子……！」

「玲れ仁ひとくんにだけだから……」

　杏あん子ねが俺を押し倒した。……肉食系女子！

「小四のときかな、玲れ仁ひとくんのこと、ひおりが急に話さなくなっちゃってさ。それまではひおりの家に遊びに行ったら玲れ仁ひとくんと会えたのに、それ以来会えなくなっちゃって……結局玲れ仁ひとくんに会えたの、勇気出してチョコ渡しに行ったバレンタインの日が最後になっちゃったから……だからまたひおりと玲れ仁ひとくんが話してるところ見れたとき、あたし嬉うれしかったんだ」

「それで、嬉うれしさのあまり、こんな肉食系に……？」

「がおー」

「肉食系女子……！」

「まぁ、本当のこと言えば、あたしのこと、玲れ仁ひとくんから気づいてほしかったけどね」

「それは、ほんとにすまん……あと、チョコのお返しも出来てなくてすまん」

「いいよ、だってこうしてまた会えたんだし、それに、こうやって玲れ仁ひとくんのこと……」

　ぺろりと舌なめずりをする杏あん子ね。

「に、肉食系女子……！」

　俺の初めてが、ついに今夜、散ってしまうというのか!?

「……なーんてね、期待しちゃった？」

「……え？」

　そんなことを口にすると、杏あん子ねがすっと俺から体を離した。

「キスはあげちゃったけど、この先はあげなーい。残念でしたー」

　いつもの調子の杏あん子ねに戻り、ほっとしたような、少し残念なような気分になる。

　しかし杏あん子ねはまた真剣な眼まな差ざしに戻ると、少しだけ目を潤ませ、ほんのりと頰を紅潮させながら言った。

「だから今度は、玲れ仁ひとくんから奪ってみせてよ……ね、男の子でしょ？」

「えっ、あっ、あぁ……うん」

「あたし、待ってるから」

　顔を真っ赤にしながら、潤んだ瞳で、杏あん子ねが精一杯の笑顔を見せる。

　瞬間、部屋に俺のスマホの着信音が鳴り響いた。

「あっ、ひおりからだ。にっひっひ、玲れ仁ひとくんと一緒にいるって言っちゃお♪」

　そして杏あん子ねはスマホに手を伸ばすと、何の気なしに、その電話に出る。

　しかし俺はそこで気づいてしまった。

「杏あん子ね、待てっ──」

　そのスマホが玲れ仁ひとのではなく……。

「もしもし、ひおり、どしたのー？」

　爽そう坂さかのスマホであったことに──。

　明るい声で杏あん子ねが出ると、途端、電話の向こうでひおりが「えっ」と言葉を失った。

「ひおり？」

「……なんで、爽そう坂さかくんのスマホに、杏あん子ねが出るの……？」
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「それは盛大にやっちまったなぁ」

　拳げん骨こつ中ちゆ華うかにて、すでに三杯目となる偽にせラーメンをズルズルと音を立てながら食べる銀ぎん河がに、俺は昨晩の出来事を話した。

「爽そう坂さかだけじゃなくて、俺からの電話にも、ひおり、出てくれないんだ……」

「そりゃそうだろな。爽そう坂さかとは話したくないだろうし、玲れ仁ひともグルだと思われてるぞ」

　銀ぎん河がの言う通り俺はひおりに、二人の関係を知ってて黙ってたと思われてるのかもしれない。

　そして今回の出来事で、俺は爽そう坂さか関係のことでしかひおりと繫つながりを持てていないことに、今更気がついてしまった。

　もしかしたらひおりのやつ、爽そう坂さか以外のことだと俺と話してくれねーんじゃねーか!?

「どうした、玲れ仁ひと」

「えっ、あ、いや、なんでもない……」

　そんなことにならないためにも、ここは兄として、何とかしないといけない。

「それで、杏あん子ねも学校でそっぽ向かれるんだろ？」

「あたしのほうからもちょっと話しかけづらいから、今日はひおりと話さなかった」

　苦笑いを浮かべつつ、偽にせラーメンを啜すする杏あん子ね。

「そもそも、なんでひおりちゃんは爽そう坂さかに電話をかけようと思ったんだろうな。以前一回話したっきりなんだろ？」

「まぁ一応ひおりも坂女として、爽そう坂さかに気安く電話をかけちゃいけないっていう自分ルールがあるみたいだからな、普段はかけてこないよ」

「そのひおりちゃんがだ、夜中に電話をかけるほどの理由……何か心当たりはないのか？」

「俺は爽そう坂さかが風邪引いたって配信で言ったから、それで心配してかけてきたんじゃないかなと思ったんだけど」

　俺がそう言うと、隣の杏あん子ねが首を横に振った。

「それだけじゃひおりは爽そう坂さかくんにかけられないよ、きっと」

「じゃあ、別に理由があるってことか？」

　尋ねると、杏あん子ねはうなずいた。

「ひおりは不安になったんだと思うの」

「不安？」

「うん、爽そう坂さかくんの噂うわさを聞いてさ」

「でも、それについては解消したはずじゃ……」

　爽そう坂さかが配信したことによって、爽そう坂さかがいのんと二人で会っているという疑念は解消したはずだった。

「そうなんだけどね……でも、やっぱり考えちゃうよ。だって好きな人のことだもん」

「じゃあそれで、爽そう坂さか本人に直接確認しようと電話をかけてきた、と」

「確認っていうか、我慢できなくなっちゃったんじゃないかな。たぶんひおり、夜中までずっと一人で考えてたと思うよ」

　たしかに、あいつの頭の中は爽そう坂さかでいっぱいだからな……。

「おい、ちょっと待ってくれ。その噂うわさってのはいったいなんなんだ？」

　銀ぎん河がの質問に、俺は昨日のオフ会での話を簡潔に説明した。

「そんなことがあったのか……にしても、世の中には嫌なやつってのはいるもんだな、わざわざオフ会に来てそんな根も葉もないくだらねー話をひおりちゃんにするとは……玲れ仁ひとは同席してたから、そいつのこと知ってんだろ？」

「あ、あぁ……」

「そういや杏あん子ねちゃんも知ってるんだったか？」

「う、うん、知ってるよ、一応……」

「くぅ～、俺もそいつの顔拝んでやりたいぜ。マジで許せねえよ。誰だ、あんな健けな気げで天使なひおりちゃんをいじめるやつは！」

「それは……」
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　思わず、俺と杏あん子ねの視線が銀ぎん河がの隣の席へと移り、銀ぎん河がもつられてそちらを見た。

「な、なによ……」

　全員の視線を向けられた依い乃のが、ちゅるんっと麵を啜すすった。

「……そうか、依い乃の、おまえだったか。俺の可か愛わいいひおりちゃんを泣かせたってやつは！」

　ひおりはお前のじゃないぞ、銀ぎん河が。

「あ、謝ったじゃない！」

「そうだ、銀ぎん河が。依い乃のはちゃんとひおりにも謝ったし、しっかり反省している」

「そ、そうなのか……ならば、手出しはできん」

「そうよ。わかったなら崇あがめなさいよ、ちゃんと謝ることの出来る、この偉い依い乃の様を……ッ！」

「そうだ、崇あがめろ、銀ぎん河が。ちゃんとひおりに謝ることが出来て、そのあと後悔のあまり道端で号泣して泣き喚わめき、なおかつ腰が抜けて立てなくなったのでおんぶしてやったら家まで子猿のようにくっつき離れなかった、この依い乃の様を！」

「れ、玲れ仁ひとくん、それは言わないでよぉ～！」

　顔をボッと真っ赤にし、涙目になって小さくなる依い乃の。

「つまり、オフ会での出来事は一件落着していたものの、ひおりちゃんの中では燻くすぶってたわけか。で、それをひおりちゃん自身が消火しようとしたら、新たな火種で一気に炎上してしまったと」

「まさかネットより先に、リアルで炎上するとは思わなかった……」

　がくがく震えながら俺は言った。

「困ったもんだな」

　三杯目の偽にせラーメンを食べ終わり、四杯目を注文すると、銀ぎん河がは腹をさすりながら、隣で麵をちゅるちゅるしている依い乃のを見た。

「それにしても、あのいのんがこんなクソガキだったとはなぁ」

「うっさいわよデカブツ。さっきから汁がこっちに飛んでるのよ」

「おっ、マジか。そいつはわりぃ」

「ふんっ、レディの前なんだから気をつけなさいよね」

　直後、さっそく運ばれてきた偽にせラーメンを啜すすり、わざと依い乃のへ汁を飛ばす銀ぎん河が。

　子どもかおまえは。

「だから汁が飛んでるって言ってるでしょ！」

「ん？　俺は言われた通り、レディには飛ばさないようにしてるぞ？」

　銀ぎん河がが向かいに座っている杏あん子ねの方へ飛ばないよう、手で汁をガードしている。

「こっちのレディにも気を使いなさいよっ！」

「こっちにレディはいねえ。いるのは、キッズ、だ」

　目をいやらしく細め、実に憎たらしそうに言った銀ぎん河がの顔面にグーパンがめり込む。

「……も、もうファンアート描いてやらねえぞ」

「べーっ」

　顔の真ん中が赤くなっている銀ぎん河がに、依い乃のは舌を出してそっぽを向いた。

　今日は銀ぎん河がに、ひおりのことについて相談に乗ってもらうため、放課後一緒に学校を出た。

　すると、校門にはいつかのひおりのように、制服姿の杏あん子ねが立って待っていたのだ。

　そんな杏あん子ねにさっそく「結婚してください！」とプロポーズをする銀ぎん河がを尻目に、せっかくだからと三人で偽にせラーメンを食べに行くことになるも、そこで俺は一応依い乃のにも連絡をし、彼女も誘うことにした。

　正直、小学生を夕方から連れまわすのはどうかとも思ったけれど、あんなでかい家で一人ぼっちの夕飯よりかは、みんなで食べたほうがきっと依い乃のも寂しくはないだろう。

　そんなわけで、四人で偽にせラーメンを食べることになったのだが、陰キャ、美少女、ロリ、デカブツという凸凹パーティがこの店の狭いテーブル席に着いている光景は、やはり注目を集めていた。

「っつーかよ」

　四杯目の偽にせラーメンを食べ終わり、ようやく満足した様子の銀ぎん河ががふと尋ねた。

「そんな時間に、玲れ仁ひとと杏あん子ねちゃんは二人で何してたんだよ」

「えっ……」

　俺と杏あん子ねが二人して目を丸くする。

「そうよ、何してたのよ、詳しく聞かせなさいよ」

「んだんだ、詳しく聞かせろ！　だがいのんはダメな」

「やめなさいっ！」

　耳を塞ごうとしてきた銀ぎん河がの手を依い乃のが叩たたき落おとすも、結局銀ぎん河がに耳を塞がれる依い乃の。

　こいつら仲良いな。

「まぁ、なんというか、いろいろと話を……」

「ばかやろう、そのいろいろが聞きてーんだよ、俺おれ達たちァ！」

　銀ぎん河がの言葉に、なぜか周りの席の客たちも微かすかにうなずいているような気がした。

「べ、別になんだっていいだろ。そもそも俺はそんな話をしに来たわけじゃ──」

「キス、したんだよね、あたしたち」

　瞬間、銀ぎん河がと周りの席の客が一斉に吹くのがわかった。

「あ、杏あん子ね……」

　俺が困惑すると、彼女はいたずらっぽい笑みで俺を見つめていた。

　今さらになってやっと気づいたのだが、この子、俺を困らせるのが好きなようで、ちょっとＳっ気入ってるっぽい。

「キ、キス……だと。こんな可か愛わいい子が、こんな陰キャ野郎と……」

　銀ぎん河がの体から力が抜け、依い乃のの耳を塞いでいた手が離れる。

「なに、なんて言ったのよ！　あんたのせいで聞こえなかったわ！」

「あのな、いのん、玲れ仁ひとと杏あん子ねちゃんな、昨日部屋で、二人っきりで、ちゅぅ～してたんだってよ。残念だったな」

「……ッ！」

　それを聞き、依い乃のがバキィッと両手で割り箸を折った。

「悔しいから俺たちもちゅぅ～しようぜいの──」

　唇を尖とがらせキスを迫る銀ぎん河がの顔面に、再び強烈なグーパンがめり込む。

　そして気がつけば、杏あん子ねは自分の体をそっとこちらに寄せてきていた。

　その様子に、依い乃のが悔しそうに口を開いた。

「ちゅ、ちゅーくらい、依い乃のだって玲れ仁ひとくんとしたことあるもん。ねっ、玲れ仁ひとくん！」

「依い乃の、捏ねつ造ぞうはよしてくれ」

　下手すりゃ捕まる。

「したことあるもん。だって今からするんだから！」

「えっ！」

　依い乃のがテーブルに手をつき、まっすぐに俺の顔へと迫ってきた。

　いちばん端っこの席のため、俺の後ろには壁がありこれ以上は下がれない。

「ちゅぅぅぅ～」

　何とも幼く可か愛わいいキス顔が迫る。そして、そのまま依い乃のの唇は──。

「ちゅっ……」

　やわらかな肌に、ちゅっと可か愛わいらしいキスをした。

　幸せそうな依い乃のの顔。

　けれども瞼まぶたを開いた彼女は、その瞬間、目を丸くして驚いた。

　なぜなら依い乃のがキスをしていたのは、俺の唇ではなく、その俺の唇を塞いでいる、杏あん子ねの手の甲だったからだ。

「えっへっへ、残念でした、依い乃のちゃん。玲れ仁ひとくんの唇はあたしだけのものですー」

「──っ！」

　悔しさのあまり声が出せない様子の依い乃の。そんな彼女がようやく絞り出せた言葉が、

「この泥棒猫！」

　だった。変な言葉をネットで覚えてくるな。

「い、依い乃のは、玲れ仁ひとくんだけを好きな杏あん子ねちゃんや、爽そう坂さかくんだけを好きなひおりちゃんと違って、依い乃のは、依い乃のは、玲れ仁ひとくんと爽そう坂さかくん、両方を愛してるんだから！」

「ひゅー！　愛してるだってよ、玲れ仁ひと！　俺帰っていいかー？」

「待ってくれ銀ぎん河が。俺たちはこんなくだらない話をしに来たわけじゃ──」

「「くだらなくない！」」

　俺の言葉に、杏あん子ねと依い乃のの二人が声を重ねる。

「でもいくら愛してるって言っても、依い乃のちゃんはまだ小学生だから玲れ仁ひとくんとはお付き合いできませーん。あたしはもう14歳だもんね。あと二年経たてばすぐ結婚もできちゃうんだもんね♪」

「んぎゅ～～～……」

　なんか変な声出てるぞ依い乃の。

「へっへーん、杏あん子ねの勝ちぃ～」

「……い、依い乃のも、けっこ、結婚……玲れ仁ひとく、うっ、えっん、うぅっ」

　途端、依い乃のが目に涙を浮かべ、ぐずり始めてしまった。

「おい、杏あん子ね、ちょっと言いすぎだ」

「あっ、やば、どうしよ。う、噓うそだよ依い乃のちゃん、依い乃のちゃんも玲れ仁ひとくんと結婚できるからね」

「ひっぐ、うっ、えっぐ……」

「い、依い乃の、泣くなって」

　さっきまでイキって生意気言ってたかと思えば、今度はへたれてすぐ泣く依い乃の。

「玲れ仁ひと、ちょっと膝の上空けろ」

　言って、銀ぎん河がはテーブルを自分の方へちょっと引き寄せた。

　それから、依い乃のの脇に手を入れ、ひょいっと軽々持ち上げると、俺の膝の上に彼女を収めた。

　依い乃のが子猿のようにしがみついてくる。

　それを見て、杏あん子ねがぼそっとこぼす。

「あー、ずるい」

「杏あん子ねは反省しろ」

　俺が言うと、彼女に向かってべーっと舌を出す依い乃の。

「はぁ……」

　俺はため息をついて、電気ソーダを飲んだ。

　結局、それから俺たちは真面目に話し合いをし、次の日曜日に開催されるうちの高校の文化祭にひおりを呼び、そこで爽そう坂さかから直接話をさせるしかない、という結論に至った。

　弁明のためにわざわざ爽そう坂さかがひおりの家まで行くのも何か変だし、文化祭でなら皆も集まるため、そこで説明をするというのは、まだ自然と言える。

　ただ問題は、ひおりが来てくれるかどうかだ。

「そんじゃ、文化祭でひおりちゃんを救うぞ！」

　とりあえずの方向性が決まり、あとは俺が爽そう坂さかの声を用意することとなる。

　それから杏あん子ねと銀ぎん河がの二人と店の前で別れた俺は、すっかり眠ってしまった依い乃のをおんぶして、彼女を家まで送った。
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　文化祭当日。

　諸もろ々もろの準備を済ませ、校門の前で銀ぎん河がと依い乃のの二人を待っていると、杏あん子ねが不安そうに口を開いた。

「今日、来るよね、ひおり」

「一応、来るとは言ってた」

　杏あん子ねにひおりからのラヒンを見せる。

　そこには『話があるから文化祭に来てほしい』という俺の誘いに『わかりました行きます』と短い返事の会話だけがあった。無視されるのではないかと心配していたため、ひおりがあっさりと返事をくれたことに拍子抜けしたが、だけどまぁ、来てくれるのならば問題はない。

「なら、安心だね」

　杏あん子ねがスマホから顔を上げ、しかしどこかぎこちなさそうに微ほほ笑えむ。

　やはりひおりのことが心配なのだろう。今日、うまくいくかどうか。親友を救えるかどうか。

　しかもその原因が自分のせいとなると、なおさら怖いのかもしれない。

　ただ、救う側の杏あん子ねがこんな不安そうな顔をしていたら、ひおりも不安になってしまう。

　……まずは、杏あん子ねを元気づけてやらないといけないな。

「それにしても遅いな、二人」

　俺は辺りを見回し、あの凸凹コンビの姿を捜す。

　集合時刻をとっくに過ぎているにもかかわらず、二人はなかなか現れなかった。

「仕方ない……」

　それから諦めたように吐き捨てると、杏あん子ねに向き直って言った。

「こんなところで突っ立ったまま待つのもバカらしいし、二人で文化祭でも見て回って、時間潰すか」

「えっ」

　少し嬉うれしそうな表情を見せたあと、ひおりへの後ろめたさからか、声を小さくする杏あん子ね。

「で、でも……」

「…………」

「…………」

　このまま強引に引っ張ることも出来たが、たぶんそれだと杏あん子ねはずっとこんな調子だろう。

　なので、少し意地悪をしてみることにした。

「……実は俺と二人で回るの、嫌だったり？」

「や、やじゃないっ！　ってか嫌なんて一言も言ってないじゃん！　あたしだって玲れ仁ひとくんと文化祭、一緒に回りたいよ！」

　すがるような視線を向ける杏あん子ねに、ぎゅっと手を握られる。

「で、でもひおりに怒られるかもしれないから……」

　どちらかと言うと依い乃のが怒りそうな気がする。

「でも文化祭、回りたいんだろ？」

「……れ、玲れ仁ひとくんは、あたしと一緒に文化祭、回りたい？」

　雛ひな女じよの制服を着た杏あん子ねから、不意にそんなことを尋ねられ、一瞬言葉に詰まる。

「……う、うん」

「……ちゃんと言って」

「杏あん子ねと一緒に、文化祭回りたい……です」

「じゃあ、行く」

　瞬間、杏あん子ねの中で気持ちの切り替えに納得がいったのか、その場からさっさと逃げ出すように俺の手を引いて歩き始めた。

　やっぱり文化祭を見て回りたくてウズウズしていたようで、彼女の横顔は、少しだけ罪悪感を見せつつも、楽しげだった。

　とりあえず、良かった。

「そういや今日は日曜日なのに、なんで制服なんだ？」

「んー？　そりゃー、他校の文化祭に行くときは制服が正装でしょ？」

「そういうものなのか？」

「うん。制服って、女の子の人生の中で超最強アイテムだからね、着られるうちはたくさん着ておきたいの。それにさ、雛ひな女じよの制服って可愛いっしょ？」

　立ち止まって、杏あん子ねがスカートを広げて見せる。たしかに可か愛わいい。

　中には制服のために雛ひなヶが丘おか女学院を志望校にするという話を聞いたことがあるほど、女子の中では憧れの制服になっているらしいが、それも納得できる可か愛わいさだ。

　今だって通り過ぎていく生徒たちが皆、「雛ひな女じよの制服だ」と言わんばかりに、彼女を見ていた。

「卒業して学生じゃなくなったら、こうして文化祭や放課後に制服デート出来なくなるからね。だから着られる機会があるうちは着まくる！　これ女子の常識、略して女子ＪのＮ常識Ｊ」

「普通に着ちゃダメなのか？　大学生や大人が制服着て、テーマパークで映える写真、よく撮ってるのネットで見るぞ」

「だってそれじゃコスプレじゃん」

「まぁ、言っちゃえばそうだが」

「本物でいるときに楽しんでおきたいの。好きな人との文化祭デートもね？」

　そんなことを言われ、俺はそのとき初めて、女子と二人っきりで文化祭を回っていることに気づいた。途端、急に浮ついたような感覚になり、緊張が走る。

「ねぇ、たこ焼き食べたい」

「たこ焼きは南校舎にしかないな」

「じゃあ行こっ。玲れ仁ひとくんの学校なんだから、玲れ仁ひとくんがあたしを案内してね？」

　にっこりと楽しそうな杏あん子ねに、ぎゅっと手を握られる。

　俺はうなずくと、彼女と手をつないだまま校内を進んだ。

　雛ひなヶが丘おか女学院の制服を着た美少女と、似合わないピンク色のクラスＴシャツを着た陰キャが並んで歩いているというのは、やはりすれ違う人たちの注目を浴びた。

　まず華やかな杏あん子ねに目が行き、こんな可か愛わいい子と手をつないでいるのはどんなイケメンだ？　と、今度は俺に目を向ける。そして怒ど濤とうの二度見だ。え、えええええ!?　こんな陰キャが美少女と!?　といった具合に。しかもその驚きよう愕がくを誰も隠そうとしないのが結構精神的に来る。

　もしも俺がイケメンだったら、美男美女のお似合いカップルで校内を無双出来るんだろうか。

「爽そう坂さかいづるになりてぇ……」

「なんで？」

「そりゃ……いや、なんでもない」

　なんか口にしたらぽっきり心が折れそうな気分になり、俺は必死に言葉を飲み込んだ。

　しかし、そんな俺の気持ちを察したのか、杏あん子ねがぴったりと体を寄せてくる。

「他人の視線なんて気にするなよ、玲れ仁ひとくん」

「あ、あぁ……」

　それから俺たちは、ちょっと生焼けのたこ焼きを食べ、ぐじゅっとしたタピオカの入ったミルクティーを飲み、熱々の唐揚げをふーふーしながら、リズム感の早い少し走り気味のバンドのステージを二人並んで見た。

　絶対にどれもあんまり上手とは言えないはずなのに、女の子と二人で文化祭を回るというシチュエーションのせいか、そのどれもが楽しく感じられてしまった。

「あら～、庵あい原はらさま」

　ステージを見終わり二人で歩いていると、前方から京きよう島じまさんがやって来て思わず足が止まる。

「あっ、きょ、京きよう島じまさん」

「ふぅ～、すごい人ですね～」

「京きよう島じまさん、もしかしてこれからクラスの店番？」

「はい。庵あい原はらさまは午前中でしたよね？」

　ひおりとの約束があるので、朝一から昼までのシフトにしておいた。

「うん、午前中に終わらせた」

　答えると、京きよう島じまさんはやわらかに微ほほ笑えんだ。それから、視線を俺の隣へ向けた。

「あら、そちらの方は？」

　そのとき、杏あん子ねの手が俺からさっと離れる。

「初めまして、深みき響よう杏あん子ねです。玲れ仁ひとくんに文化祭を案内してもらってました」

「あら～、良いいですね。うちの高校の文化祭は楽しいですか？」

「もうすっごく賑にぎやかでとっても楽しいです！」

　杏あん子ねがオーバーリアクション気味に答え、京きよう島じまさんは嬉うれしそうに笑った。

「それでは、私は店番があるので失礼しますね」

「あっ、うん。店番、頑張って」

「がんばってくださーい」

「はい～」

　京きよう島じまさんが廊下を歩いて行くのを見送ったあと、ふと隣を見る。

　するとそこには、ジト目をこちらに向ける杏あん子ねの姿があった。

「な、なんだよ……」

「なるほどねぇ。優しそうな雰囲気で、おっぱいが大きくて、お姉さん系……まさに玲れ仁ひとくんの理想のタイプって感じだね」

「うっ……」

　なんだか無性に恥ずかしくなる。

「まっ、理想のタイプ聞いたとき、どこかにそういう人がいるんだろうなぁとは思ってたから別に気にしてないけどね」

　そんなことを言いつつ、延々とこちらにジト目を向ける杏あん子ね。

「どうせあたしなんて玲れ仁ひとくんの人生から見れば最近登場したばかりのぽっと出の新ヒロインなわけだし、年下で玲れ仁ひとくんの理想とは真逆の位置にいるし、それに──」

「杏あん子ね、急に卑屈になってどうした。らしくない。それに、なんでさっき手離した？」

　尋ねると、杏あん子ねは少し寂しそうな顔をして言った。

「……察したから」

「察した？」

「一目見て、あの人が玲れ仁ひとくんの理想だって察したから」

「だからって手を離す理由がわからん」

「だって怖かったんだもん、玲れ仁ひとくんから手離されるの。だからその前に自分から離した」

「…………」

「それに玲れ仁ひとくんに迷惑かけちゃうじゃん。あのまま手繫つないでたら恋人同士だって思われちゃうよ？」

　黙ったまま、杏あん子ねの顔をじっと見る。彼女はうろたえたように視線を逸そらした。

「だ、だって……勝てないよ。すごく綺き麗れいなんだもん、あの人」

「今まで散々、家に上がったりキスまでしてきたのに、なんでここで弱気になんだよ」

「しょ、しょうがないじゃん……！」

「しょうがないってなぁ……」

　とうとう涙目になり始めた杏あん子ねを見て、居ても立っても居られなくなり、

「ほら、行くぞ」

　俺は、彼女の細い手をぎゅっと握り締め、歩き出した。

「あっ……」

　少々照れ臭さもあり、少し乱暴になってしまったかもしれない。

「そんなことされたら、もっと好きになっちゃうじゃん……ばか」

　けれども杏あん子ねは、俺の手をぎゅっと握り返して、ついてきてくれた。







　十分ほど歩くと、先ほどの弱気が噓うそだったかのように杏あん子ねはけろっとした態度に戻り、そしてピタッと足を止めると、壁に貼られたポスターに視線を向けた。

　つられて見る。そこはアニメ研究会の部室だった。

「『文化祭の片隅で、愛を叫べ！──カップルで一緒にアニメの声優に挑戦しよう。声を入れた映像作品をその場でプレゼント！　文化祭の思い出にいかがですか？』……だって、へえ、すごいな」

　どうやらアニメ研究会の自主制作アニメに合わせアテレコをし、録音した声は映像と一緒にＢＤで貰もらえるという出し物らしい。ちょっと本格的だ。

「やってみるか？」

「時間、大丈夫かな？」

「まだ少し余裕あるし、いけるだろ」

　とりあえず杏あん子ねと二人で列に並び、順番を待つ。最近は声優を目指す人も多くなっていると聞くし、そもそもアニメに声をあてるという企画自体が面白そうなので結構盛況のようだった。

　そして、その自主制作アニメの作画もオタク向けではなく、近年大ヒットして量産されている一般人向けの綺き麗れいめ作画のため、周りには見事にリア充カップルしかいなかった。

　列に並んで待っている間は、途中に設置されたモニターに流れているアニメを見て過ごす。

　どうやらそれが本編らしく、俺たちはその本編の一部を切り取った映像にセリフを入れるようだ。本編の宣伝としてはなかなか考えたなと、俺は一人で感心した。

「次の方、どうぞ」

　しばらくして、ようやく俺たちの順番になると、手作り感満載の小さな防音室に促される。

　そこで台本を渡され、一回読み合わせをおこなうと、すぐに本番となった。

　肝心の内容は実に単純で、超高層タワーから落ちかけている男が、自分の腕を摑つかんで必死に持ち上げようとしてくれている女に最後の言葉──愛を叫ぶ、というもの。

　それにしても、なぜ男は超高層タワーから落ちかけているのだろうか。謎である。

「楽しみだね」

　隣で杏あん子ねが嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、俺も微ほほ笑えみ返した。

　手作りの防音室なので、結構外の音が聞こえているが、まぁそこは文化祭クオリティだろう。

　文化祭の音も含めて、思い出になるのかもしれない。

「それでは、始めまーす」

　部員の合図を待ち、モニターの上の赤いランプが点灯。収録が開始する。





男（俺）　「きみが無事でよかった……これで俺の役目は終わりだ。さぁ、手を放してくれ」

女（杏あん子ね）「待って！　私、まだあなたに伝えられてないことがあるの！」

男（俺）　「伝えたい……こと？」

　　　　　女が目に涙を浮かべてうなずく。

女（？？）「依い乃の様、愛してるって言いなさ～い？」






　突然愛のセリフを促され、俺はまだ告白シーンじゃないぞ、と思い、隣に目をやった。

　するとそこには、マイクを奪い話す依い乃のの姿と、それを取り返そうとする杏あん子ねの姿が……。

　な、なにやってんだあの二人は。っつーか依い乃ののやつ、いつの間に防音室に忍び込んだんだ。

　そんな中、再び画面の方へ向き、俺がマイクにセリフを言おうとした瞬間──。





男（？？）「（笑顔で）俺、ミチコのこと、めっちゃ好っきゃねん」

女（依い乃の）「（笑顔で）いや、誰よミチコって」






　なぜか男が東北訛なまりの関西弁で話し始め女がツッコミを入れる。

　気づかないうちに、マイクを銀ぎん河がに奪われていた。

　ぎ、銀ぎん河が、貴様もか……！

　依い乃のと言い、銀ぎん河がと言い、音もなく忍びマイクを奪うとは、おまえら忍者か!?

　そんな、あまりにも忍びすぎている二人にツッコミを入れたくなるも、しかし収録中なので不用意に言葉は出せない。

　隣のマイク争奪戦を見ると、杏あん子ねがマイクを奪い返していた。





　　　　　男の体がずり落ち、女がそれを必死に繫つなぎ止とめようと腕に力を入れる。

男（銀ぎん河が）「（笑顔で）あと俺、レゲエで食っていこうと思うんだ」

女（杏あん子ね）「（涙を浮かべながら必死に）やめてっ……！」

男（銀ぎん河が）「（涙をグッとこらえながら）ってか俺、落ちるのか!?」






　おまえはいったい何を見ていたんだ。

　隣ではもう杏あん子ねと依い乃のの二人がもみくちゃになっている。アテレコ現場崩壊の瞬間である。

　頼むから機材だけは丁重に扱ってやってくれよ。高いんだから。部員がハラハラしてるぞ。





女（依い乃の）「ほらぁ、落ちるまであと三つしかセリフないわよ？　言いなさいよ、依い乃の愛してるって。じゃないと、落とすわよ？」

男（銀ぎん河が）「（男の目から涙があふれる）ミチコォ……」

女（杏あん子ね）「ねえほんとお願いだから最後のセリフは玲れ仁ひとくんに言わせて！」

男（銀ぎん河が）「玲れ仁ひと、じゃあ交代な」






　もう普通に杏あん子ねまでセリフって言葉言っちゃってるし。メタすぎるだろ。

　あとさっきからミチコって誰だよ。レゲエとか意味わかんねーよ。

　それと銀ぎん河が、普通にセリフで交代とか言ってんじゃねーよ。なんだよこれ。

　銀ぎん河ががマイクを俺に譲り、俺は姿勢を正した。

　まぁいい。ここからが本番。愛を叫ぶ場面だ。

　続けて銀ぎん河がは依い乃のを押さえ、マイクを杏あん子ねに譲っていた。

　ちなみに台本にはそこのセリフは男女共に「（アドリブ）」と書かれてある。





女（杏あん子ね）「……あたし、玲れ仁ひとくんのこと好き。ずっとずっと大好きだった！　ねえ、聞かせてほしいの……あたしにも、玲れ仁ひとくんの気持ち！」






　杏あん子ねの感情の乗った迫真の演技に、こっちまでグッと気持ちが高ぶる。

　俺は気持ちを抑え、深呼吸をし、そして彼女への気持ちをセリフに乗せた。





男（玲れ仁ひと）「俺も、杏あん子ね──」

男（銀ぎん河が）「やっぱ俺、ミチコのことホンマ好っきゃねん！」






　綺き麗れいに被かぶせてきたーッ！





女（杏あん子ね）「銀ぎん河がくんじゃないって！　もう落ちろこのバカ！」

　　　　　手が離れ、落ちる男。

男（銀ぎん河が）「ミチコォォォォォォォォオオオオオオオオ！」

女（依い乃の）「いやだからミチコって誰よ」

　　　　（完）






「はい、お疲れ様でした」

　赤いランプが消え、収録が終了する。

　そして、防音室から出ると、俺は部員に恐る恐る尋ねた。

「……あの、録とり直しって出来ますか？」

「もう一度並んでもらえたら……」

「玲れ仁ひとくん、並ぼう」

「杏あん子ねちゃん、もう時間ないぞ？」

　銀ぎん河がが杏あん子ねに無言で尻を蹴られる。

「ご褒ほう美びぃぃぃ！」

「もぉ～！　なんでこうなるのよ～！」

「玲れ仁ひとくん、依い乃のの演技、どうだったぁ？」

「……もう知らん」

　それから俺は、受付で部員に一五〇〇円を払うと、四人のカオスな演技が収録されたＢＤを受け取った。







「おい、早くしろ！　ひおりちゃん来ちゃうぞ！」

　アニメ研究会の部室から校舎裏へ向かう途中、ソフトクリームが食べたいと急に駄々を捏こね始めた依い乃のに付き合っていたおかげで、すっかり時間ぎりぎりになってしまった。

「それじゃあ、健闘を祈る」

　それから準備を終え、気持ちを入れ替えた俺たちは、銀ぎん河がの一言で、それぞれの持ち場へと移動する。

　校舎裏にひおりが来たら、物陰に爽そう坂さかがいることを説明し、それからあらかじめ録音しておいた音声を流す。その音声で、なぜあの日杏あん子ねが爽そう坂さかのスマホに出たのかを、爽そう坂さか自身の口から直接話させる。そして、それを聞いたひおりは誤解を解く──これが、今回の作戦内容だ。

　俺と杏あん子ねはひおりの前に立ち、後ろの物陰に爽そう坂さかがいる……という体ていで話を進める。もちろん、物陰には音声を流す銀ぎん河が（それと見学の依い乃の）がスタンバイしている。

　俺たちからは銀ぎん河がの姿を確認できるが、ひおりからは見られない立ち位置になっていた。

「うまくいくかな」

「いくさ、きっと」

　俺の隣でそわそわしている杏あん子ねに、俺もどこか落ち着かない様子で答えた。

　けれども文化祭を回る前と比べると、杏あん子ねの表情はずっとやわらかくなっていた。

　これなら大丈夫だろう。

　そして、それから数分後。約束の時間に、ひおりが現れる。

「……こんにちは」

　少し拗すねたように、ぷすっと唇を尖とがらせて言うひおり。

　俺は一週間ぶりの妹との会話にどう答えて良いのかわからず、

「よく来たな、ひおり」

　などと魔王的なセリフを口にしてしまう。

「その言い方だとラスボスみたいだよ……」

　小声で杏あん子ねにツッコミを入れられるも、俺は続けた。

「今日は来てくれてありがとな」

「……それで、話ってなんですか」

「話ってのは、この前のこと、ちゃんと説明しておかなきゃと思ってだな」

「うんうん、ひおり、すぐ電話切っちゃったでしょ？　だから何か誤解したままなんじゃないかなーってね」

「…………」

「えーっと……それで、だ。その、なんであの日、杏あん子ねが爽そう坂さかのスマホに出たかってのを、今日ここで、爽そう坂さかに直接話してもらおうと思ってる」

「……直接？」

「うん、来てるよ、爽そう坂さかくん」

　杏あん子ねの言葉に、ひおりが瞬時に身構える。なんだその動きは。

「えっ、あっ、い、今、私、み、見られてますか……!?」

　まるでスナイパーに狙われたことを知ったターゲットのように、辺りをきょろきょろするひおり。

「俺たちの後ろの物陰にいるんだけど……」

「あそこですかっ……！」

　スナイパー……じゃなく爽そう坂さかの位置を特定するや、ひおりは近くにあった木の陰に身を隠した。

「……ひおり、何やってんだ？」

「だ、だって、爽そう坂さかくんが来てるなんて聞いてなびばぶぶぶぶ……」

　緊張のあまり空気中で溺れてやがる。……でも、そうだった。

　ひおりは爽そう坂さかの前だと緊張で気絶しかける女だった。
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「……恥ずかしいです」

「ひおり、爽そう坂さかの話、聞いてあげられるか？」

　近寄って尋ねる。ぷるぷる震えるひおりは、小刻みに縦に揺れた。

「いや、うなずいてるのか震えてるのかわからねーよ」

「う、うな、うなずいてます」

「……よし」

　俺は息を吸って、背後の物陰に声をかけた。

「爽そう坂さか、ひおりがおまえの話を聞いてくれるそうだから──」

「兄さん！」

　そこでひおりに思いっきり頰を引っ張られ、耳元で訂正される。

「えっと、爽そう坂さか、ひおりがおまえのありがたいお話を聞かせていただきますと言っているから、この前のこと、ちゃんと直接、爽そう坂さかの口から話してやれ！」

　ここからでは銀ぎん河がの姿は見えないが、俺がそう言うと、しっかりと音声を流してくれた。

　物陰で、爽そう坂さかが話し始める。

「今日は、来てくれて、ありがとう」

　ぶんぶんぶん、と首を横に振るひおり。

「そして、不安にさせちゃってごめん」

　ぶんぶんぶんと首を横に振り、ぴたっと止まり考えると、またぶんぶんぶんと首を横に振るひおり。

「僕のスマホに深みき響ようさんが出たこと、驚いたよね。でもわかってほしいのは、僕と深みき響ようさんには何もないってこと。そしてあの日は、深みき響ようさんの他に、玲れ仁ひともいたんだ」

　ひおりが俺を見る。一応、そのことは翌日にすぐメールで説明をしている。返信なかったが。

「そ、それは──」

　と、ひおりが爽そう坂さかに返事をしようとしたところで、俺は彼女の口を瞬時に押さえ、遮った。

「んぐっ……兄さん、何するんですかっ……！」

「ひおり、爽そう坂さかの話、最後まで聞いてやってくれないか」

　今の爽そう坂さかは一方的に話すことしかできない。ひおりに話されたら、会話が成立しなくなる。

　俺の頼みに、ひおりがうなずき、爽そう坂さかが続ける。

「なんで二人と一緒にいたかって話だけど、それは僕が風邪を引いたからで……玲れ仁ひとと、玲れ仁ひとの付き添いで深みき響ようさんがお見舞いに来てくれてたんだ。そして僕の看病をしていて玲れ仁ひとの手が離せないときに電話がかかってきたから、深みき響ようさんに出てもらった。本当に、それだけの話なんだ」

「……わかった？」

　杏あん子ねがひおりの前にしゃがみ、情けない表情で尋ねる。

　するとひおりは少し考えて、また口を開いた。

「あの──んぐぐっ」

　慌てて口をふさぐ。

「最後まで聞いてくれ」

　うなずくひおり。

　そんな俺の手を杏あん子ねが払い、彼女はひおりを支えながら、木の陰から出た。

　俺もそのあとについて行き、ようやく最初に決めていた立ち位置へと戻ることが出来た。

　銀ぎん河がの姿もばっちりだ。依い乃のはというと、ソフトクリームを食べ終わり満足してしまったのか、ちょっと退屈そうにあくびをしている。

「でも、勘違いさせてしまったのは事実だから……本当に、ごめん」

「う、ううん──んぐっ」

　ひおりの口をふさぐ。しかしもう次は無理だ。頼む、もう少しだから最後まで聞いてくれ。

「だけど、最初に言った通り、僕と深みき響ようさんは本当に何もないんだ。深みき響ようさんとはあの日初めて会ったばかりで。……彼氏でもなんでもないのに、こんな弁明をするなんておかしいかもしれない。でも、僕を好きでいてくれる人は誰一人として傷つかせたくないんだ。もし、この前のことできみが不安になっていたら僕はとても悲しい。だから、今日話しておきたかったんだ。不安にさせてごめん。そして、僕を信じてほしい………………ミトコンドリア笹ささ山やまさん！」

　瞬間、何か喋しやべりかけようとしていたひおりの口が、その名前を聞き、開いたまま固まる。

　やべっ、最後カットするの忘れてた。

　見れば杏あん子ねと銀ぎん河がの頭上には「？？？」とはてなマークが浮かんでいた。

　依い乃のはというと、そのどこかで聞いたことのある名前に釈然としない表情を浮かべている。

　そしてこの場で、唯一その唐突に出てきたワードの意味が通じるひおりは、両手で頰を覆い、恥ずかしそうに顔を赤くしていた。

「……爽そう坂さかくん、私だって知ってたんだ」

　これは……喜んでいるのか？

「でも、よかった……あっちはバレてないみたい」

　いや、残念ながら爽そう坂さかには全部バレてるぞ。斎さい藤とうミドリムシもひおひおのブログも──。

「……『爽そう坂さかくんの左足の薬指』」




『　爽　坂　く　ん　の　左　足　の　薬　指　』　……だと？




　ここに来て新たに登場したそのとんでもねぇアカウント名に、俺は驚きよう愕がくを隠せない。

　こいつ、いったいいくつ爽そう坂さかアカを保持してやがるんだ……。

「ひ、ひおり……？」

　俺が声をかけると、ひおりはハッとして顔を上げる。

「な、なんですか？」

「これで、信じてもらえたか？　爽そう坂さかと杏あん子ねには何もないってこと」

「は、はい。爽そう坂さかくんが、こうしてわざわざ直接伝えに来てくれたのなら、信じるしかありません！　それに、ミトコンドリア笹ささ山やまのことも知っててごにょごにょごにょ……」

　ごにょごにょ言い始めるひおり。

「でも一つ聞きたいことがあります」

　すると、ほっとしていた俺に、ひおりが尋ねた。

「兄さんが爽そう坂さかくんのお見舞いに行くのはわかります。でもどうしてあんな時間に兄さんと杏あん子ねは一緒にいたんですか？」

「えっと、それは……」

　そうだった。ひおりは俺と杏あん子ねがちょくちょく会っていることを知らない。

『庵あい原はら杏あん子ね同盟』のことを知らないんだった。

　恐らくひおりの中で俺と杏あん子ねは、ひおりが初めて爽そう坂さかと電話したとき以来、会っていないことになっている。杏あん子ねも俺と会っていることはひおりには話していないと言っていたし……。

　この場合、なんて答えればいいんだ。

　杏あん子ねと会うようになったのは『庵あい原はら杏あん子ね同盟』があるからだが、説明するわけにもいかない。

「それはね、ひおり」

　とそこで、言葉に詰まっている俺の隣で、杏あん子ねが口を開いた。

「あたしと玲れ仁ひとくんがね──」

　そして杏あん子ねはひおりにそう言うと、俺の肩に手をつき、頰にちゅっとキスをした。

「こういう関係だからだよ♡」

　瞬間、物陰で暴れる依い乃のを、銀ぎん河がが必死に抑え込む。

「あっ、あれっ、に、兄さん……杏あん子ねと、そういう、なるほど、あぁっ……あ！　ってことは、杏あん子ねが私の幼おさな馴な染じみだってこと、気づいたんですか？」

「いや、それは……」

「玲れ仁ひとくん、あたしのことまったく気づく気配なかったから、結局あたしから言っちゃった」

「そうなんだ。杏あん子ね、かわいそう。……兄さん、杏あん子ねに謝ってください」

「その節は本当に、す、すいませんでした……」

「うんむ、くるしゅーない」

　なぜかこの場で頭を下げさせられる俺と、ふんぞり返る杏あん子ね。

「そうだ！　あともう一つ、言いたいことがあるんだ！」

　するとそこで、突然また喋しやべり始めた爽そう坂さかに、ひおりがぴくっと体を跳ねさせた。

「は、はい……なんでしょうか！」

「それは、いのんとのこと。いのんと僕が付き合ってるとかデートしてるなんて噂うわさがあるみたいだけど、それもこの際僕の口から否定させてもらう。僕といのんは決してそういう関係ではないよ。とても健全な師弟関係だから、安心してね！」

　爽そう坂さかの言葉に、銀ぎん河がに取り押さえられた依い乃のがモガモガと暴れる。

　すまん依い乃の。でも根本的な原因はこのことだと思うから、しっかり否定しておきたいんだ。

「だってさ、良かったなひおり」

「は、はい」

　どこかホッとした様子のひおりを見て、やっと一件落着したことに俺はぐっと伸びをした。

「さてと、それじゃ、いつまでもここにいたらＶｔｕｂｅｒの爽そう坂さかは出て来られないからな」

　それから爽そう坂さかに気を遣うふりをして、歩き出す。

「ありがとな、爽そう坂さか！」

「爽そう坂さかくん、あ、ありがとうございました！　また、お電話してもいいですかー！」

　勇気を振り絞ってひおりが爽そう坂さかに尋ねる。

「…………」

「…………」

「良いいってさ」

「なんで兄さんが答えるんですか」

　そんなセリフ用意していないからだ！

「聞かなくてもわかるだろ、爽そう坂さかならそう言うってことくらい」

「そ、それもそうですけど」

　そしてもう一度ひおりは振り返ると、爽そう坂さかのいる物陰に向かって、お辞儀をした。

「爽そう坂さかくん、手振ってくれました」

「よかったな」

　銀ぎん河がだろうか。

「ねえ、ひおり、文化祭はもう回った？」

「ううん、さっき来たばかりだから」

「じゃあ一緒に回ろ」

「うん」

「玲れ仁ひとくんのおごりね」

「なぜ俺が？」

「なんでだろ、ひおり？」

「私の親友を奪ったからです」

「だって、どうする玲れ仁ひとくん？」

「ならひおりも、俺の親友を奪ったからお互い様だな」

「兄さんの親友って……そ、爽そう坂さかくんのことですかっ!?」

「おう」

「わたっ、私はまだ爽そう坂さかくんを奪ってなんか……っ！」

「ありゃりゃ、まだ、だって玲れ仁ひとくん。ひおり、いつかは爽そう坂さかくんを奪うつもりみたいよ」

「う、奪うつもりもないからっ！　爽そう坂さかくんは、そういうのじゃないから……！　お、推しと付き合うとかそんな、不敬罪にもほどがあるから！」

　何を言い出すんだこの妹は。

「それよりもう時間ないから急ぐぞ。早くしないと店がなくなっちまう！」

「あっ、まってください、兄さん！」

「玲れ仁ひとくんまってよ～！」

　残り少ない文化祭を楽しむため、俺たちは三人で校舎に向かって走り出した。

　そして、そんな俺たちの背後にある校舎裏からは、

「うんぎゃあああああああああああああああああああああっ！」

　という、まるで女子小学生の怒りと悲しみが爆発したような咆ほう哮こうが鳴り響いていたという。
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「──いやぁ～、良いいお話でしたね。最近のゲームはグラフィックがすごいのはもちろん、演出も凝っていて、本当にプレイする映画って感じで、つい時間を忘れて入り込んでしまうよ。それと何より、初見でグッドエンドを迎えることが出来て良かった！　めっちゃ嬉うれしい！」

　文化祭も終わり、またいつもの日常が戻り始めた、おだやかな休日の午後──。

　無事、アドベンチャーゲームでグッドエンドを迎えた俺は、爽そう坂さかとして感想を語る。

　そして、ゲームがタイトル画面に戻ったのを確認すると、そこでエンディング絵に切り替え、マイクに向かっていつもの締めの挨拶をした。

「ということで、今日の配信はここまで。見に来てくれた方、コメントをくれた方、どうもありがとうございました。良ければ高評価とチャンネル登録よろしくお願いします。あと今日は二回行動なので、夜も配信あるからよかったら遊びに来てください。新しいゲームを始める予定だからお楽しみに。それと明日はいのんとのコラボもあるので、そちらもお楽しみに～。時間が決まったらツイッピャーでつぶやくので、フォローしてくれると嬉うれしいです。それでは皆さん、爽やかな坂でまたお会いしましょう。爽そう坂さかいづるでした」

　そこまで一気に話し終えると、配信を終了させる。

　それから軽く支度を済ませ、家を出たあと、電車に揺られながら、爽そう坂さかアカでつぶやいた。

〈今日も配信を見に来てくれてありがとう。夜は18時から始めるのでよかったら来てください。待機場所はこちら→toutu.be～〉

　つぶやくと、すぐにいいねやリプライが届く。

　そして早速、その中にひときわ目立つ長文リプライを見つけ、ふふっと笑ってしまった。

〈爽そう坂さかくん、グッドエンドおめでとうございました[image: !!!]　笹ささ山やまも爽そう坂さかくんと一緒に映画を観みているようでとても楽しかったです[image: !!!]　ポップコーン用意しておけばよかったです[image: !!!]　ってくらいエンジョイしちゃいました♪　そして、なななんと！　今日は夜も爽そう坂さかくんの配信が見られる！　幸せ～（目がハートマークの黄色い顔の絵文字）〉

　このリプライ、爽そう坂さかがツイーピョしてから、わずか50秒の出来事である。

　いや、はえーよ。ってか、なげーよ。あと「[image: !!!]」の圧がハンパねぇ。

　なんて、そんなことを思いつつも、相変わらずのミトコンドリア笹ささ山やま節の炸さく裂れつ具合にどこかほっとしている自分がいた。

　おかえり、ミトコンドリア笹ささ山やま。

　……と、思った矢先、続けて長文リプライが届く。

　とうとう文字数に収まりきらず、二つ目のツイーピョにまで及び始めたか、こいつ……。

〈あと最近、爽そう坂さかくんのことが話せるお友だちができました。そして、ずっと話したいと思っていた人とも、爽そう坂さかくんをきっかけに話すことができました。爽そう坂さかくんと出会えて、本当に本当に良かったです。大好きです〉

　…………。

　駅のアナウンスに気づき、慌てて目をこすり、電車から下りる。

　それから俺は実家へ向かい、間違えて実家こつちのほうに送られてきた俺宛ての荷物を玄関先で受け取ると、休日に来るなんて珍しいと喜ぶ母と軽く会話をして、家を出た。

　そして、いつものように自宅へ歩いていると、後ろからこちらへ駆けてくる足音が聞こえた。

「……まって」

　前方に人影はない。

「……ちょっと」

　足音はこちらに近づいてくる。

　俺は、その人物が息を切らして何か言う前に、振り返って口を開いた。

「どうした、ひおり」

　部屋着姿のひおりが、慌てて立ち止まる。

　見れば急いで追って来たのか、サンダルが左右バラバラだった。

「に、兄さん……！　急に振り返らないでください、心臓に悪いです！」

「俺はまってって言われたから振り返っただけだが」

「それはそうですけど、こうですね、一度立ち止まって、くるっと振り返ってくれないと……」

　ひおりが息を切らしながら、何やらごちゃごちゃとつぶやいている。

「それで、どうしたんだ？　そんな息切らして。今日は忘れ物はしてないはずだが」

「忘れ物じゃないです」

「ん？　じゃあ、なんだ？」

「えっ、そ、それはですね……特にどうしたってことはないんですが」

　何もないのに呼び止めたのかよ。

「あっ、いや、どうしたってことないってことないんですが」

「はっきりしてくれ」

　こちらから目を背け、もじもじし始めるひおりに俺が言うと、彼女はずいぶん恥ずかしそうな様子でぽつりと言った。

「あの、私、兄さんにお礼が言いたくて……」

「お礼？」

「私、庵あい原はらひおりからのお礼です。兄さん、文化祭のときは、ありがとうございました……っ！」

「それは爽そう坂さかに言ってやれ」

「でも、兄さんにもちゃんと言っておきたくて……」

「えっ……？　そ、そうか。なら、ありがとう、どういたしまして。と言うか、こっちこそ、変な誤解させちまって悪かった」

　首を横に振るひおり。

「……えっと、それだけか」

「あっ、まだ、そのぉ」

「ん？」

「そ、そうだ！　兄さん、今度はうちの文化祭にも遊びに来てくださいね！　特別に私と杏あん子ねが一緒に雛ひなヶが丘おか女学院を案内してあげます」

「雛ひなヶが丘おか女学院の文化祭って、たしか部外者は参加できなかったんじゃないか？」

「そうですよ。でも生徒の身内なら大丈夫なので、兄さんは参加できます」

　そ、そうなのか……でも俺みたいな陰キャがお嬢様学校の文化祭に参加しても良いものだろうか。

　まぁ、ひおりたちが案内してくれるというのなら、参加してみるのも良いいかもしれない。

「楽しみにしとく。話はこれで終わりか？」

　ひおりを見ると、まだ何か言いたそうな様子で、ちらっ、ちらっと視線を飛ばしてくる。

「まだあるみたいだな。……ほら言ってみ、聞くから」

「じゃあ、あの、ありがとうございます」

「それはさっき聞いたぞ」

「そうじゃなくて、文化祭のことだけじゃなく、今までのこと、いろいろと」

「それは、まぁ、うん……」

「私、すっごく、すーっごく、嬉うれしかったです」

「そう言ってもらえると、こっちも嬉うれしい」

「うん、だから、だからね……」

　そして、ひおりは俺に一歩近づくと、昔を思い出させるような──。

　人ひと懐なつっこくて、朗らかな、俺の大好きだったその笑顔で、言った。

「ありがとう、玲れ仁ひと兄にいさま」







　夕暮れに染まってゆく空を見上げる顔に、思わず笑みがこぼれる。

　そんな、いつもの帰り道と、少しだけ変わり始めた日常。

　そして今日も、Ｖｔｕｂｅｒ爽そう坂さかいづるとして配信するため、俺は家路を急いだ。





おわり












　あとがき




『バーチャルユーチューバー』（通称『Ｖｔｕｂｅｒ』）を初めて知ったきっかけは、ＭＭＤ（MikuMikuDance）でした。

「可か愛わいいモデルだなー、何のキャラなんだろう？」と思い調べて辿たどり着ついたのが某ＡＩさんで、アニメやゲームではない『Ｖｔｕｂｅｒ』という一つの存在を知ったとき、心が震えました。

　二次元のキャラがこの現実世界でユーチューバーしてる……と。

　そこからほどなくして四天王が登場し、多くのＶｔｕｂｅｒが活動を始め、やがて日本のネットから誕生した文化はテレビ、果てはハリウッドへと進出。バーチャルな存在と人間が共存するその光景には未来を感じました。

　そして現在、Ｖｔｕｂｅｒの活動形態は動画から生配信が主流となり、生配信ではリアルタイムでやり取りが出来るため、Ｖｔｕｂｅｒとの距離がぐっと縮まり、生々しさが増しました。

　Ｖｔｕｂｅｒという存在の未来感は薄れてしまいましたが、今度はその生々しさが二次元のキャラに人間味や、そこに存在して生きているというリアル感を与え、そこへＶｔｕｂｅｒ同士の関係性が加わることによって、また違った面白さへと発展していっている気がします。

　そして今作は、そんな生々しい中身の部分を曝さらけ出だし過ぎてしまったため、なぜかリアルで自分を隠さなきゃいけなくなってしまった男性Ｖｔｕｂｅｒの物語です。

　また今回、明るく楽しいラブコメを書くにあたって、コメディ色を強くしたいなと思っていました。Ｖｔｕｂｅｒ文化という題材は、思ったよりもいろいろなコメディの形態を取り入れることに適していたため、楽しく書くことができました。

　Ｖｔｕｂｅｒ文化を作り、支えている、すべてのＶｔｕｂｅｒの方々に感謝いたします。




　最後になりましたが、担当編集者の黒くろ崎さきさま、とても魅力的なイラストを描いてくださったうらたあさおさま（キャラデザ、とても感激いたしました。ひおりも杏あん子ねも依い乃のも龍りゆ華うかも、めちゃくちゃ可か愛わいかったです）、また、本書の制作に関わってくださったすべての方々に、心からの感謝を申し上げます。大変な時期に、ご尽力いただき、本当にありがとうございました。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者のみなさまへ、厚く御礼申し上げます。

　二〇二〇年、多くの人が思い描いていた未来とは異なってしまったけれど、この本を読んで少しでも笑っていただけたら、心が軽くなっていただけたら、嬉うれしいです。





二〇二〇年夏　　　芦あし屋や六ろく月つき
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妹いもうとの好すきなVtuberブイチユーバーが実じつは俺おれだなんて言いえない
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